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全国の皆さんほんとうに

ありがとうござし、ました

已沢大火に際し¥1市に寄せ応れた粁さんのご厚情に対

し、心からお礼申しあげます。

竹さんの善底に励まされ、見事な復興を見ることがで

苔ました。皆さんの温い同胞愛を、四）i三沢市民は永久

に忘れることなく、子々孫々の代まで伝えてまいりま

す。

あらためて、深く深くお礼を申しあげます。

昭和 42{「 3月

沢 市

： 
I ； 
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序

昭和41年 1 月 11 日、ご沢市が末曾有の大火に見舞われてから麗こ••年有余の歳月か流れまし

fこ 慧！起ずれば、東京てて沢大火の悲報を聞ぎ特急て崎市に向っ二時の几燥と小如惨屈たる

、f,',、1.：と化した巾街地を閏した時の慧愕かつ1、肛脱ぱ、全生I月にお‘,｝ーる最人のものて惰凡こ尽し
得なし、ものかありました

そして、見事な復興をみた現在、草麗な市街地を眺甲していると、当時の混乱、叩躁の情景

か去来し自然H頭にあつし、ものを撻え主ず

この大火て、私はごつの尊し、教』を得る事か出来ましに J

その心とつとして、同胞愛0)尊さを真髄て知る事か出来、ただただ感謝の含て一・・杯てず3

粕 t]か短期間に懇異的乍復興を成し得にとドぱ、市民の努力も竺ること9:［かり全国民の激励欠

らびに善総1こ溢ふるる救援救設によるものと深く肝に銘じており主ず

改めて、三沢市に寄せられた、国、県をはじめ全都適府県、市町村、 1梵l係機関、語団体、一

般の方々 0）善紅とご厚府に対し、四万市民を代表して表心土り厚く厚くお礼中し上げ主ず．主

にこの咋い同胞愛を永久iこ忘れず、 f々 孫々の代主て伝えると同時に、再びこのような災禍を

招引しなし、ことこそ全国の皆さむこ報し、る唯一の方途と銘，辻致しておりまず そのため",1市ぱ

市街地を吊急に別防火地域に指定すると同時こ、消防力を允実し防火活動0)迅速ばる配備態努

を確立しました それこよって各ボ業所等の防火秤雌0)徹底かばかられると共こ、市民の防火

思想か著しく閥揚され、それか全国初の無火災部rl汀いとなって如れた1.i・it、ずてこ禍を転

じて伶iと成しつつあるものと思っており主ず，

今—ど）は、市民の刷9ij •致の 4＜屈粘神、協力こそ胡i+．繁栄の般大限の力てある＇ドを知り主し

に 蔽寒期の災禍1こも免げず、小死且のように辻しくたち＿l-り、且、1と化した．三沢市の復閲を

短期間に成し遂げた市民のI幼l百j•致の精神ぱ偉大てあり、市将来の発展を大きく IliJ追させる原

動I)と欠るものと確{,i致して「3り主ず ここに市民の皆さんに深甚はる牧邸を表し主ず 以ヒ

の．^ ＾ヽ 点を以っ〔懇附1勺な役卯を見る')iか11：末まし?-りヽ 、これをてけしIiの発展こ結ひつ、1‘るため

令身全‘ぷを傾叶して主し、る＇迂 11t-cござし、主ずり）て、今後共ご指唸＼ ご陽/J・トさる［う切こ切に

「3願＼、 1|1し上げまず

ここに大火発生から復煎まての状況をささやかにと，）主とゞ）、大火，ふを1廿釘致し主した，ご

訊＼、たたげれば翌比に{f• じ主す

般後に、今 疫火災の恐1布を，忍，紋しごし、たたぎた＜念しつつ、 1•lI 行の 11; と蚊し宅ず，

II(]禾1142{j'. 3)] II 

・・ーミ沢市長 小比類巻 富 雄
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大火被災の思い出

i―猛火の洗礼から一年‘i乙、当時の舟ti々 しし、爪跡の片鱗さえなし、笑しし、軒並の復輿ぱ全く別[It

昇の繁華街になっている］この偉大な復輿は被災者の強し、復輿慇欲と直接間接これを支援した

令国沖々 f甫々の温い料心と市民各位の大ぎな協力や市当局小眼小休の奉仕の賜ものてあり、こ

こに深い感謝を捧げまず〗
―"．．． 0 0 

゜火1tてず！！とし、う第一報を聞し、た時に私ぱ珍らしく患者を診てし、た 汲し、火事てず！！主婦の
店てず！！

第二報て私は表に出た 1

主婦の店と診療所の距離ぱ50米位現場は一面に火の而"火市の火の手ぱ上へあがるのが常識

たか猛火は地を担し猛然と前後左右の家へ吹き附寸られゴウゴウと唸りを立てて襲し、かかる凄

愴なシーンは筆紙に尽せない劫火の乱舞てあった 風速20米時々「江脊となって火柱は中央に吹

ぎ上かっている それから数時間私逹は夢中て退避作業に追われた 前の広場へ運んだ家具や

器械の真只中て私の視線は焼：ナ落ちる診療所の無惨な姿に釘付にされてし、た

191分の家を焼し、た者だ：ナか知る哀れさ悲しさの交錯て理性を取りもとす主て1こかなりの時間

を経ていたと思う この最愛な診療所の最後を見／it}げるため大火の各所への延焼や拡大の防火

こ協力てきなかった。夜になって長男、次男、三男、五女の四住宅と1予家11棟23桃帯全部か焼

寸出されていた 食事をすまして一族の焼跡や避難先を訪れ市内焼失区域の全体を確認し明日

の復興対策のプランを想定した，

夜の10時頃行苔先の無い一族の大1'が私の住いに同居したのて各部屋超満員テンャワンャで
夜を明しあまりこも火の手か早く八方1こ広かり今後の新築は相崎距離の疎開へと語題か集る程

この大火の烈しさと特呉さが語り草にされてゆくのてあった．

料12日市庁舎大火対策本部へ出席し後始木こ忙殺された，私は67年の生サ1丑こ三良類焼の1巳iこ

会いその内二回は末曾有の大火てあり、今回は一放を市内こ集中していたため全部を失し、その

損古累計は大きかったか戦争て50年間の釜積を・・切失い裸の引褐者として祖国日本に上位した

体験から見れば少ない損寅だともし、えるのてある，

唯々今回の大火て感激しな：ナればならない事は 1億 7千余ガ円の見舞金と数Jji1,¥1の救援物賢

を寄せられた全国il'々 浦々の貴雷な善怠に対し三沢市永久の感困として 4ガ市民の胸こ刻み込
主れた一'l「［てあり、今一つはこの偉大な善近に答えられなし、一連の見舞金配分閥'I'て穴かあっ
たら入りたし、位何 I"]か恥ずかし＼思、し、をさせられたことてある•.

血と汗て積みLげた自分の財産を失った被災者て九いと全国の浄財に対する心からの感激も
丈惑も出てこない それを被災者てない人々の観念的権利怠識か介人して全国の善麻と私達被

災名との心と心のつなかりこ水をさされた悲しい思し、出か大火の思し、出に常につし、て廻る事ぱ

返ず返ずも遺憾な事てある~，しかも大火記念誌て文切邸の序文よりも型変りかも知れなし、か被

災者の一人として、実感をそのまま伝える 1r• も邸義のある事てはなかるうか］

ご沢市談会議長 黒 lll 政之進
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大 火写 真 集

見事に復興を成し遂げた市街地の大通り

大火翌日の市街地大通り（写真提供＝東奥日報社）
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黒煙に覆われた市街地は地獄を想像させる

猛
火
は
強
風
を
呼
び
、
そ
し
て
ま
た
燃
え
さ
か
る
（
写
真
提
供
11
河
北
新
報
社
）
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三沢大火で市民のため手となり足となって活躍した三沢基地の兵士たち

（写真提供ー朝日新聞社）

火
は
三
方
に
燃
え
広
が
っ
た
＂
そ
し
て
風
を
呼
び
炎
を
吹
き
と
ば
し
た

有

楽

座

通

り

（

写

真

提

供

1
1
東
奥
日
報
社
）
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市街地の窓という窓から火炎が屋外に吹き出して、それから

屋体が一瞬の内にくずれ落ちる 写真提供＝東奥日報社

消防士の必死の消火作業をあざ笑うように

火は滋えひろがるばかり

8全てを焼きつくし、火はようやくおさまったが、市街地
は一面火の海と化し、まるで地獄絵そのものであった。

（写真提供＝東奥日報社）

- 1 2 -~ 



悪夢のような大火 本社機から撮影（写真提供＝河北新報社）

復
旧
作
業
に
活
躍
す
る
自
衛
隊
員
（
写
真
提
供
l
朝
日
新
聞
社
）
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むざんに焼け落ちた市街地を

見る見舞客たち

（写真提供＝河北新報社）

ただもくもくと焼跡を整

理する被災者たち

（写真提供ー朝日新聞社）

- 14 -

市対策本部に被害届のた

めとっと押し寄せた罹災

者たち



政府派遺調査団に被害状況を

説明する小比類巻三沢市長（左）

（写真提供二河北新報社）

-15-

1月12日午前9時市民会館屋上から焼跡を望む

全国の人々から連日救援物資が

山となって贈られた



罹災者のために短期間に建設した 153戸の応急仮設住宅

完成した災害公営住宅

三
沢
乳
児
保
育
所
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第一章

沢 rliの I｛侭史と概況

1、三沢市の歴史

~: ~心こ :t, 赳文式時代；うヽ｀~〉人間 J) (i んてし、ビ跡/)、}』‘•;f t、 ・，況に：：蝦必（えぞ＼，9），(i・んこし、

,'.:どし、1)、il、-し‘る

五尺0噌史，上、南，・1疇・'l祖とムiぅ八る 1対，爛五郎光行か東ll点／jがら功労机とし頂疇五郡を1楊わ
つだ時 (1190年〉．ぅ，ら始.Eっごし，る

耀 'f、て瓜地）j,：、木III訂野とし、｝辻1.1,!,｝［地として知ら打てし・に 1641年1村部藩て．t、木鯰野

刀野守としご小比類谷励部助を氏•三沢こ罰ヽビヘ現在てし ‘[1 時•J）広大．9（（91 影を見ること力言出来

る ・・五/(rlぃt、1yj部藩賃り）牧こtって仄治を形成し、'・'ゾ｝『と農梵を．［叶業として第→しを踏及
廿：しこ 以ト・:il(rliu)沿年をタIJ己ずると次のtうこ↓['）そず

明治3年Ill会汁噂t

炉えと

100)i移(iし、几洛を形成し地）L民に文化、紆済I釘て大ぎい診輝を

明治 4年廃藩ii"i麟こ［って百凸村，）うーー，｛I;とLC'）, ilij沿 5年こ口ロ］、ii（安イ「府か北濯：開拓と俗汎i’:

技術向上り野心こ燃えご仏沢牧場を1}［I没しこ 明治13年iこば [’_1-｛1村加ら蝕＼，fl-9 ．:］（村と欠っ
と-←

II(｛和 611淋代洵杓，ケ，ら飛ひどっこ、 ハ／ダーお＿＿ ／，ハートン1,1,J氏｝）裕釆機か人‘I＇汀無 i,'，|i9卜横

飩iiも/riこ成功し 11党（」場こしこ J})地名をIii芥|l'I，こぃり心りこ そし CII{｛和16イIII 111本げ炉I{，9)4ii1.’'ド），＼

地を建設しに

しかし、これt-cーの辺（巾り）少入，［決し：111J＇！翡， L、[もいて入く、その間幾多J)災',1；こ嗅h/l"こ
l，る 明治19年 J)人― --t レラ発り、明冶29年の人刊設，昭和｝Liい）凶fI:、II賢118年0)｛年大i1']皮、

同9打0)凶作と、村勢を役I）-l！ずる間も:i〈相舒き見舞われこし、る
II{｛和20什終戦，こ Kると米軍か巡均！し、米軍凸）（）9し地を設it'!9し，に そりこふ）よ地従業員と労慟

者か仝国から殺倒し、人11しこ急激し、膨脹 Ltこ， 11月1,i1，仕宅ぐりか辻ら並び、吏Ill,!鼠野かrh的地に．

変わった この頃から 内に地 •J) 町—•ー： t/ （ としご有名こ'.rる

昭和23年 2月人三沢町として11り制を伽行、昭和33年 9月こぷ廿好虫て巾制を他行した 市制他

行後',t、巾街地の整術、特こ、道路整備、環境格憚こ重点的こりを日<-力、教合弛成の允尤こ

し心を用いた 主と、月「業開発/1iて＼t, ー工業開発と地場痒業の缶祖をII途こ政策を進め、 T業
開発てIt内怜店［場I})誘致＇しらひこ小 Ill/）知り1腐耀附lご叉地恐｝）州期'[現を山ざ I_仁

附和37年こは；虹対省り)[場適地指定を） r ， II{｛和38年に—,t八Ji地1メ祈針業都巾建設地域にこ

---17 --



沢市か包合ざれに t ピ、地場）＇「業と l~ ての農業振開応「心に開発こついてば、陥農振肉、開

111 ・J;?、9}）9加）J'~（促進，シャ’h,~ ,9) 、 ,9,j~

2、大火前の三沢市

て沢市ぱ、昭和33年9月 1日青森県第ヒ番目の都市として誕生してからナて1こ8年の歳月が

流れ、、誕生当時の軽薄、喧騒匁 店地の町三沢＿とし、う特殊名を完全に返jこし、軍厚都市に脱

皮lつつあった，

昭和35年の国勢調令てば、人口も36,570人と増加し、昭和40年の国勢謁査ては36,326人と前

団に比較して些少の減を見たか、実質的には37,800人と増え、略実に発展の→レを辿りつつあ

ン、
つ i-3

太

中

t
r
 
ー

戸

(1) 地勢と気象

占森県の東南部に位置し、東ぱ太平洋に臨

・人、西には小川原湖を抱き南北24Kmに百る

庖J.（はうちょう）に酷似した地形て、総面

積は120.68Km尺ある

及磨こ：よ偏東風（、ヤマセ）といわれる寒冷

な季節風か沌岸から吹ぎつ:rることかあるが
作物等の育成こ著しい＇悲影幹ばなし、 3

主に、四季を通じて降水煽、積パ星が少欠

< -•般に温暖(I勺欠気候てある、9

i2) 交通

巾0)内部地区を国鉄東北本線か縦断し、三沢駅かあり， •-日平均の利用客数は県内各駅のヒ

位，こラン~クされてし、る 国鉄ご沢駅の側に十鉄の三沢駅かあり、堪車て十和田市とを25分て直

粕しこし・る 主と、駅1ii1には同社のバス常業所かあり、 11i内はもちらん隣接rli町村iこ交通創を

ik,Jふくら 1-こし・る．県部占森lfjとIt 1時間20分、 I戊都1ii八｝i1Jiとは40分0渭置にある。

i3) 産業

巾0)外業を':i-））｛所得別こ見ると、第三次府業、第 1次or業、第二次奸菜の順序に芯っている、)
第次汎翌翌）農業規模ぱ、農家数1,815戸、 UJ1,149加、畑2,97lha、乳牛 941頭、 t',841頭と欠

っごし・る 市ては、地場汎業てある農業伽輿開発に直点的に｝）を傾汁し、酪農振輿をはかると

恥こ淋八地杯800ha、仏沼250加の開IIl'ド業を昭和46年度元（を1l椋にずずJ)-cし、に 主た、 [|i

こぱ麻党の畜府総合センター、放牧場かあり、地場せt業の行成に貢要な役割を成しているa

第二次作業の鉱業にば、地卜資源としての砂鉄か無尽蔵こあり、年間約137iト／か採集ざh

ごいるか、工業には視段階ては特別見るべぎものはなし、 しかし、屯要弛策として工業開発を

押進めており、昭和37年度ぱIー．場適地調査地域に、主た昭和39年には八戸地区新性業都市建設

-18 -



地域の指定ヤ受、 9，許々ど T場適地心拾備をートや、もと そ八，ピむ JJI在既こ内 1砕—叩↑菜数 ti ：い進

: I i 1 ，授業/，•I片l始 l1火児 I，•IIくり←しる もl.'i1米小11111:(i;¥IJ人・ iI工ヽ!・［ i均詢： ［業地：i:．，、是！成

¥ i 1, f~ l．簑 t「）Jt i 1 i,、JI,休化＼ f l ・, 1 1]'・＇）が業 i-_,,, ·''"'.'1:‘梵 U ヽ •II ir、人ぎ＼ ｝i、1¥', 1,1) l Iしi.',I,
f/ 1 {, 9 

冷，．次 Pi’~ 業、 tJ}l{I仝体 9/）約 60劣!,·占め、こ／ l/)心心：＾fl(,b .，，t )／し地｝）Ill] ii'i jじ都巾 t. ＼、

）名て呼ばれ~ーし、る しかし、 1]1j晶説明のと t•9' ）．e沢市：ょ枯地経済！悦脚施沿を着実こ進め：： 13

＇）、これか実現ずれば、 1が梨順位も現在と逃こ~上；る日かそう遠くば入し、と考えられてし、た 3

i4) 教育

iii制施行後、町造りば人造，）から、人造りはナぐれた教育施設からをモ／トーこ教育抱設り

格備、充実に本LJ要を人れ、小・中学校のほとんとを鉄筋コノクリート階料建てこ改築したっこ

のとめ市の教育廂設の充実は県下之ユュ、われる程になった それと同時こ父兄の教有熟も盛ん

て、これも県ドに誇る程てある 3

現在ご沢市こば、小学校12、中学校 5、高等学校 2かある文その他多く 'f)各柿学校も，没守さ

れ1li教育文化向上のゴー蔑をになってし、るっ

(5) 観光

数多くのIll禎名勝かあり、年々観光客か増加している 特こ屈囲52k，iという本邦第八位の大

湖小川恥胡は、水泳場、釣魚、ヨノト、ホー~ート等の遊場として餃適てあるばかりて';く県下で

もずぐれたレクリエーゾョンの湯として知られてし、る、~湖 0)附近には、人然，子止念物と芯ってし、

る 浮島＿かある、国立公固十和田湖—小川原湖ー•—卜北観光を結ふ観光路線は県内外の人々こ

多く利用されて＼、る，夕日 1こ＇決える秀峰八甲 It1山をハ／クこ夕間せまる小川原湖の眺兒）ば、 I・ 

和Ill瀾の神秘件に四敵するものとムj)れてし、る

t fこ、米‘や軍か駅留 l.Cし、るため県内外から飛行場、アメ，)カンスクール L［ど状地内の他，北

り）見学者かあとを絶た左し、状態てある さらに晶地には東北＾0)ゴル 7場かあり、 ゴルフマニ

ヤご辿I」1賑j，っごし、る

湖原
’
~
~
 ヽヽ

- 19 •一



第二窄

空からみた三沢大火 午後3時頃 R.W．シック大佐撮影

火災の発生から鋲火まで

風かあった 火は燃えた そして広がった。

鎖んにあとに灰儘たけ[/)野I泉か残っていた。

1、概況

ザイレンの怒砂、蘭I丸っビIIごこけ主 j9る

巾民、家財を連ぶ車、怜ぎ叫ぶi凡吹ぎつt}一

る炎風、消防の先閾も空しく象1他の炎と黒呼

こ覆われ地拭絵巻を繰Iムげた三沢市の中心街

悲炒のよう欠あの日、昭和41年1月11日を ．． ： 
沢市民は永久iこ忘れることは出来なし、てしょ

う そして、牛加こ二度とありえい悲惨九

体穀を味わったことと思う＼

- 20 -

出火後まもなくの中央通り

（写真提供＝東奥日報社）



北IKI(/)もっとも厳Lし、‘寒ざの 911て、 災‘，じIt忘れた頃にやって来る＇とし、う、，；似か＇卜ぎご

し、るとし、う’ドをあの‘’i時（本験しこ1裕災行の心境：よl，かなる文り噂ぶし、か欠る弁贔汽くし適確にK

視tる加よili米心し、てしょう

昭和41年11111[I午後 2時14分、 :ii（巾中央通の繋栴街から出火し！▲iki t、折からの瞬間1蚤＼

速 122m-26m)の西風iこ煽られて燃え仏かり、 II抜き通りの商1,｝濯rを心と凰めにし、更に1打

と東iこ5時間40分に日って延焼、中心街0)I{h1占、住‘もなど450Pを総凰もiこして午後7時55分

鎖火しに この火災て828世帯か焼り •r 出され、 2,152人の人々か路頭こ迷し、、その捐寅額：ま 15億

6千5百60JfドIO)巳各／むこ逹した この火災の状況：よ、テレヒ、ラジオ、新聞、雑誌ばどあらゆ

る報通機関こよって沖々｛甫々こ‘匡仏され、このため誰し、うともなく 三沢大火 と呼ふ｀~［うに

ぶ｀ }~ 

』よっ'~''

出火から鎮火まての概況

1、火災の種類 建物火災

2、廿i、)（日時 附和41年 1月11日14時14分頃

3、出火場所 内森県三沢iIi中央町こJ"[l 

4、'迂知11時及ひ）j法 昭和41月1月11日14時20分

巾消防冴の火災，，りJli電話 !119番）こ女f1占員か

通恨

5、放水開始時刻

6、鉛火時刻

II{｛禾I1411F1月11日14時22分

II月利141角'・l月11日19時55分

2、火災の発見と通報

11） 出火日時i昭和41年1月11日14時14分頃）

昭和41年 1月11日午後2時すぎ， ：：沢市の

駿侑街iil「月 11)I,1.0)買物客て1賑わってし、fこ，

鳳よ冷た<tII崎強かったか、蔽＇寒こよ珍しく

道路こ，1i：よなく、人々ば淡し、冬の陽を裕ひ[K
市消防車がかけつけた時、火はすでに隣

家に燃え移って大火の様相を呈していた

（午後 2 時22~23分頃撮影）

月気分こ酔うよう'.(足とりて流れご l、た。

突然 火：）1た、火ボだ＿とし、うかこ）しし、一こ

•瞬にしご I［月気分から＇此め、ナてに届外に呼の出てし、ピ人々：よもちらん附近こし、fこ人々 も、

し、る現場に殺／到した

後になって消防本部ては、この時から逆算して11,'火時刻は2時14分頃と発表したっ主もなく

Kは燃え卜かった か、見てし、た人々ぱ過去の三沢ての経験から判断 l~ 大したことはなかろ

--21-—• 



'I と俵社（／｝ J)、＼左 9くっご＼、ビ ててい、こn}く心ヽ :4)•(I}月 9贔1 (＇}、¥、びゃく＼以来の大火哭

,-_,'.(るど•,t,'ii一 人'l・ ~ f叶り出来上！：勺 廿：欠場所')>レ`）数 I'',.I、9しい所,-拓る，、 fン， 1，1i

，｝，ら出:来 t, 男逹ヤ 9,~ ， 9) ，， 1\'i｝在見＿ t ＜ IIiそるた’’’ ’~ 1,ti, -rバ'I、ダ足， l る tご~夕＇弾

し •9＾し 1 ［よ}、 1、‘1)，時パ冷条件＼｛ l近，；）建物密集状罪9、↓)判断［、おそるへぎ人欠i一進展

Iーる危険『I'，)）， 1^分f?想ざ，！’l↓、こ

,21 出火場所 青森県三沢市中央町二丁目

出火場所ぱ， 臼尺巾発展の拠点ともし、うへぎ繁危街の中心地て、東四こ走る1119メートル J.）

県道の左｛T-こは国際都市こふさ｛）しし、商店か密集してし、仁

しかもこh;っ0)商1，片も大、t国際都巾し、こマ／チ i_,Lーセンスのある装し、をして＼、たが、裏：ま火災

，こもらし、木追建築か多かっこ しかし、火災こ備えての水利の使：i比較的良く、火冗の周囲

500 メートル↓〗仕いこ， t[坊火）Kk曹力、 4 且し、 げ'ik村‘9ぅ、 2カK晶打杏さft―てし、と

出火現場附近 写真提供＝東奥日報社

,3) 通報

巾l'I防本部り）（災山川電，99[ （］19番l，こ 見商1,＼か）（1化ビ の通報かあったのit、11'，火後6

分を経崎I/: 14叶20分てあっ，

咀報し＇］）、［女 1，し員こ、詈I布と狼狽 i;, ・, IIし、＼ J)＇＼＇） ］＇i も休も硬刊1~ l．ぎっこし、る様f叉も

9 、' :— J) 電話,:ー［~る足： I いし’とど ln]1叶~， 14:l『 20 分），―:.3 台り消防中か視場に向っこ， 11:/）（現場 it 

巾泊防署から 550メートルJぅ即離こちり、 主~ピ、巾泊防団第 10分団屯所（ク／ク中］台常易i)

,'いらわずか80メ--l、ルの仕：靡．こあっと

巾消功中か欠災現場こ到ぷ、放水を閲始し[0)力i]4時22分て、火災か発生してからナてに 8

分を経過 I、ご~し f- -ーの第緑い現場こ到着し□応火）Lの家がらの火焙tようなりを生じて

ー・ 22~ 



犀外に放出ざれ、火ど押：t西,n1蚕＼22-26メ

・・トル ;:J,.,··~ ；丘路 i・吹ぎ')、 I• ら il'-l、f、こ，

t,し¥ ＼ t t•こ［ l向隣i・延焼 I 9. t,')、 1,＇.') 

、「,:，し、烙iこ',.,こ l、』}， こ])頃ふ、,,、 じてi-9 

大火り様相を＇立し、附近舟は混乱と叫換、

不安と閏躁1こ包まれてし、た 火尤の両隣にあ

る上婦の店及ひ嶋中食堂はアソという間に燃

えつき、その間はわずか 2~ 3分てあったと

H撃し左人々か後こ述べてし、る

市消防署
0電話の不通＝この頃(14時30分頃）市内の電

話か突如途絶、市の通仏網か完全に麻痺（主

0）し、大混乱と、また消防作戦の麒齢（そご）を招し、た これば災害にありかちなことて、急激

欠多数の電話使用によって機械に無理か生し故障か起きたためと考えられる ご沢ても一度

こ三分のご以上の電活か使用されたため機械のヒューズか飛んだ事か後になって判明した。

0停電、断水＝同時刻に停電と断水か起こり、放水か中断され初期の消火戦術に重大な支II窮を

招し、fこ、9

0・三沢警寮署の無線機＝このため市消防本部ては凝急処i伶9として警察無線を利用し卜和田腎寮

署に連絡卜和田料を通じご県消防防災課への連絡と隣接市町村への消防力の応援を依頼して

し、る もしこの時、そ沢警察署の無線機か故障してし、たら、もっともっと被寅か大きく、女

じめな状態と心って＼、にものと考えられる ％然とばし、え、報道機閃芯らびこ•般市民ぱ三

沢警察署の通伯嵐没を裔く畔価してし、る、つ

(4) 出火原因

フロハンガスコンロになへをか：r点火しにまま放置し、約50分後に内咽（ベニヤ板、コンロ
とほぼ密沿状態）に着火したものと推定されている この推定を¥9バ止ずるため後［l-三沢警察署

てば、％時と同カー条件て実験した結呆30分て着火することを確認した，

3、延焼の拡大

火Itなる及るういこ燃え拡がった，風ぱ火を抱え、火ば風を呼んだ．，火＇［名は強風に煽られご

速1斐を早~〈）、消防 1：の必先の消火作業を嘲笑ずる t ぅ，こ、わずか20分程度て約30中東，こ炎卜し

左 後 11 罰~（大火の原囚につし、て、消防／）ては初期の消火活動に難点かあったと発表してし、:,:,

か、瞬間風速22-26メートルの強風Fて消防中の力てはたして崎時の猛火を押える事か出来た

てあろうか？ この延焼中の模様を当時の新聞から抜粋して人れは次のとおりてず

（1) 出火当時から第一次延焼

幸町の交叉点て火：土とめられなし、も 9/）か と附近の仕民た恥訊'， l~ かげた荷物の手を休め
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て消火活動を期待しご＼、にが、大，tうずtぎ、消防巾の影も＇cし、 軒並人焼，｝るのこ主かlどに

とし消防，い）丁庫こくらひるをかんこ＼、］こ 臼／げ冬寮署附近、［被災者 ¢)/i［物か[llをなした 家

1!人、難を免！i，二人、悲喜こもごも 0)人：こちかぽ ）せんと火勢を；いCi心りこし、に j （屯

廃日報、昭和41年1月12II} 

恐怖の火iよ人る人るうち，こ！ムかっこ あっこし、〗廿lli 、:｝＜勢しよ折IJ,らの西風にあ認らllご米咆

逃げまどう市民達

軍ケート 1lijU)密集麻店を~

次々 ，こなゞ ）約60合か出動

した消防9ドの消火作業も

もとかしく匁る i文どの勢

し、

ゴウゴウとう干主＜岱！し

鳳こ米軍、 I'!衛汲t,)］牧

こ立ち向ってし＼るか、簡

他こ火の手ぶ哀えばし、｝

出火から約一時間を経

過しに頃よもう手かつ：一）`

られ，'.cし、ほとの燃え広が

りtうてあfこり噌1火の曲 泣ぎ叫ふ者、ふ9tをこわばらせご屋内の荷物を迎ひ出ずれなどて

町中ごっに返してし、る中を、 人をこかずばかりの）いよ密集地帯を縦横無尽こ'.[ぶりつくず （テ

ーリー東北、昭和41年 1月1211)

〈午後 2時20分〉 まずポノフ 3台か現場こか・1つ「たか、その時は）（冗<f) •軒ぱ完仝こ燃え

1:/J、ってし、ご、火iiずてに沖I'llに移っごし、に この頃巾民たち：ょ t仁し、つもの火＇i[だ、 ｝ 

ぐ終るだらうーとし、うつもりてし、たらしし、 火元から50メートルほどの場所て貸店鋪業をして

＼、る如｝人もそう息っご火）L近く，こある災II人の家へ｛肯物を連ひIIiず手伝し、に行ってし、fこ1 ―火元

こ私0)家d)間，二姐路か＾．本あるりて人丈人と思っ仁 火勢かあ tり強し、 C))て小＇如こ入り家に仄

っに そ0)後もt<、）い）ii¥、か，｝こぎ-‘とうとうふとん枚出し｝にJ・だっに 七／プ，卜は
欠几9、こり V'）、 1Jっぎリてい）家J）あ l'‘-9)こ：［ 合もこ 'Si)、9っに ポ／プ，19,t、i［じも 3台、続＼ヽ

、7台りし！1,'とかこれらい臼1いl'I防署］）今戦／）だっに

, 2 ll!i50分〉 出！（後30分りこ J) こ 9 ）．L 平茂同巾柏防長は米＇iド、八／~噂．LI,I衛隊、近掟各巾町

村こホンプ中の応援出動を史請しこ

とこら！いこ］）間巾内，；）電話が小狐こ£り、応援要語は虻れ，こ遅れ、熊線を借り ctうやく也

絡をず主せに＼この頃rてこli'I防長らしよ これ、9<tとごも消し llめられなし、、焼えつぎるとこら
tてliきそ）た とあぎらめり［うば気持iこはってし、'-と＼、う 放水しても水iよ強鳳こ流され

ご・｝炉tりの1分しカヽ ／1もばず.....(311『tぎ）出火後時間ほとしご、隣接市町村9Lこどリぅホンプ91i

51台かそらっ亡か火：よ手のづ、(>ようか':Cかった （朝日新聞、昭和41年1月13日）

12) 中央商店街

現場は百尺市の繁叩tj、その勢草街のをとし、う窓、困根からも玄関からi｝火を吹ぎ11',l燃え
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I:って＼ヽる；舞し、上がった炎か横欠ぐりの風

ご地をばし、逃If主とう人逹の足んずく”}

（東奥Il凰 11{｛和41年1月1111)

出火してから時間、火尤近くの洋服店か

黒神を吹ぎあげ？こと思ったら、爆発したtう

こ炎こ包主れた 迅路をへたご人日活会棺、

打楽I,-i'-;骨，tずてに火の而だ 強風のため火

か四）］八カ，こ飛び同ってし、る 〔デー）ー東

」ヒ11(1;fl141勺―-1 /l 1211 l 

13) 中央病院、有楽座附近

繁革街史側のご沢中央訥院が、どうと火を

吹ぎ卜げた、 水た 逃げら一 助、ナて一

悲鳴をもげて逃げ主とう患者、消防ILちぱ

水も'.9し、ホースを投げ十てて息打：--:1-余人を

クンカて連びたずためこ走り出した

サイレンを！ll')らしてよるil'I防，liも、 1l'！火粋

かづぎづぎこ猛火，こ 9)つだれだ f`もこIiii祖左

, tぱ［れに （読売新聞、 11{｛和41年 1月1211 

,1,央恥院か焼，191怜灼とりIt'「後 3時‘I’ こ八 I Iは延焼を続ける中央商店街

直難叫仙：tり'-,,J、9,;'c:/1、，しざ焼て＿移ると T0), ;，｝一ら lt'cし、早ヽ に )~: I人柄人！［ふし、て叩ii1人

(tiil架て運ばれる

IIり入91川、:_ごしゃ／）、!,込！：名しし、 9'.) 、-（｝） 1’} [~, l 1~ ii'i 防中~い姿： t t ]見~: I(l])、-、]:,

火の海につつまれた中央病院附近

かごう名を 9ケてごくずれ洛応た 1

ハリハリと無気味'ciりをたててくずll

ろ柄舎、↑く火i梵0)じゅうりんこ主かせ

切りの状相に

米軍のへ＇）コプターか凸し、ランプを輝

), J9 : /i忍米 l. 9~ が1 火弾を浴卜 jーる か呆

I_ ごこi!に、 l燃〈＿1ミ丈〈 1―、 ,̀i,1~ ）ヽ：どのし

ぅ，’〖 ,I）J りしカヽ；釣るし 01j’ 

]，ゲぎ叫ふ臼恥 1'/liをかぶって必死iこ

逃II: tりど「る力＇、 足ヵ、 Lcり1,c /jヽ し、うこ

／しかぎり，＇， Lし、（［あヽ ＇し、打交 It，；ぅ建て物

〇強風下の），i火、9_)tだったのて隣接市町村から40合のホンプ，ドか出動、「J術塚はへ）コプター

て消火弾を落とすなどの必死の消火を続，卜たか火ぱ扇形，こ1ムかり……骰災した人逹ば、タンス

を背負ったり、車て家財通具をぱこぶ左ど死こ物狂＼ ＼だ 泊防’名員亨市職員の中こit我か家を

焼＼、て位ぎ応から勤務を続寸て＼、る人もし、と （、い1北祈恨 昭和41年 1月1211l 
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(4) 幸町一帯

'I後 5 間~火 ll 点 1廿 I

他ひ［：

t

-,
h
 

~” 

，＇ 
uーr, 

家財を沌ぶ人は主るて孔

気だ 火の粉はこコことし、

えるものてば芯<Lのよう

に大ぎくバラハラと音をた

てて次々に家を襲う'降り

かかる火のl-Cと舞し、あかる

＿1：ポコリ、横芯ぐりの婢、

主るて日かあげられなし、り 火の手のまわった有楽座通り

ヤカンのフク、 マクラ、

ランドセル、

る。

フランス人形…~▼ ’f'し、火の同りを物語るように、 道という泊に投げ捻てられてあ

家財を持お出ずのにみな必死だ nの前の建て物か狂ったように燃えているのこ、なお物を

持ち出ずぅ鳳こたた誉つげられて太し、1主がア

メのようにみる人るうちこグニャグニャとな

って次々に倒れてし、<~’ 
し、や、

合っての泣ぎ出だ

（デ←ーリ…～東北、

―もうし、ったカヽ ・・・」

主だだか・・・ どlヽ 亡兄弟か下9C販り

11{1fll411f'1 /] 12「1)

延焼を続ける幸町地区 3時30分頃
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4、消防戦術

て沢大火の市大原因として梢防力の不足が広々竺れた 巾泊防本，符『ご：tその少'cし、消防 /Jて

パ語て説明出来なし、位0)努力＼死闘Iを続、十，こ か糾応こ[3しご人）くと 99つ’こ これ，'.ii'！防/J

の間題て心く％日の全べての条件か大火左招く <tうこ＇・［っごし、ピ ては巾消防本部かとJう［う

な活動を行なったか、 II’i防戦術を消防本部の大火概況いら抜粋I....I，定しとこ

〔1) 出動

14時20分、 119番（）ぐ足，り）119E,，9i＼て 及商1,ti)ぐド を党訊 ）ぐ筵賛薇発令下てあっ L．のて

IIりちに第 2出動巾輛9合かi1'，動L仁

(21 一線車到着時の状況

第 1 鸞 •Ii到着時ば火 Jじよりの火［化、よ外しこ放

出し、犀根からの火呼ば11りの強「孤25nいこ遭っ

て氾路1釘へ吹ぎ付、十られ、概ね内隣こ廷燒中

て共に家W内：土ものrごし、火料れこ包され、火
災の拡大延焼は必令の状態にあっと 隣掟家

尉への斥内計水並びに火］Lへの什水を1r欠う
と共に他の 1 隊は附近家屋の防楔 i こ ‘li っビ•)

吹きつける火炎に消防士も手がつけられぬ

放水 2分後には炎 I,＇：中の家岸の '_|;99屈恨か強風，こrーっこ道路， 9i11 fc|；f，1ごレ―Iii1方家困 (2
直，ー吹ぎ｛l,｝、同芹根の中後部tり災 1を始もこ :i'llli，J) 第 2 緑， 1 ， 2 隊夕—r- ，｝）後｝lttl卜部l

IJ 4 線放水て消知こ ‘u1 ，）、更，—＿ 2隊か）＜JL夷I籠））岳按閥1,1,1:：99)）|i)戸籾，―＂,1，'

13) 第三次以降の出動

%IIじの気依及ひ＇家料の構迅並ひ，こ密集人『'）)状況り、 9，人）＜へ J)「けIIか＇，［しこし、，＇りで、直 i’），こ

第 3次以降の出動命令かだざれると共に隣桜rh町村 j)！心批砂如青い指,,、されと

141梼30分電話か仝rl砂通となったとめ、 ：臼尺竺寮署U)竺寮無＇， 9：いこtO I和 Iii巾消防閃及び隣

接巾町村への応援了配力と県消防々災課への報化平り） l/J f9依粕I’_

14,! 入院患者の避難

活躍する米軍消防隊

27 

火＇［名： tり祖風 岱叶20m以 1¥ ；こちおられ＇家

犀 1部9)）延対1払大速度か斤＇＜必叱の消化作槃

i', 91, /J,，9）情，いず20分程度て約30!東カヽ炎 I.し、

風卜50111;'.応る，1,央砂鳳沖ひ9’映直館仔応l小

99)，（丘陵こし，．9＇,}うこ凡倍地；，り応援｝）先着隊

3 隊を兄 ',\1・、汀水を以っご延燒防 11•; こ‘月ら

せるづ．i人［飲也各的50名を巾民会館日本間へ

避難:どこ t, L`'般噌災者し火災地こクち

人るここか緞禁きfl,よこ＼

が 第二次防禦線設定と危険物事業所の措置



風と火勢ぱ州の激しさを加えて中央病院に延焼したのて、第 2次11)月り！線を指9［、し消防隊ぱ

交／］こ移動し：（から第 2次防烈の措置をとると共に 200m風下の小島給油所及ひ大協給油所の

危険物を風 1：こ，こある指定の避難湯1所へ撤ムを命し、近こ応援隊を配貯して汁水冷J4]の延焼防II;

，こ‘'1らせた

161 救助業務開始

延焼予想地区住民を米軍詐びに自怜隊の協りを得て市役所災へ避難させると共に、市寸病院

の医師と石獲'te1こよる救召隊を編成し、車輛巡同による救助業務を開始しに （この救急車を

利用した名ば、九胆こより眼の充![llしたもの 9名、退避により不ンザしたもの 1名てあった）

171 破壊命令

15時過き巾役所守のブルトーザー 3台を出動させ第 1次防繁線の風下地域（風下200,n)の

破壊作業命令か (12棟）出され、約3棟の破壊を見たところて火烙乳t凄まじし合がし、をもってプ

ルトーザーLを通り越し破壊線を突破炎卜したのて破壊作業を［1-ぶ匁く中 iiした （この問の

消火活動は、火勢こ押されて注水消火の効ぱ全く学ら欠かった）

i8) 第三次防禦線の設定

廷焼 250m の 16時 0 分、米軍消防隊を除く令— ilもこ第 3 次防隈愧の指示が出さh、その嫌に全

機動力結集配僻し、機動りを超越して夕じ守ずるよう令令された /9

(9) 鎮火

第 3次防密線にドいては、全1)放水を開始

して間も欠く風ば務ぎ鳳こ変り、消防隊の作

業i.tl凱凋に連び、横ばぐりの火勢ii次第ニヒ

）！火勢となり、延焼拡大の危機it漸く鎖だり

令）Jli／凡穂の効にtり人る l,るうちに卜4くと e[

り、 19時55分、 399棟を焼失しご鉗（火し左

ao) 参加車輛並ひに人員

地元消防！ド輛 12台、 205名、応援消防車輛 7時59分ようやく蹟火した

35台、 364名てあり、各防密線別の参加車輛数は次のとおりてあろ

第 1次防閉線参加中14台（クンク，1i.6合・普通91(8合）

第2次防猥線参加車19合

（タンク叶[6台・許通

,l[ 9台・り［搬式4合）

累叶33台 第 2 出動： ’’ 
ミ沢消防署
消 9;)1 |J1 

第 3次防煎線参加車14台 第 3 出勁消防 1月

隣接市町村から
（タンク車 3合・普通の応援出動

車10台・手り11台）累 米軍＿汀尺基地

計47台

三沢大火出動消防車

出動区分

て沢航空自衛隊

八I'海 l:「l衛隊
計 タンク巾51台・早『通

合

ij(27台・叶搬・手り115合
,r 
1
3
"
 

出 動車の所属と合数

3合（クソク車2台、普岨車 1台）
4合（タンク，1[2 台、普咀中~ 1台）

5合（普通車3台、＇’［搬式 2台）

25台（晋通車19台、タンク，1i3台
刈搬式 2台、 T,)1 1台）

7台（タンク車 7台）

l台（クソク車 1台）

2台（タンク車 2台）

数

[

A

4

9

2

9

1

6

2

1

1

1

1

2

1

 

員

/

1

3

隊

47台＇ タンク車17合、普通申25合臼 11台、;,]搬式 4台） ， 569 
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[1) 使用水利

防火水槽60m36店、 40m19店、 30m32 Iに、 20m'6古じ、 0)，,123)［ており、消火枠、地 I-3 

馬地下式 1某、の計4)iしてある。
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元出！出動機械 視昨放II’;1 イ 史／七使十放全
動•...＾ ・ •--------..＂・ •--..... 1「.

甘1 走場 ））<＇ ズ 1 _;  i □ 1)く放 使 隊 l,1叶叉I
示

I 稲所番
メ " . 及 離行到 IJH }レ且•本時／）<

／時

Ill 
水 員|番

分＇炒 LJ 属 号 19日許刻始刻／II径 J）用数問 械
. ； L9J : 

利 数輛乃
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

臼i[村詞叶11 k衣1分 料9） 時分 ”.一••K i• 
応許第 1分卜H 2/15 15 30 15 35 2sx210 1~ 

- --

人

16, 29 
， 

l 

" " ; I和田rh消防署 17/24'15.38 15.50. 25 8 11, 60 
； 

．•一•........................ ··················---···-············-····---•-•-●●●ー..........

7, 30 

．；  ：杓. ; 
＇！ タンク Iい海上臼衛隊 18.5/30 15 50 15.50 ,, 5 7 60 6'31 

, • ： （基地） ： 
"＂...＂- --- -....＂ "＂ ＂.........  • •……•..... ---...  ・・-

" .普
八戸市消防団 ： ： 
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30/40, 16. 10 16. 10'". 6'4 100 75 怜 9・ 36 
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9 9 ':  9 

"I"! " " " 6 4 60 46.2 怜 8: 37 
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計
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i .I[I I町消防1•月 I 36/so.17.401s.05 フ‘/l、 6' 15 120 I ;Kそう '10I 46 
i l •. ： 9 l.  

じJi罰［消I約1・11 • 28/4017.40 ・ j•一： •一ー ！ ！ 5'47 
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普手タンク車車式引 13 通 19
1 

可搬 2 

〗タン：ク車］ 17冒台7台

＿沢大火参加車輛

i I• ク ノ` ク 」li 晋

360 

584 

，＇直 屯

I --

364 

i 
l..~ • 

569 

n［搬犬及び丁り1

第—次防烈線参加 ,11 14 6 8 

第：次防烈線参JJIIilt 19 6 ， 4 

第耀＜防別線参加車 14 3 ! 10 1 

総 叶 47 1 5 ! 21 5 

三沢大火使用水利

幼火水州 ~i I一 23)，し 60m3 6)k 40m~ 9晶 30 m 3 2基 20m ¥ 6味

消 火 炉,ヽl• 11" 4梧 地上式 3某 地ド式 1方t;
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5、米軍、自衛隊及び隣接市町村消防の活躍

(1) 概況

三沢大火ぱ、強風、通報の遅廷、水利等の悪条件が甫なり、全国の火災史にランクされる大

規模な災害となった、

延焼ヰ1の最大時にぱ、いかなる消防力をもってしてもこれを防ぎ止める'ltは不可能とさえい

われた，＂しかも、市の消防車はもちろん、米軍、自衛隊及び応援に駆付：十た隣接市町村の消防

隊は棋手傍観してし[] それぞれの持場て廷焼を防禦しようと 5時問有余の死闘が

続し、た＂これらの消防の応援活動か欠かったならば、延焼ぱ更に拡大され、岡三沢地区、それ

以東主て続き更に悲惨な大火となったと思わ

れる。後日判明したかこの大火時、消火に死

闘を尽した米軍消防lこ2名か重傷、 11名が軽

傷を負った 芝沢大火の負傷者かて沢基地の

米軍消防じてあった ’lI• も武勇伝として；已憶1こ

永く残るてあろう。

(2) 米軍及び自衛隊消防

・□沢米軍）iし地ては火災発生と同時に、最祈
式の消防「1動l1[7合を出動させたばかりてな

く、その固辺にも10-fr近し、給水lドを待機させ

に

|91衛隊ても大火発！卜と同時にて沢航町1術

隊てクンク，1i1台、八I噌ul.--「1衛隊からも夕

ンク車 2 台か出動し~消火にあたった］また、 活躍する米軍基地消防士

米軍基地、三沢[li衛隊から約700人か出動、 ii'1火や避難者の荷物運搬などに協力した。後日、

ぞ．//(/肖防本部ては 米軍や「1衛隊の協力かだければ、どれだ：｝燃えてし、たかわからなし、 1と述

懐してし、る勺

(3) 隣接市町村の応援消防隊

隣接市町村の応援隊

三沢大火に応援に駆付げた隣接市町村の消

防機動力ぱ、十和田、八戸をはじめ25台、319

名てあった、、応援に来た消防機動隊に対ナる

[li梢防本部の指令、伝逹か『1滑に行なわれず

統・-1'『）（作戦かとれなかった市は事実てあっ

たか、各機動隊は延焼の防楔線を張ると同時

こ市消防隊及び米軍消防隊の応援作戦をとっ

た 鉛火に導し、たのぱこれら隣接市町村の機

動隊の力によるところか大てあった、、

ー31-
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6、火災

火はおさまったが、地上はまるで火の海と化し無気味に夜空に映え

あらためて人々に恐怖と戦慄を与えた

の鎮火

悲魔の応こも似た火［名は、市街地の建物という建物を残らずなめつくし、 11日午後 7時55分

etう＼つく廷焼をやめた/9 これを崎時の新聞から抜拾してみると次のとおりでず。

ll) 鎮火の時刻 191村「55分、(、fti泊［；；｝図）

午後 7時［うやく火は衰えiよじめたーこれ以t-＿Iムか i）ようもなし、と．及てとった人々たちぱ、

身し；～りの安否を気つかし屈気くずぶる中を1ift、左：往ずる 午：｛受 81辟‘「火l.tほぼおさ主ったぅ

灼[t］忙亦の火は主るて野）くの林＼グのようて、 情］鬼気追るものずごさ、坪かf□1にし、人る。

瞳難先ては目衛隊、農協、 ・訂尺駅前の店、悔｝『通りの部沿からの Iにき出［の飯をほおばる姿

うヽhti:tし＼、 （テー）ー東北、 IIt｛和41年 1月1211)

無惨に焼：）喩各ちfこ繋草街のあたりこ入って主ず目につくのは、かし、かし、しく働く米兵の姿

だ それこふぎり、え消防中＼噌'i防隊の姿itあ宅り 11¥＇［たず、 これてどうやっご猛火を消し ltめ

ることか出来/ヽ＿か小思議応感しtこ），＼地の］［Ii,11人11附近から巾役所の方向に向っごほぼ並行し

、よる泊りlHI,｝i―iこ、 ヘ／タリと燒r治灼Cところどころ残ったコンク）ートの堺か列風に嗚

っこ＼ヽ る 危 tt〈!h'J、}I.C 、大ぎ~［c}］かしいっーし、 9立リ）こ IlIから飛んてくるのか粉＇片か焼｛ ｝跡

，こ1'1々と村ii):.tじ心＇，● ＼ ＼る，

, tとんと何も持出吐 Lょいっ；、．被足名；， t;しt、‘系 J)，19，こし、亡IIヤの主主〇）格YI'てところどころii

iにチロチロと燃え-\‘る）くを捜 l~ -iよlfi；｝）ヽっこ~ち iーっごしる（、凶］日新聞、 11{｛和 41年 1 Jl12n) 

T-’. {'iA,}）被災名：t！；(；1汀尺小学校、市民公館、第

[、；立場、保百！兄 I久保小学校，ドと 6カ呪こそれぞ八避難し

こ！Jヽ、 i 1 :,¥ Il『Iiil，うヽしi’：｝しっこtー：］）外：釦J名{t 

ん＼＇タンスかぎっ［ ；）迎ひ込主れ、

〗づ向し、とままり）j汎、女、 ど女、

＾中学校

｝＼ ｛）て~i2:（かったの

t [1ゞ和1い）、ヤlヽ てあっに 避難場所の＿＿，．）巾民会館にはふと

ロウソクり）ともっこし、る

良I陪，9［，,i出ぶこ被災者だちか集、もってし、に ここばをか、1・ても

あずからの生活を考えてし、

るり）9,)、、猛・）＜／）、ら°っとり））））、れと恐怖感ヵ心し、の力、うつろな
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7、気 象 概 況

三沢大火の最大の原因ぱ、何と云っても‘,1日の気象状況にあると気象庁、消防庁ても入てい

る3 主た何人もこれを否定ずる＇ドは出米欠いてしよう;昭和 8年起きに函舘人・火の気象にご沢

大火日の気象か酷似している、，大火当日の気象概況を八戸測候所から発表してもらいま
した。

(1) 大火と気象

11日午後の青森県．三沢市の大火について、気象庁は崎日の東北地方北部の気象状況から 強

風 と l乾燥←」か被寓をし、っそう大きくしたとみてし、る。

同庁の調べによると、

らオホーツク菰こ抜：ナ、

同日朝から全国的に高温をもたらした低気庄は午後3時ごろ北海道か

この低圧部めかげて大陸

の高圧部から強風が吹込んだ3

この風は陸上て15メートル近くのものて、占森

県下ては三沢近くの八戸て、午後 1時前26メート

ル、大淡近くの田名部では同 1時すぎ30メートル

岩手県の盛岡てぱ同 2時前26メートルの突風をそ

れぞれ観測してし、る、

主た、 この風向ぎか西だったため、青森県や岩

手県東部の太平洋側各地は奥羽山脈越えの空っ風

となったため、異常乾燥の状態となった、,

ーン現象か起り、

日本悔

に低気圧かあって、春一番、二番などと呼ばれる

南寄りの強風か吹込むと、山越しにこの風を受：ナ

る秋田など日本悔側の地方は空気か乾燥してフェ

しばしば大火を招いているが、

こんどの三i)（の場合も同じような条件下にあった

ようだ、，この [lll/Fて、すでに八戸では38%、内

青森県の大火

i>21年11月23日 五所川原町
(7111仕術）

脊森市大野長島

(325世鬱）

さ戸郡北川町剣吉

(2441仕帯）

L北郡甲地村
(119世帯）

L北郡野辺地町
(112世帯）

上北郡百石町

(110世帯）

北郡小泊村

(114世帯）

八戸市市川町

(192世帯）
東郡蟹田村

(160世帯）

下北郡風間浦村

(100 IIt帯）

八戸市白銀町

(664世喘）
~ ~ 

1>22年4月18E1
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c>27年 5月1511
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森て55%と湿度か低く Lぶっctっ`＇）、 IIlk‘li時{t30％から40％程疫tて洛ちてし、たのてiよ匁し、か

とみらtしる］ (>：,JIil惟iIii]、lli{fll4J1J'.1月1211J 

1.2) 大火当日の気象概況

10 r, 1s時に満）1、|南部から11本而内部に進んてきtcl,OOOmbの低気！［は発達しなから「I本寸11を
東北東に進人、北命道のli都沖を経ご1111の15時には中心の父i/]．か 988mbとなり網走付近に

逹しに.i'，森県てはこの低気／卜の接近て10fl 22時頃からH本洵側の各地て南内の風か強主り、

深油ては23時25分に31.9m/sの突風を観測しに 11llの4時頃には閉塞前線か通過しにため、

それまて降ってし、た I:Ii ばやみ、 11/i•れてきたか風は西寄りとなり、全般にlOm/s以上の強風か持

続した、~，沖軽、 ド北地方てはIstまえから小'.t,'か降ってきたが芝八、 上北地方の沿岸部てぱ引続

き快睛て空気も乾燥してし、たか北部沿岸部てぱ時々小胄か降ってし、た （閉塞前線の通過てぱ

八戸に降った［：卜］は｛哨か 1.8mmてある ）出火時刻をはさんだ八戸測候所及び百石農業気象観測

所の気象状態は下表の通り、）

種

地
名

八

百

t 1 | 
-
,_, 
収

"＂ ＂"~、~…

1-' 

湿

小

39% 

34% 

度 [l 岐大
＇ 

9 9, 9 9 
＇’―"  ＂- - --- ---

起 時 実
l 
効 1 風向風速 起

、,.,

llIl { l0時55分
12時00分

1
1
 
ー 11 H 11時45分

67% 西 15.Jm/s 11日

西 13.Sm/s'11日

風 速
~・~

時

16時00分

14時00分

なお低気Itの発達を予想して次のような注忍報を発表している〉風I‘1恥波浪注愈報10H 17時

40分発表J

日本海西部にある低気圧か発達しなから、明日早朝北海道付近に逹する見込みてず。この

ため青森県ては今晩から次第に南寄りの風か強まり、 雨や＇昇を伴し、ましょう。海上て 1ま風波が

高まり時化てきまずから充分御注怠下さい，；明日昼すぎには低気圧か通過、北西の風にかわり

沖軽下北地方ては風村となってくる見込みてす。最大風速は陸上ては10~15m/S、悔岸地方て

は15-20m/s、海上ては20-2Sm/sて明日一杯続き、 雨鼠は10~3伍位でしょう，

強風（三八）、風•I; （沖軽、下北、上北）、波浪庄，慇報、 11日6時20分発表。

発逹した低気圧か北涌道の西方沖にあって北東にすすんていまず，・占森県てぱ叶夜のI:1，1ぱ

終りましたか季節風か強まっており、沖軽、下北、 上北地方てはこのあと次第に風青になって

くる見込みてず；最大風速は内陸て10-15、海庁地方て1S-20m/s、悔上て20-25m/s、降，-li

贔は 30-SOcmの見込人て↑海LI;［引き続き風波か高いてずから船舶1よ充分ごLl滋下さい。

II))日は次第におさまってくる見込みてず。」

12日5時45分注心報解除。

以上は昭和41年異常気象速報第 2号（青森地方気象台発行）による＼｝ （八戸測候所）

の
T 

候気温風向風
＇ 

; 9 ; "~ ~ ~ ~……~...~ ~ •~"~—·"--------------•…~ ̂  "．．" ; ＂.、~…~------

” 22~26 

火 災 時 気

II 會与 犬

昭和41年1月11[1 
14時20分 晴 5℃ w 

象状況 （訳消防署観測）

':,r；前l_OU
速＇相対湿度！丈効湿 1良 間の降['11

；贔；
”"~ ~ ＂ ~．"・~ ヽヽー• " ＂＂ ---- ---
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月 別

昭和39年

., 40年

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

i門
9. 6 
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o.o 
-1-8 
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降水：，i．』i1 マ最多風向
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％履c 鳳C 麟 111/s 16)直｝i

H 32.9 ・-10.J 1.220.が 3.8 SW  ! 1.866.6 
73 33.9-9.5 936.8 4.1 SW  ・ 2,186.8 
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第 章

二＾：＾沢｝く火の被内状況

1、被害の概況

呵修羅(J)tうに屎れ主わり、市街地の商店什宅なとを1砥つくした火餡ぱ、米軍、目衛隊、隣

接市町村消防隊決死の防身尉こよって 11 日 19時 55分ようやく鎧火した—

廷焼よ終ったか、 iYI日まて赤、訂左とじ色のネオンを輝かしてし、た繁華街ぱ火の海と化し、

＇地狐絵 そのもの-—ちった，賠い夜字ここの世のものとは思われない巨大な火の魔物が何千

と＼ヽう舌をたし左から、 主るて人間、＼、や、地19)あらゆるものを［だれを流しなから斌めて

＼、る，tうてあった，ぁゃう＜類焼を主以かれた人々ば、夜杞こ無気味な色を映しなから揺れ動

く残り火を見て、改めて大火の恐怖と戦慄を覚えたことでしょり，、そして、この残り火It停12

II tてく仁ぶり続：十，尤令に火か消えた 0):,t」l'「近くてあった

人火こ土る被'9じは、折がらの内南の強風と木沿家犀0)密集地瞥た， 1ーに、 ー：沢市て末だがって

見ら /1 左，1) 、つ↑｀被＇；打と！~9 った＿

そ 1ご、そ！Iか厳＇寒 d)手節たっ！-／ご， 1ーに、 ごり）災＇，＇｛か＼、＇いか 1にも礼惨，＇~9 ものに 1 た勺

lいし、｝＼、＇ k’li~ しーあれ，','1l1)）人欠災ご柘 iJ ＇い）ヽ↓〗）人い ，1義閃れも出ヽ i[（かっ］，hIt不ヤ中の

ヤし、・し朽、っ！~、一＼

灼；失1，メ域1［中央lIII、̂ ・.r11,n 部及ひヤ111r--「IIの令域とヤ町→^‘ ．．: 1 1 | 0)一部て、その

附柏Ie95,040m2iこi,t．＿っこ そl．ご 828Ill幣、 2,152人り人々か罹災者と＇［り、被古額 It15億

6 T・ 5百60/j5 Tl りとし、〗 1 王う大，r.• 額と八った

こU)‘l,11iか、叶！央III[ •、 ..Ill、克III[ •、 ..、 :Illのlil・,：特及ひ人口It1, 557世帯、 5,149人て

あっ左.

t f` 、市街地の人11I.'. 7,88511! i}}、26,814人てあっ［9→のて、その 8％か罹災者と左 I)主し

f -,、

三沢大火被害調

1. 人的被＇，昇 2. 罹災巾氏fl．家被古

人 区 分 罹災｝，数罹災批習数 罹災人 II 被 害 額
死者

゜ •一9.，

2 ,o 1:3:l 3 "9 :'1 i ~ 529, 86] ' 直傷者 ヘ_L 焼（淡）， 418 

軽｛葛者 11 
半 焼（壊）

゜ ゜その他 32 73 37,742 
,t 13 450 828 ! 1,565,605 
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被 害 総 の 内 訳
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2、罹災者数の把握とその調査方法

大火叫 l]、，凋令部は罹哭者の把脚に販りかかったが、被内がは大のため，凋杏It困難を極め

た。その為、市災＇甚対領本部て翌早朝から翡査部員 20人か市民諜を窓口こして、罹災者に「被

胄者届 を提出させtこそれに上って罹災者名薄を作成ずる••方、避難先をも届げさせたへ罹

災者への瑚知徹底は市の広報車及ひ市消防本部の屯楼を利用しご 罹災者ば即急に市役所に屈

出て下さい、一、全市街地こ隅左く放送をした その故か、人→）ぐ翌日の12日にIi350人か[I]出を

行なった。この届出は三日間行なわれ、罹災世帯及び人員の把握iこー応の目的が逹成ざれた。

主た、消防木部てはその屑出こ某づいて罹災証明苫を発行した しかし、状地という特殊堺

情、例えば、住民登録末届、心少被＇甚者の無届、焼失と同時に他市町村への転 19’;,9［どかあり完

全掌握1ま無理てあった。

これは三沢市ばかりてなく大災害地に生ずる一現象てあると思われるっ

しかし、三沢市ぱ 3月31日をもって最終災害関係統計を発表［た、

それによると罹災槻帯は828、人112,152、被寓戸数450、被害棟数399、被災地区別罹災者人

11 ては、全焼の中町・――•J 11か最も多く 1,133人、 つぎか中央町ご•JIIの725人と左っている。

主た、罹災者1tt幣を坪業別に分類ずると、卸売、小売業か 245、 つぎか軍梃且などのザービ

ス業か249世帯と位ってし、るゥ卸売、小売業0)245IIt帯ば、焼失地Iをか・・丑尺rli番の繁華街て商

店か密集してし、た1砂証明してし、る，主たサーヒス業の 249世惜1.tC地区と呼ばれごし、たて沢

某地従業員の仕宅かほとんど焼：｝たためてある。

捐宮額て1［建物か701,045千円、家具凋渡品か 393,437T-I'］、設備機械I）、165,090千I"］、荊品

穀iiげI、20l.593fl'I、そ（/）｛也1114會40HI，ど八： 9ぅ望．＼ヽ ／）

3、人的被害

世帯主の産業別による

罹災世帯及び人口

三沢大火ば、想像以上の大被害を与え主したが I崖 菜 lit噌数 人 ロ

幸いな加こゾ＾人の犠牲者も出さなかった，うこれは
農 業 11 34 
林業、狩猟業

不宰中の~ギいてあるばかりてなく、災寅時にオs: ｝ 漁 閉、水席蒼例附裳 5 21 

る悲惨さをし、くらかやわらげ、巾民の復輿への総
鉱 哭

建 設 業 19 76 

欲を向上させたことになる，大火後、国会議員、 製 造 業 14 42 
卸売、小売業 245 773 

県会議員などあらゆる団体の人々か大火見舞iこ訪 金榊、保険、不動産業 14 16 

れたが、これらの人々は異口同音に一人の死者も
運輸、通｛，＇業 1 4 
電気、ガス、水道業

なかった事を奇蹟と激賞している， サJ- - ビス業 249 638 
公 務 167 503 

雨傷者ぱ日本人にぱ 9 人もなかったが、あとこ そ の 他 103 45 

なって、大火崎時死物狂いて消火に％った三沢米 ロr 828 2,152 
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軍），し地只 1：の 2 人か市似 11 人か梓傷してし、ろ •Iiか判明 1. tこ市民の悴傷名ばI「.「名あっ｝・：：

うだか、 IIに婢か入った位のものてあったぅ

定た、三沢大火て・・人の死者も出ざなかったことにつ＼ヽ―ご‘’i時の祈閲は次のこうに報じて＼、
る。

て沢大火て一人の犠牲者も出さなかったのはむしろ奇納に近い，そのかげこば、チ）地震

津波の教訓をいかした防災関係者、米軍ヘリの大活躍かあった 同巾ては、去る37年災害対策

条例をつくり、 l>故に見舞われだ際の叶常訓練を年；こ数［口［実施してぎた，この日も、出火20分

後にぱ、早くも［柘こ対策本部か設置され、市職員 350人か火災現場こ芯行、避難民の誘導こ当

r
 
こi
 

L‘ 

っ
I

]

 

L
 
•~' 

あらかじめ緊芯のさいの避難湯所を巾民会館欠ど．ニカ所に指定していたため混乱もんく、こ

れか儀平1析を~—人も出さなかっだ第＾の原因 （読売新測 昭和41年 1月1311、)

学校別による罹災児童、生徒数

小 9

1

 
"
f
 

、

9
~ 校 中 学 校 ＇父f

 

E

.

 

ゾ

f
9
.
 窄1,

＂ 
~,h 

学 佼 名 ， だ 数学校名実数学校名実数

巾立~ 岡叫小学校 320 iii,, 第 ヰ，学校 154 県＼＇（ 大濯畠澤学校 55 

上久保小学佼 11 第1,:中学佼 2 " '沢商業闘等学校 21 

古間木小学校
＇ 

',I・ 332 156 i 76 

4、建物の被害

大火翌nばご沢市ぱじ主って以来の人出となったー政府関係者、復旧作業を-じろ191衛隊員及

び消防団員なとて大混乱し番多かったのは近郊近在から駆付，ナた見舞客てあった これらの

人々 ぱ、 きだくずぶり続：十ている荒廃した焼跡を人間の洪水となってめぐった～

II,1「l主て繋栄と平和な家庭かあった市衛地の建物とし、う建物は、刹ぎJJ丈られたtりに地 l-^か

ら消え、その後こは無惨1こ燒）ただれた鉄骨、黒且げに‘L£ った木材かあちこいこ阪ばってし、

こその惨朔たる焼跡に水道秤だ，1’か作ぎ残った蛇のように鎌打をもちあげていた，

、口沢市民か原野こ 1111 と汗て築し、た財序を噌—瞬にして奪し、、平和な家庭を賠黒の谷間につぎ陥

した火災の恐怖を見物者逹は認識し得たてあろうか 第．二者は、早期発見、早期逍報、吊期消

化の体制かとられにならは大火にならずに済んたてあろうとし、ってし、たか、火災ぱ常こ大火に

発展ずる危険性を包含している市を忘れて：まならなし、と思うへ市消防阿も通報と同時に火災現

場に急行し↑こその時ナてに火の手ぱ出火場所を中心に燃え広かっており、消防！：ぱ敢然とし

てこれに向＼、消火こ全力を傾庄したか、防翠ずるボか出来なかったォ

現代のようこ文化の発逹した時ても、交通ボ故と、火災はお互し、に汁iぎずるより他に防ll方
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怯it 9，'［し、と思｝9 ,~! l る~＇

こり）人）＜iこtって450/―i、399棟の建築物か

令 1'焼し仁 そりうち令焼（壊｝ t 418戸、
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第四 午ついt-
二

大火となった原因

1、概況

万尺大火の原因についてぱ、いろいろの，登見が述べられてい主ナ，そのため大火とfcった英

因ばどこにあったか、県消防防災課と市消防木部に大火となった原因iこつし、て記述してもらい

主したォ

2、三沢大火の要因について

町i'1防防災課

）1) 火災の発見と通報

1月11日午前 6時20分

＇低気 11か ‘'1地）iの北方を通過中、西部と北部てIt風付が強く左り、東部てば風がtだ続ぎ

沿｝＇1＇.0)洵 l:'Clt波浪も主た続ぎ、明晩にl.t位）＜心る 令城とも北内の風、最人風速：t内陸地）j

て10-15メートル、汀1ji『地方て15-20メートル、沿片＇の面上て 20-25メートルになる見込人，9

(9 19略）沿）『の汁1ilてi文風波か閻 <,'.9っており・tLょう 以 1：り）．［う応 1項＼，1;波浪叶唸報l

が発令中てあった，

崎日の気依状栴か異様なことを察知した 1I噌'1 防本部は市内在{i万,JI番員 i-{k宅命令を出r--•

方、苦 II 勤務職員 19名か．—丸となり、特別腎成体制を布ぎ、午後から20 メートル以Lの強風と

芯るにつれ、広報！・ドをくり出し市民Iご火災予防を呼びか：十つつあったへ

午後 2時20分甲楼勤務員から＇方［地ケート附近に火焙発見 0)婆張した声と同時に、 119番

に通報かあった.iIl火推定時刻か、午後 2時］5分だから 5分経過後だ 通報の早遅か其後の消

防活動をIi右ずることは過ム幾多の火災＇卜例に照しても明らかて、この 5分間か恨．l，の経過時

間てあった 被＇，峠を餃小国に 1しも得る途ぱ庄期の通報iこかかってt5り、赳かった通報か人:kの

要因にかぞえられ［う

(2) 燃えやすかった建築構造

唸知と同時こ第こ出動か指令され、約 2分後の午後 2時20分現場到着時（消防署から約800

メートル） iこば、既こ隣の＇主婦の店 こ延焼中てあった 最先到着消防隊か火、点内方25メー

トルの防火水そうこ部図し三線延長、防ぎょ戦に入ったか、平均22~26メートルの強し、西風に
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きに大火 0)様相をいしごし、三

罰に吹ぎつ：｝、了、・ハ怖 I.t．うが兌く、 t
 

附和33年 9月に巾判か布かれたか、 II{｛和17年旧而軍航匹隊かII倍イ［場を建没ずる、tては農家か

点{Lr る••寒村に,·r ぎ「、戦後米軍か謄臼場を接収、 晶地を建没以米附和23年 4月頃をピーク

こ、 1800年八のアメリカ西部同様ザーヒス業を中心とし仁臼迅のハラ／クか続々と建てられ友

向ぎぱ祈輿部市並人だか、 ・ll悶こド9]ればそJ)80％程度主て裸木造同様てあっとことも火の足

を旱めに

；ー：える~;

因とも，1え［うし、強風のため二次、

応援哨防象も賑り回されとことと、打効的匁水利配置不足かその後の消防活動を阻んだ因とも

_--：ー，一こ一:_ __— 
[Jしー 91つ ‘‘ 

汀欠の飛火に…［り防ぎょ消防隊はもちろん、

この大火心気象の状況もどる-ーと応がら、通報の虻れこ、ハ 7ソク浩

＇）の建物構追 iこtるものこ尽ぎょう

3、大火となった原因について
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(2) 最悪の気象条件
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消防力の劣勢
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第五喉

対策＇に施状況

1、災害対策本部の設置

ll) 三沢市大火災害対策本部の設置

そ沢rij，こ大火か発牛し仁時、小比類巻さ沢市長ぱあいこく新年度予算煉情のため上京中て

のつ

延焼拡大か必予と見られた15時30分、留炉役の大平助役、小檜山総務課長か凝百！ー『内会議を

開き、この乳常ボ態に対処ずるため、災専対笈枯本法に桔ぎ昭和38年巾役所1人］1こ紺成されてい

る災寅対策機構に基づき市長を本部長とナる土）ー(i11大火災実対策本部を設置した'

そして停12日、小比類巻市長か特急て帰庁する主て本部の指揮は大平助役かこれに崎ったっ

本部設爵と同時，こ本部要員 350人か急拠現場及ひその附近に駆付］、吹きつ、十る銚風、火の

粉を知こ浴ひなから市民を避難誘導ずると共こ市有の全中輛を出動させ人院患者の輸送ならび

こ安仝地帯と考えられt-ii]民会館前なと 0)似避難所こ家財道具等を運搬した 特に広報叶いま、

安令地帯に避難ずる市民、野次馬等てごったかえし、人間一人も通ることの出米なし、ような道

路を巡回し避難民の誘樽ならびに避難場所を指小した’う

あれだ寸り）大災害て真林とはし、え・一人の犠叶者ならひこほとんと爪傷者かなかった市ぱ、本

部要員の的確、迅速欠誘；諄指示があったためと思われる

主に、 -)j対策本部ては電話不通のため・ミ沢門寮判の無線電話装置を使Illし、県に災J9,｛状況

を迩次報在，tると共に「1衛隊員の派逍）jを災，討した ,Ii災肉対液木部の活動状況についてll、

淀M対策本部の節て詳述ずる＼

12) 青森県三沢市大火災害対策本部の設置

竹内知加が上泉中たった古森県庁ては、平野副知'1[か素急！『内会議を開き、午後四時三沢市

，こ災害救助法を適用するれを決定した まに、それと同時9こ古森県庁内にかねてから災寅栞本

込に基つぎ糾成されてし、る機構によって知’ドを本部長として 占森県三沢巾人火災寅対俎本

部 を戎置し、平野副知1}かr1樹J91t--c―百J(に向ったーか、途中十和田巾て交逍をしゃ断ざれ料fl

視地に到着した

［ 青森県の応急対策

--：ー：＿沢市大火の応急対策について青森県ば、 12日会議を開ぎとりあえず次のような1i業を決定

した~＇

r仮設什宅を 150戸建設ずる '.2什宅を1・1カて建てる人にはH森営林局を通じ、材木を市価
--50 -



乃‘I額Iて！らっ！とん卜る 3商［：笈者へ t八戸白銀人）くと同様，：』，¥80%、rli20%cn割合

c I呆,;iiIーる 1,l’姐史'i責令，［ 9 | 1閉lOJji'］を具笈こ[ _ it{、1 ,:) J 5,Cノ）他悦，J）政免、金殴

相淡所の間，，応、枚拉物資り府9] ｛合、次ぎ！ 1' ［を行に〗

、2 竹内青森県知事現地を視察

祐{「I斐了勺折悧J)，9→ 9りし恥I! ］こっ，竹内'l9|1'|Ij, 1月151 1 l,’似、巾Jて＇？）案内 -~,1）l地を視寮し廿I'

足名とらを激励し，＇、こ

竹内知'h：ピ「Iii」9lllj'I り尺巾役所を，Jj! 1、小比紅！谷シ！（巾J之、黒111巾義公義J之等＼こ会＼改皮笈

状況、復判対笈笠を賛Iぎ、 こり）あとlillりヽ9［三対箪励議会，:.f!l'ii，1しだ

咽'I:、災l[＇JI:i,t東京ご政府各1見II系機I梵l，ご：東情しこ復1日柏i行ぷ，恨化しこ

93) 国の応急対策

政府，，t．． 臼j：大）くの復 1 「h こ）j令を期—j- る← 9'） 

12日午削111月から総罪府て各省Ii J~）防災迎絡

会議を開ぎと＇）あえ干次 J)［〗上ヽ，対笈を決定

しと｝

［松村消防！i長官外Il長とtる政府 万1(

大火謁介団 を成遮ずる

2厚1省て，t笈宣救助1）へ，こ［る［布 5,000

枚の文給、 II赤八）喝州鯰：いら枚，度州派逃

応急仮及仕宅 153ii分｝）建築資材の確保っ

竹内県知事（右）三沢市の焼跡を視察

3大誠省て＼目El悦'})絨免招i酋＇、賢金連月 1部U)ど），'.;ぎ技應資J)手1尼、

',JI 政府派遣調査団三沢市を視察

人火和11.Jl]後 4111;30分、松村泊之ii'I幼Iilx'I［左団長と tズ）政府派．咄J) ー沢大火，凋査「J1! 

一行13名かYS11機ご賛笠心こが1ふl.tこ. ・iil3名it、総即府、 1・1合省、紐設省、厚生省、

防衛!)信どの係宜て編成し、 JI[f;惨＇＼燒跡を視寮しこ後、 ：．沢巾役所会，義宇て1見l1系れカ・ら被書状

凡＇ょらひこ復 1 日対糾い・・—, •• ）¥、、 Jl各(',f，J)|：東1打を受、 '・ •— 

l/i'/1、 彼，じ状況を恨化し＇．．噌く巾 J叉3` 
1¥ :．り（人｝＜り）復Ill とし-—~こ {,1 叫J し、こ対「る牡別交付税））大 111 増額を 40打1及 t こ柏置されに

し‘;

，2災‘甚対第{i宅 J)化，及場所と L-11i fi地無買貸り・
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4 級足杓こ刈．｝・る {i‘じ、！古訥辻，，ふ呂父、史 ’I資令•，})特別合融閏 i四ど /J\ 利ll又｝［「i賢合の特別it

i j• 

5般災名り）国税を Ifサ免除••·ビを闘介[、11'- 9：東閉し，と．

これ，こ対して調介[11，：、災古復卯り）だ心こ旱、包こ善処し f．．し、旨を述へられた、 tビ闊査[、11it 

り1311'f-lliilO時うし 9) ．．瓜巾長芹｝）亥内ご焼跡を 111 !：間I;ご）ぅ｝っご叶皐1111こ担祭し、 11＇「介、；●）「h

役所議員控宇て記名会見を行たにし次；）ぐ［＇）工災活を発｝＜しこう

l f初外，)う -、笥＼ヽ ＇ーし、 I、9 ご仮凸fi宅 153}’夕巾役所災j)国h)也1Ji、ド方メートル
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fl I地；こ建設rる、
•2 史 ’1行金としご2,400Jjド］を融資｝る こ｝l｛ t•—̂l i lヽiり10Jf|']と卜る，

3 }-t：ご~9 ，こ総務長官、 ‘I午男長官こ報；t; し、政府も出米るた庁援助ナる，9

2、三沢市議会の応急活動

ii) 全員協議会

大火翌「lfJ)ご沢市ぱ、早1月から見舞客、視

寮団、応援隊'.£とて市，＜tじまって以来の混雑

ぶりと芯った

三沢市厳会議員全員も、罹災者の激蒻と今

後の総合対策を見いたそうと早胡から急拠市

役所こ{9 月~しに

そして、午前10時から市大会議室こおし、て

米内山、宮崎国会議員、県議会議員匁どと特
市議会全員協議会

急 ゆうづる て帰ljした王I(th長を加え、市議会全員協議会か開かれ、今後の総介的な対策

寮こつ＼、―ご協議力、行左オ辻1、た

hi'， tこ、三沢市長は 1心急仮，没住宅 153)'を建設ずる Jj、{i‘t、金融の確保に全りを学げ

る と語った。

12) 緊急臨時市議会

］月 16日、 ミ沢大Kiこよる素急臨時市議会か開かれた そして、今同の木怜有の大災青に対

処し、巾民の小安を廿俯しご民4の安定をばかり、あらゆる下段を，溝じ、総｝）を米げて州匂に

復輿を期，1~るにぶり0).,'i)（巾人火0)災内対沿を強/Jこ＋11．皿rる 決，義文を渦湯致し＇，義決し
こ3

そして、ただいこ災害対沿牡別委員会、配分笠，凋介牡別委員会、苫情処l11'特別委員会か、全

且て組織されに

t,-、こ')11災‘,＇：役 11IJlピも、巾内中小介叉杓こ足苫復Ill貸令 2f/SI'］の保，，,1融胄促進を，義戊

し土，

i3) 第2回臨時市議会

3月9llミi)（大火のにもの第2回臨時1li議会か招集され、災‘,［対浪了符及び見舞令左どに1見l

「る議案か捉出さ1いビ

こり l ：i,• L、，義員捉案こtる 汀（人火災',I；救援こ文、1}□プJ 感，息1決，設 か禍楊•致C 決，義され

iピ，

1 災害対策特別委員会

災＇，片対沿特別委員会は 12回1こわたって委員会を開き禎仰的な話動を行左った"
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火
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害
救
援
に
対
す
る
感
謝
決
議

会

万 1月2811

つし、て

0 2月1il 

0 2月2日

r 2月3日

r 2月12日

こう 2 ) 1 1 7 [］ 

‘) 2月2611

防衛施設ボ務所関係に

陳恰団からの中間報告こっして巾長の説明を聴取

陳惜団からの報告を受•：協議

1•地間題につし、ご協議

木材関係こつし、ご協議

巾長1いら仙台関係局陳情の結果を聴収

巾長から東）；（閃係省I十0)陳！青結果を聴坂忙ど

災害対策特別委員会

委~員 K

H’li 委員 l又~

£
 
t¥ 

坂本 1..

木村.+.Al扇

沢II政人郎

)9'，1尺，’,人郎

l li泰)‘辿

ir1 言・・

瀬） I[ 友 IIII~

馬場義.:,:_

Ill ！凡折~友

¥'Iii義人

鈴木 勉

古Iii喜人郎

叶屹 ，1;:, 艮11 

人］9，nj義1:,

＼芯ぷ" , - -- ＿ 、

竹内知事に陳情する委員会
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② 配分等調査特別委員会

、竹委員会は組織されて以来161iilの会議を開ぎ、救援金、救援物胄等か罹災者に対しで公

臼じ）適正に配分されるようし、ノうし、ろな角度がら検，，寸し合し、、調査を実施ずると共1こ、時

，こよ執行部の出席を冴奴）骨情を聴取、 寸牛ても公、ドを欠＜ Cドの芯し、 tう允分汀送、rるt)
要祖しに，主た物資等の配分日にはその場所こ {f合をして，気のつ＼、に1料負はその部1虻執

行部に要咀し、適[「‘上£る配分のにめJj全の措置を施

した ない委員会ては連常の参考にずるため、新潟

地哀麟［び八戸市白銀大火（f)惰情を視寮した/9

3〕 苦情処理特別委員会

10回にわたって委員会を開き、罹災者の災害復輿
配分等調査特別委員会

こ対する苫情を受t、適確且つ速やかな処理に努め 委員長 渡辺 航

に 特にl滉潰借関係の間題か多く、全委員か両者 hilj委員長 山本[(i次郎

問のまとめに相当奔走したか、期待通りの結果ぱ得

られなヵ、った3

4 見舞金配分特別委員会

芝沢大火の報か全国に伝わると、全国の人々から

三沢市に救援金か寄せられたその額は 1億7千万円

という巨額に達したく，このためて沢市長は、この見

舞金の公平な配分処坪方法等について市議会にはか

つ 99こそのため 3月9日開かれに第二回臨時市議会

て見舞金配分特別委員会か組織された，

委員会は六団にわたって＇棋市に客議を行芯った、 9

ぃ3委員会は、金銭の配分だ：卜に使軍を期し、 3月
17H 、見舞令配分に関ずる公聴会を1附催 l~ に 以卜

J‘ 見舞令配分についての公聴会

見舞金配分特別委員会てば、金銭の配分だ，いこ

慎菫に審議検討の結果3月17日市会議室におい

て見舞金配分についての公聴会を開催、罹災者代

人、諮団体の代表、打識者13人から慇見を聴販し

にや

その結果 3月2511

1、罹災者に 1億3百86)57千7761'1

2、災寓地の復旧事業に 2千8百万円

委 員出戸勝見吉田寅吉

叫村腔雄阿左見消春

浪岡 貞

災害苦情処理特別委員会

委 1iJ又 人沢令浪1i

ii,11委員J<| lt 八旗

委 員 I 青池 府中村梅，ii

I .. 

桑島1E・郎川島小Ili

西村秋男

3、災害応急対策費に 2千3百26万 6千円をあてることに決定した。
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以ド委員会乃報告，1,う，ら活動状況ヤ恰りと次ハtぅ，こ＇ー（つ(¥、 {9,9、
、3II 10、15、18、19、20、2511ハ6II間委員会を開l催し、巾長、 ll)J役、総筋課J之り出1店を

水占、 さこ 3月1711こ，口公聴公を開さー、 13人'))公述人J)謡見を1良］いこ審査した

委員会9:41 行I及り）災古復卯費としズ~次 0）とお，）決定しピへ

＼少数鯰見’見ぶ，{令:,:！泉1111ピし：罹災名こ全額配分じ＼ぎておる，

l 、巾泊 •}){III閥及ひ巾道歩訓塁費

2、防大、防災、防犯他足費

3、街灯復l[I費その他

4，駐留軍要員［寸］地柩備

5、臨時乳児1点l励没費

6、大火．己含誌費

9, I• 

14,340Tl'J 

3,500 T干］

4,660千Pl

2,500千円

2,000千円

l,000千l'J

28,000Tい）

40年度災只対策費としご23,245,5071'):tll{｛和

40年度舟気会，iI，こく，）人れ允％ずることこ(IR

9ヽ

L

]

 

~' しー

e

(4) 知事に市長、災害対策特別委員会陳清

21日、小比類召liH、黒田巾議会，義艮と災',tf対

沿特別委員会'.cと15人lt、竹内知')}を訪れ、 て1)＜

大火の早期復卯対心こうl、-’次いよう匁陳恰を行

見舞金配分特別委員会

委員長 桑島上郎

；，9|委員艮 渡凸 航

委 ［ ＼ 木村木人郎 山本直次郎

且l 師 人以令一郎

阿左見泊作 占 1也 心

人飯義 1:, 内村秋男

坂本止 賛島艮行

沢11政人郎 鈴木 勉

「藤 9よ造

匁っと，

J 災害住宅建設／II地こ国打地の佃償代か

、2 馬i留軍敗tMi宅は国て建設ずること

3 , 1 I央IIIJ、ヤi91「0)[1，1イ］地解放

A 特別交付税の人巾増額1

5 被災化こ対~「る低利長期責令の 1]別 1兒

屯

6 そJl他

こ）lしこ）l、こ竹内知市：t早芯こ対策をと-

る約束を:il、鈴木総務品J又．iい1!h i.、|1)噂

Ii、大蔵'1,i＇、Kし1見I係甘Iiと折州1’"，｝-るここ，こ

こJ)約と • i j~, t占森財務局を，，｝；it|：東り＼をfi 

'. 
9よっ，ーQ

竹内知事に陳情する市議会
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3、情報活動と報道機関

改大火時、 新聞、 ラ ジ才ヽ テレビ：t哭宵状況を迅速II確こ令鳳こ恨蜀し、 t, L罹災苫sこs[ 

今後の行動指針としc る↑村報を捉仇し、社会的こ ，r｛要l•C 役割を果しこ とくこ現代逍f,i機 1見1とし

:1ヽ99□い）電話か火災発’t10数分後こ小通と匁っこ闊、 汀尺大火の状況を今'~t'9―く、 そししご ii:

嶋ことりと全国こ報道し ズ沢市民を救え 0)報道を此11開始、被災lhtいこリ）気と希甲を炉え

fこ/9

・三沢大如こ全国各地からおび~竺たしし、救援物行とい額1欠見舞金か寮せられピ， この激i!J))と善

応こよって大火後j'ずか八ヵ月て異例の復肉を成しとげた蔭こ，tンャーナリズムの大ぎ欠力が

あり、 三沢復弧こ甚大‘↓ょ功禎かあっ仁ことを桑忙いこ，忍め、 市民：よ報道者の功禎を永久こ忘れて

9,t上£ら左し、と思ぅ

(1) 三沢市の広報活動

広報班は早速広報車を繰り出し、吹ぎつ，十る火仔り）中をかし、＜ぐり危険を冒l左がら避難民

(1)誘導、避難場所の指小なと必先の広報活動を行なっえ：一

大火翌11の12日、早朝こも広報中を紋り出し、 大火罹災litl の促進を呼ひか:rたT その後

見舞金の配分、救援物責配分日の広報を広報中及ひ半楼を利用しf--')、巾内各所しー広報掲ぷ板

を設十るふょと市の広報活動は、 市民と災く内対策本部を結ぶ甫甜9C9,J、,1オ喬と又っに。 主ビ、 災専

、ゲ真500枚を撮影し、 ．：；J(大火の記録を収集ずると共に、陳情此こ冷付して国会 Lこらひこ閃係

機関に送付しに， ヽ
9

L
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河

北

新

報

社

テ

ー

リ

ー

東

北

社

ト
、

11
の
：
沢
巾
大
火
て
多
数
の
か
た
か
た
か
被
火
さ
れ
ま
し
た
。
，
こ
れ
か

ら
厳
寒
を
迎
え
る
と
い
り
と
ぎ
に
小
ヤ
な
火
災
に
あ
わ
れ
た
扱
，
及
者
の
皆
さ
ま

に
は
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
中
し

1
↑
ま
す
)

つ
ぎ
ま
し
て
ば
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
心
に
希
中
の
い
を
と
も
し
、
ん

11
も

早
く
復
輿
し
て
い
た
応
く
た
め
本
礼
は
次
の
要
餡
て
救
援
令
品
を
森
り
ま
す
，

こ
ん
な
ご
援
助
で
も
糾
帆
で
す
説
名
の
北
口
さ
ま
の
履
か
い
こ
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す

I
」
,'.,n 

.
、
救
援
令
、
品
い
ず
れ
に
て
も
糾
椛
で
す

；
‘
省
せ
ら
れ
た
救
援
令
品
は
．
＾
沢
巾
役
所
を
逍
じ
て
般
災
日
開
に
配
分
い

た
し
ま
す

.
、
救
援
金
品
は

1
1言
11
か
ら
，
；
リ
ー
東
北
ト
業
局
お
よ
び
本
材
各
女
礼
局

又
受
付
げ
て
い
ま
す

．
月
卜
．
日
勺
後
、
：
・
沢
巾
で
強
風
卜
に
火
災
が
発

4
、
中
心
街
四
百
ご
ト

四
棟
が
令
焼
す
る
大
火
と
な
り
ま
し
た
＼

寒
心
に
ふ
る
え
る
被
災
名
を
救
お
う
と
、
さ
っ
そ
く
義
援
金
が
よ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
の
て
、
刈
北
新
報
11
て
は
次
の
要
伯
で
義
援
金
を
受
け
付
け
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た

各
位
の
暖
か
い
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

受
け
付
け
要
領

（
ご
義
援
令
は
現
合
に
限
り
、
現
金
以
外
は
お
取
り
扱
い
い
た
し
ま
せ
ん
，

へ
；
義
援
人
ャ
の
受
け
付
け
場
所
は
刈
北
新
報
11
お
よ
び
叫
北
新
報
の
文
社
、
支
局

咀
i
5
部
、
販
売
比
て
す

0

受
け
付
け
期
間
は
．
月
：
・
十
・

11
ま
で
で
す
，

c
義
援
令
は
．
，
．
沢
巾
災
喜
対
浚
本
部
へ
贈
り
ま
す
r.

〇
義
援
令
を
受
け
付
け
た
場
合
は
咀
知
渇
~
を
発
行
し
ま
す
が
、
さ
ら
に
叫
北

新
報
帆
ー
に
掲
載
い
た
し
ま
す

附
和
四
卜
．
年
．
月
ト
・
・

11

救
援
金
品
を
お
願
い
し
ま
す

"．＂→ 56 ・-



行it 3同行たったごl

12) 報道機関の災害報道活動

1 テレビ、ラ、／オの活躍

攣大火の状況ば、 NHK、RAB、 !BCなど地元のテレビ、ラジオ放送局をぱじめ、全

国のラ／オ、テレヒ局によって全国に隈なく放送された，

主た、大火料日の12日早朝NHKテレヒ スタンオ 102 て二＿沢市の生々しい惨状跡が、全

国の杓茶の間こ Iriいられに，，特こ現代社会の報道機関の中て最も国民と密接ば＼ゲ場に•あるテレ

ビの影欝は大ぎく・三沢大火から復輿主てに多大の功紐かあったと思われる、

2 新聞、雑ぷ等の活躍

国大火発生と同時こ、四大紙をはしめ、地元紙及ひ雑誌社か販材のため最短距離方法の飛

行機、ヘリマプター一一、巾睾ヤ駆使し、火・［名と黒阿こ包．t れた人るも無惨上；現場 1こ駆付，十•'こそ

して翌日、日本全部の新聞か •Ifi1 トソフ＼こ大Kの生々しい現状を掲載ずると共こ そ沢市民を

救え の呼びか：一・トを行なったぅ

あれから・・年余り詳過した現在、棺備された街並を眺屯してし、ると、そん[£,hがあったがと

疑間に思j)れる'

歳月か 10-20-100年ど流れ1＜っと時、 ::i)（人火の4 し々し 4参状は人々の脳祖Iから自伏と消
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4、罹災者に対する応急救助活動

11) 災害救助法の発動

笈只枚助社、か汀尺市に適用ざhたのは11日

り）午後4時てあった

災内救助法によると、非常惰應か発生しこ

場合、その救助を国か行なう収こ．Lよっごし、

る，［かし、その実施こっしては都道府県知

加こ仝Ifl]的に委任されており、都道府県には

実施 1-＿必要な義務か諜せられて lヽるっ

主た、法の適/IIこうし、一ごit、市町村の人口

，こ！，・心じて定められてし、主ず

て沢市の場合罹災 828Ii！堺て，．ちろのて60i灼

瞥の），＼→料を：tるかこ越えてし、た

巾災‘9月対祖本部て：t.、大災 C'〉拡大状況左逐

次噴（腎寮％の無綜機を利用 l.•こ・県 il'I 防防災

晶こ報告した 県てはこの報化に）iしづぎ竹内

知・｝［不在のため平野副知れか菜芯1『内会議を

附ぎ、り後四時遣報c:．沢巾に災古救助社、を

一- - —----- ---ヽ・ 一

情むり長 小比類在 ‘I；(1:11殿

占森県知，）t竹内俊，＼

災害救助法の適用について

昭和41年1月11日大火によりー：＿沢市に発生し

た災',9fについて、つぎのとおり災＇甚救助法（昭
和22年法律第 118号）を適用することになった
のでお知らせしまずノ

記

適用期II 昭和41年1月11H 
----

不眠不休の市災害対策本部

適川tる旨通逹 l,~c 米と、そ Jt と 1ii]11\ ·，― fた ti．こ通達文，りか発送ぎit ]‘-9 

災内救助汰り適）ilんう： ｝一るとそ］） I h町村〈―11

1避難所の設I『I9 ,2給食及ひ飲料水0)確保 3り活必叫品の給，J―，

'℃とを‘丈他ずることに勺ってしる一対姐本部てi：火災発りと同時に仮避難場所を指定し、 tた

炊ぎIIi l~ の準備を備え~‘ーし、 99こへ

(2) 避難所の設置

災冑救助法の適用を19,1つ主てもなく、市対姐本闇ては最息の状想を判断し、比較的安令地帯

と思われる巾民会館、軍要員第ぞ附舎、岡＿三沢小学校、第，中学校， l久保小学校、市｛［保育
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ • ~ 

市民会館に避難した人々

所の 6カ所を避難所として指定し、罹災者を

収容しに，，しかし最終的に―:t市民会館，て沢

f：道場、第三附舎、岡汀尺小学校0)4カ所に

延べ5,622人を収容し；こ—

災害救助直こ上ると避難所の開設期間ぱ災

古発りの日から10日と定められてし，るが、一

沢巾ばじ主って以来とし、う大規模左災害だ：r
こ、 27日まての開設期間延長を中請して認め

られたQ
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避難所設置及び収容状況

避難所の名称 開設期間 間設日数 l 実 人 員 廷 人 員

, 1, 民 会 館 L i l ~ l,心7 17 200人 l,622人

沢 柔 近場 1/i :； ~ 1，9 7 15 55 682 

第 布 含 1'1 1 ~ I,.2 7 17 110 1.858 

岡 ：沢小学校 1il 1,..._...,¥tic 4 400 1.420 

叶 53 765 5,622 

避難所別罹災者収容人員 避難所開設期間 1月月11日～1 27日

｝］ II 市民会卸 柔 道 場 第．i 宿舎 岡9沢小学校 合 計

塁人~l 
＂~人~•? 110人 …•-...””又―…•••----—~一人

1月11日 5•_-_-5 _-， , ! 
370 680 

12日 110 400 710 
13日 110 110 350 685 
1 4 fl 150 55 110 300 615 
15日 150 55 110 315 

16日 68 55 109 232 
11日 月 且

109 230 
18 tl 109 223 
1911 69 42 109 220 
2011 64 41 109 214 

211 I 64 41 109 214 
2211 64 41 109 214 
2311 65 411 199 214 
2411 65 40 109 214 
2511 65 40 109 214 

26 H 65 40 109 214 
27H 65 40 109 214 

,; 1̂ 1.662 682 1,858 1, 420 5,622 

13) 給食の供給

渾（人火の報か巾内令域に知られると各lllJ内会、婦人会からとしとしにぎり飯が屑：rられ

にぅ ‘t，仁災＇，杯対設本部ては、炊ぎ出しの確保のため被寅のばかっに地区の炊き出し抱設のある

町内会、＇t,業所に係員を派泄Iご協力を依頼しに 県からも早速、炊ぎ出し）tiとして米15俵が

l11ii｝←られた 1

大火％日、炊ぎ出しを釘＇［つ iトヽ＿町内会、 1I・業所、団似．t次のとおりてr、
伽汀叫600名分、商Iこ会従業員術舎750名分、四IIIH婦人会500名分、鹿中婦人会250名分、

二吋尺農協婦人部600名分、 1'-1衛隊450名分、裔橋製材所500名分、川守田製バン店725（パン）名

分、古間木地Iメ町内会 1,000名分、大町地区

町内会 1,000名分、その他のIIIJ内会（個人袴

立） 800名分、，ii7,225名分

そして第 1［叫Iは、＇「後 6時30分各避難指ポ

場所にンープにて配付、第 2回目は午後7時

災害現場の作叢員に配付した’ヽ

主た、翌12日も市内中、高校生及ひ市内婦

人団体、連合1り年団、自衛隊などか炊ぎ出し

こ協力した T

- 5 9 •—• 
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避難所及び炊き出しに要した経費

lメ ＼ー/
i
 

舒粋総額 備 甚＇

避難所経 '1,i

炊き出しに要した経骰

.. 

'，t 

39、320
臼収容人員 5,622人 1人崎り経'1't 6『J
5,622人X6 !"]~33,132円

376,761 
炊廿：人員 8,599人 1人％り経費 90円
8.599人X90円＝773.910円

416,081 ! 

炊き出しによる避難所別給食人員一覧 1月11日～ 1月21日
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(4) 応急仮設住宅の建設

災害救助払によると家を失なった罹災者は避難所に収容し、保護ずることになっている、

しかしそれは一時的なものて収容期問も限定されてし、る，したかって避難所cこし、る人て1・1カ

て住宅を確保出来なし、者にぱ、屈住の安定とし、うことて仮設住宅を設辟してやら欠．｝ればなら

攻い。救助法では、その数を戚失家岸の 3割と規定している。

市災害対策本部ては、翌日からの被害調査

て罹災者が確定すると、今IiilIf).k火て住宅を

焼失し、このため住居がなく、かつ資産もな

< 1・1からの資力て住宅を確保ずることの出来
ない人々のために 153戸の応急仮設住宅の設

置を国及び県に強く要請したぅ

その結果、次のような応応仮設住宅 153F' 

が設置．されることになった9、

①住宅の名称

三沢市大火災害応急仮設住宅

⑨建設場所

て沢市桜町・—•• J'「l四番地（市役所裏）

3刑式及び構泊

8戸建及び 9戸建、木造平家、 ・［噂

り 16.Sm'(4 が1• 1Hlと、 6.6平）jメー

トルの台所付）

/4附属設備

水道、鼈灯付

建設中の応急仮設住宅

＼1，, 完成した応急仮設住宅

このため、巾災苫対策本部てば 1月1911~25日主て応急仮設什宅入印者の経集を行なった、)

その結果120世帯か1応募した

建設「→事には、三業者が急ビ yチて行ない、 2月10

日まてに総＇ド業費 2,146万円て18棟 153戸全部を完成、

桑道場、市民会館などにいる罹災者 458人を入厨させ

た。

---̂-^-- ～----T 
応急仮設住宅入居募集要項 1 

1. 対象者さ沢大火災害罹災者 1 

2． 募集期間 自昭和4i年 1月19日 ！ 
至昭和41年 1月25日 i 

3. 住宅の建設予定地 三沢市桜町地内 t 
4. 中込先三沢市役所総務課 ！ 
5． 供与期間 入居の日から 2年間以内 ' ｝ 
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(5) 生活必需品の支給

H}ll品の支給

災害か発生ナると、各方而から続々救援物胄が寄せられ、 主た災害救助法による日Ill品につ

¥、-c吊急支給ずるよう検討し、その支給は'!、12日から20H主て百布、 ンャゾ、 タオル、石ケン

を支給した，

災害救助法による救援物資

, i :, ~ ー 毛
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第六章

---灌：沢市のとった財政措置

1、大火発生前の市財政事情

昭和33年9月箪独市制抱行後、緊追化ずる双地経済の対策問題があり、一方においてぱ都市

形成のための公共投責の増贔化の問題を抱え、咋容される最高岐の財政措置を講じつつその発

展的解消こ努めてきたか、市内小・中学校抱設の防斉―I―＿惰、防災工事、防衛道路の築造等し、わ

ゆる基地公＇書の排除こ要ずる経費か年々急増し、他都市こ見られない財政 'J闘足の影響を受叶、

昭和38年度木こおし、て 7,186Jj『]余り）亦字を什じ、 次年度以降の財政11途に賠影を投げか：ーJ-

ヽ
』

｝

L
 
~i 

しかし、昭和39年度に｝3し、て「1主再仕団体の指定を受，1-、全国ても類例の少なし、指定年度内

解消という好結果を生むに全った/9

因及に、最近5カ年間の公共投賢総額の総決符こ占める平均もi43.9ハーセントてある，

2、大火後の市財政事情 一国平Jぅ財政拮t[}-

崎市大火災寅復興のための努｝Jば、全国の牧援の子に支えられつづ披災市民Itも比ろん、全

叫もあげて針実に推進し、約 8カ月間て驚異的芯復膜を見ることかごヤ［,: 復輿1J）｝めの行政

処｝IIU）り已国、県怜の財政拮置：tつぎのとおりてある

91) 昭和40年度

（イ） ！心急仮没什宅の建設（県費＼

建設棟（／＇｝数 181東 1531i 

』;C I成 II,1 2)llOl'I 

（国 米駐留軍要員什宅の建設

建設棟（戸）数 34棟 104戸

完成人／9i]開始月 11 4月4日

その他市費て用地買収 16,003.31平）］メートル !4,841坪） 21,481,500円

用地賂傭費 6,027,500円

建設総＇ Ji繁1,1 21,460,358「l

収容仇瞥数怜 1531廿帯 458人

建設費 49,852,000円（国費）

を措貯した，
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バ 笑‘，じ公営住宅0)建設』

建設中東（戸数 10棟 50日 県分 25戸 巾分 25fi 

巾分紐没費 22,265,000円

起偵窟i 6,000,0001') 

うち国庫袖助金 12,470,000l'J 

l h 費負 jll J, 795,0001'1 

炉 11隻へ政越し乞＇ lr梨費 22,250, 1601'） 人 /,,; )) 11 

i--} (l:'む店舗再紐対第

原木の払ド 占森＇賃林局 21,900い

仕宅金融公庫責令り）削贋枠配分 50,000,000I') 

1出金融対沿

中小企業名役111賢金融資閉置 150,000,000円

1,~ !i:' 史仕資合の仕付拮樹~ 県社会伽祉！砂義会＼ 271件 3,650,0001') 

9!l 1 II 

（、 1 特別交付税の壻額 16,560,000円

'，2) 昭和41年度

({) 彼災地区内街路灯及ひ街路樹＇ j,業費！県費） 3,218,000「l

昭和 41年度大火関係経費

◎補償1見1係
巾心34り線改艮 1:・1,にIIうI台 llヽ祖直i，'

2.131.7901'1 
400,0001「]
3.131.790円
2.000,000l'l 
1,000.000l'I 

建物移訟袖I’h
小計

◎乳児祝連翌1賢Ili.）J1;
◎}く火晶含晶
◎消防l附係
砂火水槽廂設l.')i

、， 配管・「'h
消防指令申購入費
小計
◎岡訳1J1地閃係
団地柩備費

" " （砂利l
闘水 1.＇h

＇， 瓜Jt施没
小計

◎表害公常fl宅閃係
災宮公営fit：外1，’9]道路l.91・，
＂ ＇， 物罰小屋
小計

◎街路[]関係
中塩小路・一、 ．．、 打釘々路灯

中央商店街 " 
•番街町内会 ，9 

2, 3 0 0曹000!'1
26 1, 050 F1 
998,000『I
3,559,050円

1.242,0001'1 
358,2001'1 
886,160!'1 
107,000円
2,593,360円

270,000l'J 
950,0001り
1,220,000円

l曹368,0001月
1、142,50019
1.848,5001'1 

ヤ町往r路tr
東映横直り（巾道27号線）街路灯
ゲー~ート ,Ji」～腎察＇粋前

戸寮署前～郡松1院角
巾役所rii!~'ll［税関
叫麟1,1,災焼失地域巧,:
中人町('丁甲噌り〕街路灯
小計

◎直路関係（巾道）
h直第32 り緑歩直， ~T ノ，敷役 L')i
，， 第44り線補修
＇， 第42砂線乳剤舗戊「'/i
" " 側講及び敷砂和1
『、 第34号線 ，9 

" 第34、42号線陪段取付 l1i 
束快裏乳剤補久「1i
中屹，，小路補修丁^ '/f
罹災地柊炒利敷
小計
被災地1メ特別泊掃消出紆＇費
中小含閉災古役Ill賓令特別保贔費
大火災＇tり業務協｝）名報'iti;
その他応じ役II！処坪粁費

1,330、0001'1
29, 7001'1 
561.0001'I 
625,0001'1 
425.0001'1 
60,000円
108.000円
7,497.700円

1.600,000『J
650,000円
2.330,000PJ 
1、112.0001')
l.818,0001'1 
54.9001') 
850,000り］
112.000PJ 
1.115,000!'1 
9,641,900円
726,000f') 
640,3561'1 
845,4001') 
142,444旦l

t
 

吾
a

合 34,298,000円

3、税の減免及ひ徴収猶予

-：_r/（大火の罹災名のた心こ、国、県、市税か次の要項て減免左らびに徴収猶予ぎれた。

＇，1) 国税

1月14日、糸仙合国税局直税部長か・匂尺巾を訪れ、被災名の絨兒札1i苔として、所得（源泉を
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合打＼総所得各酎「IHJSO万l'I以F:,t令額免除，rると語った 以下：tそれに加づく減免要項てナ。
国税減免要項

0 40年分中告所得税の納付延期

災＇払こ tって納付困難'.,場合は、その文1かこ応じて 1年なし、し 2年間延納を認める、9

0 41年分につし、て

1、予定納税 7月1511tてこ予定納税額の械額の1氏認の111請をずることによって軽減ぎIt

る

2、確定中告

（f) 雑損控除の場合、屈住用住宅の損＇書額か総所得額の 1割を超えた全額を雑損搾除とナ

る

（口） 災寅減免法による減免

1年間見積所得50万円以下の場合ぱ全額免除、 250万円以ヒ80万円以下平額負担、③80

万円以上120万円以下 2割5分免税

（ハ） ／且色申告

純捐失（店舗、器具、備品なとの捐害額）雑損失（住居、居住用資席）の損害があった

場合42年から44年主ての 3カ年間繰り越し袢除ずることかてぎる。

3、源凩所得

（イ） 徴収義務者 (1i業主）か納期の延納中請因を提出すれば、 3月21日主て納期延長を謁

める，9

（口） 給炉所得行

i 年間見柏所得50万円以下は全額免除

,＼2，'， 50JJ1月以卜80万円以下ば、災害の日から 6カ月間免税

'.3) 80万円以上120Jjド］以下は 3カ月問免税

4、法人税

確定申告期限を 2カ月問廷長ずるか、場合に［ってば、それ以卜も考慮ずる，

5、相続、贈り税

取得ずる財産か損害を受、十た場合、それに応じて税金を軽減ずる]国税か減免されたが、

その総額は把握ずるボは出米ま

せんてした

し2) 県税

県税て減免されたものは、所得割

均等割かほとんどてその額は2,044,

県税の減免及び徴収猶予

対象人員 減免額
··•... 
”’  人 lし1

it,',t人 ')t業税 17 16,030 

小動産取得税 1 42,750 

滞納停 IIこ 870 

550円、個人9t;業税、不動廂取得税か58,780円となってし、る

県税の減税要項

減兒の炭件

①個人乍業税

5 0 1 0 0、
総ボ業用責作の価格の を越えると思われるとヤ 市業用汽産の損害の場合は

100 
以内e‘100  
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100、
(i宅賛H'「I｛の場合 以内

100' 
、2不動邪~取得税

小動汎価格の/o0oを越える金額の抑9；を受：｝たと認められるとぎ、仝部か減失L損壊した
しヤ 100 
~- e 100‘~ 一部か1且壊 LL．シャ 50 

,,cc 100 

3,'自動車税

柊即てぎると認められるとヤ 50 
C 100 虞り目動中の価格の/o0oをこえる捐‘'［かあっこ時

i3) 市 税

市税は、均窄割、所得割か 4,435,620円、固

定賓産税はl,387,910円、｛呆険税は2,735,550円

か減免、徴収猶予と芯ったもの：，t184人に達し

た，たたし、 県民税：よ市て賦課徴収しているの

て、共に掲載した，

罹 災 者 減

罹災者減免額表 (40年度分）

件数金額
可--,,,,,,,,,  ヽヽ．． ， 

市 民税 217. 502.220 

県民税 217 i 231,840 

合 芹ト

区 分

734,060 

免 額 表 (S42.2.26現在）

区 分
令 額

↑i
 

ヽ7
9

減 免
~
特

罰？ 

納 税義務者

巾民税均等：I；l| ＇

所得古lI

,t 1・ 
.. 

県民税均等闊

所得』I,

叶

A
1
 

／
 ,； 1’ 

235 

66,200 

1, 8 9 9、100

1,965,300 

22.200 

809,040 

831.240 

2,796,540 

209 

59, 1001 

1.632,060 

1, 69 1, 160 
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

19,700 

847,740 

867,440 

2.558,600! 

普

28 

゜| 139,230' 

139,230 
-

゜56,900 56,900 
196.130 

減免

特

小叶

i 普特
可

l 
......... ---・・・・・・・・・ 

23 263'232 495 

0. 66,200f 59,lOOj 125,300 

142,710 2,038,3301 1.774,770 3,813,100 

142,710 2.104,530 1.833,870 3,933,400 
--- - --...  

o, 22,200 19,700 41.900 
57,130'865,940 904,870 1. 170,810 

57,130 888,140 924,570 1. 812,710 

199.840 2,992,670 2, 752,4401 

合 計

s, 751,110 

大火による固定資産税減免額 (41年度分） (S41.2. 10現在）

区

家

償

{＇1 

却 賓

JI・ 

分
屋
~
瑾

数
~ ~. 

193 

28 
~ ~ ~ 

221 

令 額
l l : 
9 9 

1.186,470, 414棟

201,440 
99 99 9, ． 99 

1,387,910 

備 若＇

昭和41年度において減免したもの

国民健康保険税の減免額

(S41. 4. 1 II現在）

三沢市罹災者に対する市税徴収猶予額及び人員調

C S41. 1.11現在）

軽減又は免
除の割合

10.0!il 

s.o', i, ll 
2.s内11

合 叶

槻灼・数被保険者数減

216 

12 

96 

324 

745 

40 
395 

1,180 

額
．． 

2.264. 120 

54.830 

416.600 

免

2,735,550 

税 11 税
一~．~ ~ ~ 

巾氏税

固定賓邪税

軽白動車税

叶

国民健康保険税

人
/~/ 

559,002 

1, 194, 260, 

48,850' 
！ 

1.802、112
l 

--- ---- -- ----

1,096,200 

員

212 

155 

42 

409 
~~ ~. 

184 

l―1 
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昭和41年1月の大火に伴う市税の減免に関する規則

（趣旨）

第1条 昭和41'!-1月11日こ発化し fこて：沢巾人火こよる被災者（以下琳に―被災者とし、う）

(!)巾税の減免，こついて巾税条例第31条、第39条こ丸しぎ必要'.c')¥項を定めるものとナる;

(9h民税f，'）減免）

第2条 巾民税の納税義務者（個人こ限る 以下同じ）て次の各号の•一，こ該‘片

l~ て't、既，こ課した昭和40年度の市民税のうら昭和41年以後の納期に係る税額（特別徴収さ

れる市民税こついては、昭和41年 1月以後こおし、ご徴収ずへき税額とする＼以下同し）及び

昭和41年度に諜ずる巾民税0)税額にそれそれ当該各号に定める割合（但し、 3, 4号につい

ては、市長かその必要かあると認めた場合に限る')を乗じて得た額を軽減又ぱ免除する 3

1、 住居か全焼した場合 10割

2、 住屈か'1'焼した場合 S割

3、 店舗又は貸家か焼失した場合 5割以内

4、 家財につし、ては捐害を生じた場合 2.5割以内

＼固定買｝卒税の減免）

第3条 被災者に対して課ずる昭和41年度の固定資庁税のうおの、焼失又は破担を受：tた家屋

及ひ償却賢奸て次の各号グ）パこ該崎ずる場合は、％該税額iこそれそれ叫該各りに定める割合

を東じて得た額を粋戚又は免除ずる，

1、 全焼又ぱ全壊した場合 10割

2、 平焼又：ぐt1'壊した場合 5割

但し、市長は、 1'焼又ぱ干壊による家屋及び償却賢府について、その被＇其程度に応じ減免割

合を増絨ずることかてきる，

豆岐免の中請）

冶 4条 減免を受，1ーようどギる者ぱ、様式 1り又lt2りに［り、巾税減免1|l請苫を提出し応｝

ればL［ら欠し、 必要に応じ、職権に［，）減免の決定をずることかてきる＿

（減免の決定通知）

第5条 前条の規定によ，）、減免リ）申請（職権による決定の場合を含む~])かあった場合にぱ

その被災の1i実及び程度等を凋査のヒ様式 3り又は 4りにより、減免決定通知淋を交付ずる

ものとナる

（減免の取消）

第6条 叶j艮ば、 1載偽の中清、その他小IL―ーに市民税及ひ固定胄)r税の減免を受：十た者かあると
ぎば、直むにそのれに係る絨免を販消しずるものとずる 3

附'lll]

こり規則は、公布の Hから施行「る 3
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第七章

応怠対策実施状況

市ぱじ主って以来の大規模な大災専に伯向した三沢市てぱ、災害対策某木法によってかねて

から糾成されてし、る巾災専対俎機欄こよってスクートをしたか、当時の大混乱のため円滑な活

動が出来なかった しかし、災実発生時には本部要員全員か・丸と芯って市民の生命安全を第

＾に活動しに 以~ト対災本部かどんな、活動をしたかを説明ずると次のように匁ってし、る 3

1、 災害対策本部の活動状況

(1) 三沢市災害対策本部組織機構図

務部長・企仙1部長

部長・農林水庁部長

本部長 i ！ i閲11本部長 i 
調査部長・情報連絡部長

廂設輸送部長・水道部長
（三沢市長小比類巻富雄）

（助収入役役 河大村平賢造功） 厚生部長・教育部長

協力部長・防災部長

三沢市災害対策本部業務分担表 昭和41.1. 11現在

祁 名 鉦〗名----••" 班 員 及 務 II] . ヽ オII
（部長l （班長

総務班
務 課

1.対策本部の庶務に関すること
（！！豆各担％課長補{I，:） 総 2.関係諸機関との連絡に横Iすること

総 務
部、昂,, fn 進 庶務人th係

3．命令伝達に関すること（課長補佐） 巾民相淡室
（総務課長） 藤田春雄 4 他の部のt管に属さないれ項

小檜111 折人 ＇ ＇情報総括班総 務 課 1.気と象状況及び災害情報の総括祁坪に閑するこ
｛射政担当課貶補佐）

悶胄 旦小島古平 2.災古情報の発表に関すること

部 原令（企両田室向次明長班博） ！，＇ 企秘企 画共画 t 
1.災害復117の総合計両に関すること

令 両 2.被害調淋作成及び陳情等に関すること

（企画室長） ・------------------

沖沢屯太郎 11,
合 圃 室 1.災宮状況の取材に関すること

報 班
広 報 係 2.．災害対策についての広報に関すること
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部名

（部長）----------

経 済
剖＇ 

（商工課長）

,1, 

調

山

細

農林水産部

（農林水産課長）

浦

l l. 

光

査

糾t 

部

（市民課長＼

班名

（班長）---- --- --

資命班
（会計課長）
類家松蔵
- --------

物資班

（商l：課長補佐）
山本武雄

-

班

会

商

;f r 

工

課

課

員 業 筋 ヽ
）
9
9
 

担

員

．．．．．．． 

l．災害対策に要する費用の出納に関すること

2.罹災者の資金融資斡旋に関すること

村 留

員

"....~ ＂‘" ~ ~ "~ ＂―"”-----
1. !•応急食糧、応急物資の確保配分に関すること

2.，t活必困品の斡旋1こ閲すること

産

大

業

'‘
 
u
 

武

班

（嚢林 K産課長補佐）

雄

住民班
（市民課長補佐）
野々宮勝五郎

農林水産課員

...一--..... -"●  ●ー.... ------・  

!.農林水産業及ひ産業施設の被害状況調査に関
すること

2.農林水産及ひ畜産被害の応急措貯に関するこ
と

J.農林水産及び畜産被害による復Ill資材の斡旋
に関すること

課
係
係録

民
籍
登民

戸
住

市 1．付家、詞家及ひ住民の被害状況調査に関す
ること

資産班
蔵（固定資産税課長）1 固定資産説課員
．．．又精．．

連絡班
情報連絡部 （収納課長）

山村勝義
~‘’‘’ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

i情 報班
常太郎，国民税課長補佐）市民税課員

i ill 村健蔵

建設班
(•Iぷ建築担 9しi
課艮補佐）

笹~ 渡 I"三郎
^~ 
施設班
（， l面担当課技補佐）

立崎徳栄

収 納 課 員

（市民税課長）

i or 

庇設輸送部

（建設課長）

茂

水

駒

村

木 久四郎

道

輸送班
（失対係長）
田辺 il一．夫

------・・・・・・・・・・・・-・ ・・・---・・・・.... -・・・・・ 

供 給班水道課
（水道課長補佐） 脚務管班！係
林 守能薇収係

剖’ 
（水追課長）

建設課

土木建築係

f
"
L
1
 

,
9
'
全”[

T
r
k
 

建

建

失

務
画

改

設

対

保令班水
(［：務係長） i 

尾針兼平 —[ 

社会班

（次長）

大沢武志

（福礼事務所長）
（庶務係長）

，阿部勝弥

勇人郎 i救 援 班！福祉事務所

囁｝祉係長）
福祉係

榊 Il'--：
国民年金係

--- ---------衷―••--.--．．療―玩＾

（巾VI肉院9ド務長） iiiir. I丙院職員
部叫村行犬

保健班
（保険課長）

高椅新太郎
~ ~ ~ ~ 

~ ~ ~ 

防疫班市
（市民課長補佐），
吉田末男, I 衛

9
し、!
U
 
文 雄 道務

課
係
係

課

係

一――--

!.公共施設及び什家等の被害状況凋令に関する
こと

- -- --

!.応急連絡に関すること

2.災害惜報について各部との連絡に関すること
------------------------------- ~ ~ ~ ~ 

!.情報しゅう集に関すること

!.道路ヽ in]）11、橋梁等被害の調杏、応急措貯及
ひ使1日に関すること

2.公共施設被宮状況調介及び復1日に関すること
------- ~ ~ "~ ＂ ~ ~ ~ ~ ~ ＂. "~..~ ~ ~ "~ --＂ " --------" 

l．応急収容施設及び応急資材の確保に関するこ
と

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

1.輸送車輛の動員に関すること

2.輸送全般に関すること

課

係

I’I: 牛
’~ 

n
 

A
9
 

所

係

係

務

務
会

屯導祉

f"t
H
名

.,＂ 礼

関 Ill 

．．．．．．  

1.防火用水の供給、確保に関すること

2.飲料水の供給に1対すること
....... 

1．水道厖設の保全に1関すること

2.水道施設被害の復旧に閑すること
.. ・--

1．救援物資の授受配分に関すること

2. 11亦奉什団との連絡及ひ協））要哨に関するこ
と

3.史ll資金tt付に関すること

1.生活保護に関すること

2.生活相談に関すること

衛 'I・● 

（巾立病院長） 保 険 課 員

1.，;［こ没品の検備配分に1関すること
2.傷病者の収容応忌処i料に関すること

1．罹災者に対する保健指；釦に関すること

須 藤 好 課

員

~
係民
生

ー

・

1

2

 

........ 

罹災者に対する防疫措慨に関すること

災宮地域の仏染病予防に1周すこと
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,
;
 
罰99
 

（
 

’
>
 
符¥9
 

名
一

ヽ
~長

教 'ゞ’4
1
 

（教有長］

紐 ) 1 四

防災部
（消防長）

t：平~茂
.......... ~. 

協））部

（議会事務局長）

月館常雄

~
~
~
 

且/（ 
E
 
甘

長） 名

教育庶務班
（総務課長）
111 I廿孜

~
~
~
 計“ t ¥ 

教育委員会

総務課員

教育委員会
社会教育課員
II会体育課員
公民館職員
図；り館職員

部 i
＇社会教育 lJt

（社会教育課長）

黒田 刃
I{l:, 
| 

＇学校管坪班＇社会体育係

（学校管坪課長）
成田陸憲 学校管坪課員

防災班
（消防署長）
い原義男消防団員
・・・・・・・・・・・・---------

協 ）） 班 i議会事務局

（選管事務局長） 選管事務局職 i

池田[]--C郎喜彗胃l員

消 ー
＿
財 署 i i 

及 務 、J
9
/
 

!.学校の被災状況凋杏に関すること

2.心急教有と施設に関すること

牡I

1．奉仕団体の協力要請及び奉什団糾成に関する
こと

2. 社会教育施設の災害復 11..hit•I’’i]に関すること

1.幼児、児章、生徒の避難に関すること

2.学校保健、環境衛牛の指樽に関すること

3．中、高校牛の協力要肯に関すること
ヽ・、 - - - ----- 一•

1.災害の防禦並びに救助に1関すること
2.捐害状況の調査

1．他の部への協力に関すること

(2) 災害対策本部活動状況

三沢市災専対策本部とその組織分掌については、前］に掲載した通りてある。 これば非常市態

か発生した場合、市長を本部長として全職員か全力をあげて対策に専念するようにかねてから

設骰されて＼ヽる機構であり，

iこなってし、る，

以・ト三i)（市災専対策本部の応急対策の状況を説明すると次のよう

9‘ 
I 本部前の被災者たち S 市災害対策本部

0総務部

災］｛対策本部の中枢機関てある総務部て1よ

災屯対策本部の設置と同時に、 本部要員全員

こ被災者の避難誘導、家財の連搬協力、危険

地域内の病院、 医院の患者輸送を指ポした。

午後 3時、比較的安全地帯と考えられる市民

会舘前広場を仮避難所と指定し、

り出して市民に周知をばかっに。

また、電話ィ＜通のため、

広報車を繰

三沢警察署の無線

装置を利用して十和田警察署をとおして、 県

消防防災課にI甘衛隊の応援派遣と災害救助法

の適用を強力に要請した それと同時に三沢

巾民相談宅を本部のボ務局とした 廷焼か更

iこ拡大ずると市内 6カ所に避難所を指定し、

また経済部に対して炊出しの準備命令を出し

た。

これらについては、災害救助法が適用され

るとその貨務を行欠った。また、給食の提供
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見舞食品の配分等に要ナる人員につし、てぱ各部と講柏 l~ 適 ,1 だ人員配貯を行Lこった、屯ビ、大

火翌日の12日午後 5時には罹災槻帯、罹災人員、建物の令、 1焼数'.ci:汀尺巾大火 l/)罹災状況

をとり主とめて報道機関に発表した，大火の復1日財政措i罰こ）し、ごば、政府及ひ閃係機関i'陳

情Lたのをはじめ、災涛対菜予算iこづし、ては、 1月16II招集されこ第 2回罰II『巾議会及ひそり

後の市議会に提出 l.fこ

ぅ企画部

企血班は緊急に災寅対策の陳情淋を作成し

政府及び関係機関に従出し、被寅状況と今後

の対策に必要な資料作成こあたった また、

復旧計1由1及ひ将来の都市榮造構想叶両図を作

成した~？

広報班て：ま、災寓状況の記録写真 500枚を

撮影し政府及び各関係機関への陳清内に添付

して災害の悲惨さを訴えた）

主に、災害時に：よ、広報車て避難命令及び

避難所の設置場所及び、物資、見舞金の配分

等につし、て周知徹底をはかった、 くわしくは

前述の三沢市の広報活動の節に記述してあ

る また見舞金寄贈者に礼状発送科務を行な

.} ~ 
つ iヽ．、

0経済部

延焼か拡大し大火災害が必予と見られた午

後4時、炊ぎ出しの準備を整えるう一方、市内

証明書をうける罹災者
ト入税の相談をする罹災者

給食設備のある貨業所及び町内会等に部員を派遣L、炊ぎ11:Lの協））ん要請l．た、9

炊き出し状況につ＼、ては災屠救助法て詮述してある 1

見舞金受付所を会計課に設戦したっ災苫復卯融賢額にづ＼、こ・は、政府及びて令融公庫に陳情

し災害特別融資枠 2億 5千ガド］を確｛呆し、罹災者にあっせんしこ

この制疫の周知と利用上の使宜を図るため、 1月14日から 3月15日、 ご市民会館内に特別金

融相談所を設オた．，この災害復旧中小企業者の融賢額ぱ、 3月15日まてて 187i牛抒付られ総額

て2億 3千5百45万3千円となっに．

＼つ調査部

人火の料日から10日間陥災者批帯、罹災人員とii家、 JIIi家、店舗J)披只状況'.cと,tとさ’)

に 被寓状況り）把握については、て沢大火被虜届を罹災者全員こ捉出さ｝i-、それこ晶つぎ rti消

防本部か罹災証明出を発行した。

この事務は市民課窓口て約3日間行なわれた、9

その他税の減免、徴収猶予の相談、市た卜地境界の問迎、借地権の相談にも応じた。
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0厚生部

崩没輸送部の硬員か辿[1トフ、ノクて運ぶ40合分の救援物賢の受付：ナ、その配分に約 3カ月間

不休て似凱しtこa

笑只対沿本部の人々はそ｝lぞれの部て罹災者のために1逮艮が休の活動をされたが、今度の大

火災実て最も活動しだ())，t、この原生部の人々てあったと思われるし，本当に ご苫労さんてし

た！とし、し、たし、＼

主と、伶叶叶事務所1人いこ社会似祉協歳会の窓[1を設オ世帯更生賢金を市内低所得者に 271件、

3,650万円をi't付，卜た，その他主た日赤奉仕r、l1との連絡等にもあたった。

0教育部

＿三沢大）＜て 488人の小中学生、 76人の高校牛か罹災者となった。罹災児竜、生徒が冬休み期

間中てこ八ら児哨生徒の教科因を弘前市の教科苫販売Jしこ発庄、無料て18日主てに配付ずる―市

を決定したか、学年人てあるため、罹災児窟生徒分の教科専ぱ、 人手出来ず、全国の教科苫販

売所こ手配L、土りやく確保、 児嶺生徒に配付した

主た、学用品、参考内笠の確保こつし、てぱ、

保し、それぞれの学校 iこ均憚;:,;尼分 l~ た，

＇）施設輸送部

救援物資の学用品、参考因等を全部教育部て確

大火料日から「1衛塚員、消防団員、警察官、一般奉仕者の協力て14日まての 3日間て、

焼跡の格罪をなしと汗た0

一応

ーい：、罹災名のために 1月15日応急仮設住宅戸を建設ずることが決主り、

棟153戸を巾役所災こ完成し、罹災 153慨帯458人を収容した。

2月10日まてに18

t f、焼、1そる前C地1ズと呼ばれていに米軍財留軍従紫員什宅か焼：r、

棟、 1041'を岡汀尺地IXi -3月3111主ご，こ完成ざせに

これらの従党員住宅34

t~ f、-9 似設(i宅：tあく［ても ・時的心もりてあるため、 これら叫如叫宅にし、る人々を収容

tる施設と l.ァ・災'il［公営什宅10棟50/1を8月15「l主てこ市役所災の国有地に建設入居させたへ

t仁、辿II辿夜、 ト;/ク、八中て到祈ずる数Jj梱抱の愛の物資は約 1カ月間にわたって連

11施設翰送部の人々9r t：っご連ばれに

だ/:,什宅金融公庫胄金の貸付，責材の払

ト：下、 1バ訓柏即、

応l,L, 

91衛生部

巾む！丙院内i-直!（償仇療相談所を設：「に

た、 祠国J杯帥会、

左 •1

大火‘号 [1、

；Lり他什宅建築り相談にも

こ5名、小鹿柄院こ 2名、

t
 恒l飩［科医師会に要請し、

1月31日きて被災れの診涼を無料て実抱し

市民会館に4埓収容した中央病

院リ）人院息名24名のうお、爪息者は,Iiダ恥院

内岡峠婦人科に 2

...................... ,
 
.................... ，
 

....•.................. 

,
 
．．．．．．．．．．．．． 
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大
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名分散収容した 残りの軽症者15名と、郡医院の入院患者8名は1,1宅療義とした、9

主た、三沢保健所憚の協力て次のよう欠ことを実抱したー各避難所を巡同し、負偉者ならび

に病弱者を調査した，

その他環境衛1調査も実抱し、被災地の便所、側溝、約水涸/:cと300カ所を消帯した3

0水道部

水道部て1ま、大火翌日から水道の相談所を水消課内に開設し、指定業者を総動員し、罹災者

の水道工事を優先的に行なうため指示した なお、被災地区に共同水枠（せん）を設置し、住

宅建築中の罹災者の便官をはかった3

0防災部

罹災者の便宜を図り消防本部の窓口を市役所に移し各部の協力を得て火災損害届を受理し、

罹災証明を発行すると共に消防庁に対ずる火災詳報の作成にあたった 主た連日来訪ずろ消防

関係者に対ずる火災防禦の説明に忙殺された＾

市民総合相談所の開設

特に災寓時に市民相談室に総合相談所を開設し罹災者市民の便宜を1まかった3 そして特に多

かったのは高校牛の授業料の減免、奨学資金（日本育炎会）の中諮なと担当職員は不休でこれ

にあたった~う

(3) 災害対策本部活動日誌

1月11日 午後 2時20分頃火災発生

2時30分．市内電話不通となる。

警察習の無線機て卜和田警察界を介し隣接市町村への応援手配、ならびに県庁へ報告。

午後3時．かねてより巾役所内こ糾成されている機構叶血にもとづいて市大火災寅対策木綿

を設胃

本部設置と同時こ、本部没員ば[hh車輛をフルに活Illし、避難，秀導ー、家財の囲搬、息れの

輸送に努めた。

市民会館など 6カ所に仮避難所を開設。

この頃火は中塩小路を全焼、中央町、宰町に向って延焼中、

午後4時．県はさ沢市に災害救助法を適用、同時にご沢市大火災害対策本部を設置、9

調査班ぱ罹災世帯並びに被害状況の調査を開始3

県は陸上自衛隊第19師団長に対し、廂設隊、炊’li班、無線班0)派遣要請。

午後5時．第39普通科連隊（胃森、八戸）ならびに三沢航窄I'-1衛隊 350名到済、焼失区内の

警戒、警備、道路の警戒並ひに炊Itlしの作業開始しう

午後1時55分 消防本部鎮火を発表。

午後9時，市災害対策本部と県災害対策本部問に陸上自衛隊による無線電話が開通。

1月12日 午前6時．市長特急て帰庁，

午前 8時．被害届：ナの提出及び罹災証明苫の発行開始。

航空自衛隊三沢基地司令祖原空将補こ指揮された陸、海、窄、 624人が焼げ跡の幣理を実

掩，

----14---



令融機閃ては中小企業者に災古復［日汽令として 2億5千万円の融賢措置を決定，）

午前10時，［991 衛隊、繁官隊ぞくぞく来援、交代の第39普通連隊長川卜→―•佐の指揮のもとに、

八戸の39連隊 160人、青森の第9師団から通信大隊、補給隊20人、炊事トレラー、水トレ

ラーて活動、三沢航字自衛隊も甫原咋将指揮180人、消防団270人、ぞ沢警察署、八戸署、

六カ所村消防団so人、 卜和田労など131人か焼後の賂坪、交通賂理等の作業に協力。

在日米軍統合n]令官、第 5守軍司令官、モーリス・モ・プレストソ中将、三沢某地可令官

タ` グラス・ 1・ホームズ大佐らか見舞し、に来庁。

平野ij翡知事が現地視寮iこ来庁」

午前10時から市議会議員による全員協議会か開かれるぅ

午後 1時，作業進捗状況と今後の作業予定について緊密な打合せを行ない関係機関への連絡

と応急対策の促進をばかった勺

午後3時10分，市の対策本部て県、市、消防団なと各機関の作業状況及び今後の実施予定に

っし、て報告協議を行なった

午後 4時30分 政府派遣調査団来市，9

1月13日 午前10時 政府派遣調査団現地を視察、正午から記者会見を行なう。

三沢某地下l：官クラブの隊員か、コーヒーとドーナツをサービス。

社会党本部（淡谷悠蔵団長）などか現地を視寮

「|j教育委員会ては630人の被災児輩に18日主てに教科告を間にあわせる，tうに手配。

1月14日 巾街地の繁華街54Jj2千平方メートルを準防火地域に巾請]

kり1、息后両［芹下から御下賜金？

本県選出の森田、熊谷、沖島、筐森代議 1：か来巾佐藤総裁のメソセージと見舞令持参，~

全•I裕災者に見舞合を支給

焼跡の格班！終る，

1月15日 竹内知clf来市焼跡を視寮、9

仮設住宅153戸の建設ぎ主る，

県知市に市から復輿対策について陳情。

1月16日 臨時市議会開かれ特別委員会組織きる。

1月22日 市長， iII議会，竹内知市に再陳情

2、物資の需給と金融措置

11) 物資の需給

物責の確保について 1月12日早朝帰庁した小比類巻市長Ii、当日開かれた全員協議会て

「被災者の衣類、食糧、住宅の三点を市点的に確保ずるため全力をあげる二と言明した。

① 食料及び衣類品の確保
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災害か発生ずると第・ー番に確保しな：ナればならなし、ものば、 牛活必寄品の内の主食、蘭i/

食て、 この点市の災害時にお：rる食料品の確保はスムースに行左われた3

延焼か拡大ずるにつれて安全地域の町内会、婦人会等ては大火を予想し自発的に捏飯を

作り災害対策本部に提供した，これにつし、ては炊出の節て記述してし、主ず，

主た、市災害対策本部ても安全地域の米穀店及ひ食料品1わこ部員を派遣し主食、濶食、野

菜等の確保を依頼［た、

衣料品についても、特別問題ばなく大火翌日には [1赤、米軍―古）（基地等の援劫て罹災者

に応急用衣料品を支給した。

~
~
 

¥

/

 

ツ^
3
-

~
~
~
~
 建築資材の確保

家屋を失なった罹災者のために応急仮設住宅の建設をする•—方、自力て住宅等を建設ナ

る人のために対策本部ては県に対して建槃資材の確保を強力に要請した、そのため県てぱ

三沢大火罹災者の復旧資材を市価の平額で払下げるよう百森営林局に要請した。

12日青森常林局てば角材等6,240m'を要請通り三沢大火の罹災者に払下げることを決定

し，管内の三本木、横浜、野辺地、 乙供の各常林署をはじめ岩手県まてヒハ、杉、松等0)

(2) 

用材確保を命じた，これらの用材は後r1トラノク等て連日運ばれ三沢復輿に大ぎな役割を

果した。

金融措置

，
 

ヽ,1. 

/

j
 中小企業災害復旧資金

被災者復興融資についてぱ早急に麻t組合中央金庫、中小令業金融公庫、

府三公庫と市内金融機関に陳情、特別枠を確保ずるポか出来た。

主ず、

h銀行、

大火翌f1の午後 3時から議員控宰に県、 ih、

国民令融公庫の政

I•和田信用合昨、

日本銀行、

灌｛｛日）廿組合の代表者か集主り、

青森銀行、 村和銀行、弘前相

災得補償特別融責会議か開が1,

に，その結果、 令業白・ガ円を限度として、総額2億円を融資tることに決定した、

主に、同16日開かれた第．こ［口l巾議会ても、中小令哭災古復旧賢合特別保，；［卜融資枠2億円の促

進を満場令して議決している この災害復IH資

金については、経済部ては 1月14日～ 3月1511

主て市民会館に金融相談所を設げて相談ならび

に斡旋（あっせん）を行なうと共に保証融資枠

の増i↑]を要請し、承認され 187件か受坪ざれ、

総額て 2億 3千5百45万円か融資ざれ｝・ 1

C2 
災害復興住宅資金

住宅金融公庫の災冑復興住宅資金ぱ、建設班

があっせんを行ない、

金融機関となった

受付期問1ま、

古森銀行三沢支店が販扱

4月30日まて行なわれ74件か受

］ 

三沢市災害復旧資金

業種別利用状況

おFi

理され、総額て4,393万円が融資された、つ

この災害復興住宅資金ぱ、木造也築の場合は

—•76---
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三沢市災害復旧資金業種別利用保証状況 （令額ii1位万円）

小食売料品印製戦叉機械拿属哭 サ—ーヒ 保外険対象
合壮 梵 本 i ［ 業 1 建設業御完業小売業ス業 ビのスサ業ー

f I • 数 187 5 1 ！ 2 6 81 61 23 

9＼し入； 甜i23.545． ' 455 200 200 180 800 200 10,530 9,430 1.055 

18年、耐火構造紐築の場合は、 25年賦償醤と欠っている、9

3 li環更生賢合

III'惜更fI賢合ば、．＝沢市社会桐祉協議冷か販扱し、， 275件、総額て 3,659万円かi粁l＼卜ゞ れ

た I躇平面図

3、 災害公営住宅の建設

災古時に建設竺れる応急仮，没什宅It、あく t

ても寸1拍'f'J 左も 0）て＇恒久的て 1 よな＼、／~＇

災古救助社、によると応急仮，没什宅の供炉期間

（入1，り）は 2カ年以内と［［ってし、る しt.:かっ

て仮，没｛I．宅の人屈者は、 2)）年以内I、一＿（し宅を確

保し欠：rれば左らば＼、 しかし、（I-宅確保間題
: t 、「常 1J\• も難航して I; り、‘り 11'J：災＇，tれ―一見舞 j9,1 J 

i'羅災名てIt容易九巾てit:99し、，しにかって（及

(l設宅の入1，片者は、知期間は1,t}{I9の安定夕,得る

・11・カ、1廿米たか、常に{i宅間訓こ小安をし、たl、こ＇

lヽ る名／）、多＼、

し— 0）ため、 iii て i 、t リ 9[1 ：対して災＇，じ公閏｛ i.宅り）

建設を強））1こ働討か，｝、災古公営什宅181東50ii 

を8月1511主てこ’)［成し、 50111,;f:'165人を人1，り

さサた＼ ／‘ 

4 5帖

"皆平面図

押入

も帖

｛屯I

建設された災害公営住宅

1. 名 称炎＇， i：公常iit: 

2. 紐設場所 .：沢市桜町てl11 1 ~ 7 
J. •j( 笈：i- ｛本 て応tI

古森県

18械50/f 

阿易耐火札’迅(̂ ．附＼

38.721111 

4. 煉及びI'数

邸式・梢辺

サ＇‘月面積
．
．
 

5

6

 ．
 

完成した災害公営住宅
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建設された基地従業員住宅

1，名 称 ：沢米軍桔地従業員fl宅

2- 建設場所 罰も1l 岡—ミ沢

3, 建設総 ‘T~..,l'/ 49,852.000円

4- 偵及び戸数 34棟、 10411

s. 邸式・構造 平家建フレハプ I 
6, -！汽り面栢 23-lm'~29-7m' I I 

| 
” "~ ー・ 一

完成した基地従業員住宅

4、 米駐留軍従業員住宅の建設と移転

この大火て三沢米軍雄地従業員宿舎22棟， 86罰帯が焼：t出きれたっこの某地従党員宿舎ば、

旧日本海軍か使用した宿舎て、繁華街の中心にあって相当老朽化していた，

大火前にも地区の人々から再建等の陳情か再三、再四〖されていたか、市ても国有地ならび

に国有財席だげに傍観せざるを得なかった勺

大火後、この従業員宿舎の建設間迎かとりあけられると、市ては 三沢市都市建設構想図I

に枯づき、代替地の提供を条件に力い地従業員住宅移転建築を防衛月たらびに財務局等に再三1こ

わたって袖1/iした，市議会の災＇，昇特別委員会もこの間迎解決に奔凡 1、東北財務局、防衛施設

Iiに陳情してし、る、9

しかし、人），｛｝行てある），し地従業員から、通学区の変更間題笠0刈11由て第一案の移転に反対さ

れた＾このため、巾側と従業員地lメ＾代大ならひに全駐労三沢支部役員とて協義か佃同かにわた

って行なわれたか、 ＾一向に進展せず・一時は市の計1rhj構想も賠礁こ乗り．卜げた形となつた。

しかし、て沢市長はじめ災害特別委員会の努力と従業員地区住民の罪解と防衛施設庁等の協

りて、移転代替地か決定し早忍に住宅亡lf完了を条件にようやく解決した―,

そして昭和41年3月31日主てに 34棟， 104戸か、総湘業費4T 9百85万2T-l'Iて、市提供の

代替地岡さ沢小学校東側に建設され 4月411主てに103[ll:帯363人か入肘した。

この1森地従業員住宅の建設された敷地は、市か民打地 16,000m'を、 21,481.500円て買収し

提供したものてす。

従業員住宅後地の国有地ぱ、市が代替地として提供した1]］地との交換となる卜地で、公共的

極設の建設計19訓構想がもたれている。
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5、 市長、羅災者に見舞金を支給

市災＇，じ対沿本部てば、 1月1411午後 2時から本部前て、罹災者に見舞金を支給したc これば

全国の人々からの見舞金てぱ欠く、三沢市か罹災者に贈ったものてある 世帯じには3,000円、

家放入こつぎ1.000円、 6人主てか8,000円を限度に支給されたっ

6、 大火と労働問題

大火によろ操業の一時停止、企業の閉鎖などから従業員に対する賃金の未払、解雇などが生

ずると考えられ市災害対策本部てぱ、大火に．［る失業者の把握こ奔走した＂その結果 2月2日

1i業所が被災して職を失なったものは35人に達していることが判明した文9

このうち29人ぱ失業保険を受：t、残り 6人は失業保険の対象外てあるため、早急に職を求め

て＼ヽることか分った、

このため、市災甚対策本部てぱ、これら36人の失業者を、安定所に要請し早急1こ職の確保方

を依頼ずると共に、その人々を山となって送り込まれる救援物資等の業務要員として長期問屈

用し一時的な救済をした、9

屯たこれらの人々ば、 'li業所か復Illずるとそれぞれ職場に復帰した，オ
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第八
一ゞこ
'こ1I・

米軍、 n術隊、各機関、団体などの応援、救護活動

・三沢巾大大の報か律々汀1]々 iこ伝わると、全国から激励の園報、霊話、手紙窄が、義援合及び

物賢と同様こ殺I到し九 これと同時こ各機関から応援、救護の手かさしのへられた。この中が

ら特に：・臼尺大大に応援救護したものを拾って見たい，

米軍、田衛隊左とのlI'I火活動iこ9)し、ては袖述したのてここては省略ずる、

これらの人々こ対ずる感誅11人の贈9且式lt41年 6月15日市民会館て行なわれた、)

1、米軍

大火発！「と同時に三沢米軍禁地から 100人の民，卜がii博力し、被災者の家財囲搬をぱじめ、罹

笈者の避難，秀碍を行"cつに これとldJII『に、恐怖と戦慄に卜30)のく巾民をJi,1り）日本諮て―大

丈人ごずか、あj，ヂ匁い と隊iiし、安心感をりえに、主｝＾、大火‘’illの1111 1-: t、避難所の

一部と 1て加地内の他設を捉仇l.、15人か収容岱れたへ

大）ぐり11 /Iヽら 3II間、 1,--1、ズ"I令‘I,f/J9指揮かとり［介i5,000枚を罹災者9―ll曽っ！:他、ハヤ

／フィス、ゴーヒ—-、-'"アとc ど6,000食左市民会館て 1 11 SGO人分ずつ •I惰＇災名に配り感謝ざh

} ：， 

大火料日の1211には

プルド--ザー、クレ

-‘/ 9ドを出動ざせ、

焼 t}跡を柩即、 ー［に

＇i[り11,、7-、トラノ’
、I,捉化し物資の連閤

兄と、こ忙直濯J,ご|i;)J

'9` 
Iー・‘-J 

14「I州朝、衣肘！ば

9ビ］0-7トソ1j、1¥¥，i[I1 ]し
地汀ヽ ら1,ti、]一られ竺

”/々＜

消火に活躍する米軍消防車
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2、自衛隊

噌（巾定＇・［対渡本部て：ょ、し、 r,1，！く駄こ対

L.、［l盈 した県てば災古i/)

激甚を寮知しこ「1衛隊の応援を得る外は心し、

と第39普通科辿隊こ派逍）jを依頼した，

大火崎日の11H、 1,1森県災寅対策本部の要

清こ）よっぎ航'9ド[1衛隊・三沢）嘉地ri]令重原空将

補を隊長とずる第39普通科連隊青森、

~とふらひこ二＾t尺航窄 I~i 衛隊か午後 5 時に到着

し、徹夜て焼失区域内の警吹、

八戸）

警備及ひ炊ぎ

出しを行心っt-

そ｛｀て翌1211、早朝からダンプカートラノ

クヽ プルトーサーなと30台て焼｀一｝跡の格見

復Ill作業を行匁っえ 主f、:12日0)ki，こ！よ前夜

いらの 350人と交代て第39普通科辿隊長/llfこ

•竹指揮のもとこ 340 人、 占森の第 9帥団か

ら通1,，大隊、袖給隊20人か到ぶ、焼C!＿跡の柏

即、道路格備、炊き出しばどを行 L＄った，

日衛隊第 9帥団の袖給隊ば20分て300人分

り）炊ぎ出しの出る野戦｝廿炊小←トレラ—-i\i て、

1,000人分の炊ぎ出しを行なし、機動ぶりを発

揮I_,こl

l 復旧作業に活躍する自衛隊

写真提供＝河北新報社

＇、炊き出しに協力する自衛隊員

感 謝 状

殿

：沢巾大火災＇内の際にぱ，責殿の柏刷 Iりな

御協力によって災者業務及ひ枚設業務をl'I沿

に処郎し出米ましたことは、罹災名のみなら

ず巾民の深く感誅Iずるところてある

ここにさ叩人をi陪り、深甚なる，叫I心を≫人ずる，

よって

3、町内会及び各種団体
I I {｛ fI 1 4 1 1「'6Jl101I

碕｛巾J, 小比類む ? : ( Hi ヽ＼．し

:ii( 巾人••K こ ‘9令'l1・られた巾内心各師1·11休の物心I[hJI(II救援活動，t,＇），．，： ［し程り討itりを91、し

; - 3 

大火‘」411こ：．t，災＇甚対笈本祁の指ふをまたず町内会、婦人会： ［炊ぎ出しを行欠っ fこのをぱじ

）ゞ＇り [I:．trh内婦人［寸［体、 ・て沢文化服装学院O)'I徒、辿合占年団員‘'.cどか、 寒布しこ '~i う i) 出ざ ft~

こ罹災名匁らひこ、焼＼：～跡を怜理ずる作業員のたしがこ手こや、：＇どを負し、エから、，こきり飯を作

レm
つ i- そしご巾内v'）中、靡校牛逹か罹災者及び作業員こ配っ乞

•ヽ­
＇ 

~i ャ

-t 1 2 11 o)'r',:，)しこば 1lii1~1 からの徹夜こも免げず巾内消防団員 270 人か焼、十跡の帖坪をし

t: ヽ— o) 「 1 、 万1ぐ化・1•和田署、八）＇署，［との警寮官 131 人か焼， 9＿跡 9e 見る見舞客、作叉日平
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の交通拾坪をした、う

三沢市民か最も場力したのぱ、救援物買0)

仕分げ配分てあった この救援物汽の仕分］

,こ|．ii))したのば、市内町内会、婦人会、学It

,＼年団ばど68団体て 1月19日～ 2月5日まて

て延 1.809名iこ逹しに］

救援物資の受付は市伽祉す4務所こ設庁られ

たか、この格理連搬に大芝沢高校女生徒、ご

沢ボーイスカート達か協力したのをはじめ大

さ沢高等学校の生徒 189名か 1月12日～15日まて、三沢商業高等学校の生徒 31名か 1月25、26

日、芝沢文化服装学院の生徒 162人か 1月11日～27日主て仕分作業に協力した まこ→五尺ドレ

スメーカー女学院、三沢理容美容裔等学校の生徒逹も積極的に協力した とくこ大三沢高等学

校崎時三年生工藤君か冬休みを利用して連日配分作業に協力して市から寮占1人を受•t た。

11) 三沢大火協力機関

三沢市医師会および歯科医師会 ぞ沢市医師会（会員24人）と三沢市歯科医師会（会員 8

人）では、三沢大火の罹災者を次の期間無料診療し惑到された

罹災者に対する無料診療期間 昭和41年 1月11H~1月31日主て

弓沢市医師会 尖人員 240名延人員 950名

三沢市歯科医師会実人員 20名 廷人員 48名

三沢保健所 三沢採健所てぱ火災発生後全所員を集合させ、井常態勢をとり、かねて定め

てある三沢保健所災害防疫本部糾成表により勤務につくことを指小した それと同時に救急、薬

品の手配、停電Iこtるローソク、懐中電灯、暖因Ifl燃料の準備、匁らひに避難所こ対ずる応急

食品を用慈した，

午後4時、三沢中央柄院か焼失したのて、三沢市災寅対策本部と協））し入鳳息者を一時市民

会館に避難させた 保健所附近にも避難者かあふれ、所内にも約30名か待避しにか、このうち

外人2名を含む 4名は按過傷を負っており、これに対して応急手当を行なった。続いて、市対

策本部と救助対策について打合せを行なし、、死偽者の状況1こつし、てそ訳「ij立柄院、八戸Il赤救

護班の協力を得て調査したか、死者並ひに繋急医療を必要とずる仇傷者は欠かった。

この結果に基づき上北郡医師会長、三沢市医師会長、 rt汀び丙院長ならひに県医務薬務課、公

衆衛生課らと対策を協議し、翌朝から救護班、環境衛生班、防疫班に分れて各避難所を巡団し

負偽者、柄弱者の調在、給水状況調査ならびに水道検査、罹災地の使所、側溝、 汚水祁等 350

カ所の消毒を行なった，

東北電力株式会社三沢散宿所 東北電力凸森支店てば、罹災名に次のような特別措貯をし

に，

1、 徴収料金適用期間の延長

1月調定分の電気料金について、その割引料金の適用期間をさらに30日延艮し、 50日以内

にした。
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2、 不使It1期間中の電気料合を 6月30日主て免除

3、 「庫負担金、臨時I?li費り）免除

｝Lの場所て被災叶時の契約内容て復旧ナる場合の下冑負担令は無料とし、主た臨時湛灯取

付のビめの内外線l:1}費こ＇）し、ご：， t,定灯数iこ限り無料としビ

4、 定額電灯力II人家庭の電球を 3月＊II主て無料交換した

5、 投光機の設置欠ど 被災地域に投光機を設貸して罹災柘こ感謝された、9

三沢電報電話局 ぞ沢電報電話局てば、罹災者の電話を無料て復旧した 特こ災‘甚時、、こは

し、ち早く柔道場、市民会館、対笈本部、第ー中学校など 5カ巨厄こ臨時特設電話を設，十て対策本

部1こ協力した

主tこ、発信電報ぱ 1月17日無料て取扱し、をしたのをぱじめ混乱時にお：ナるぽう大な見舞電報

の処理に市役所内に臨時配達所を設、十罹災者のために不眠不休て働し、仁

三沢郵便局 罹災者て貯金通帳証其、印かんを焼失した場合ても被災者てあれば払い反し

t-， 1世帯につき簡易手紙 1枚、ばかき 5枚を無料配付した〉また、簡易保険の井常舒付も行

なった。災寅て住居を失なった人々への配達事務は電報同様こ嘉和こ絶ずるものかあり、配達員

の中には過労て倒れた者もある程てあった，

青森銀行三沢支店、弘前相互銀行三沢支店、青和銀行三沢支店、十和田信用金庫三沢支店、

三沢信用組合 これらの地尼金融団てば、罹災者か預金通帳を焼失しても本人と確認出来れば

日）かんか心くとも払し、仄した＇また、代罪人の場合は巾発行の罹災者証明甚を持参ずると払い

仄した，またこれらの金融団てば、制度融資を餃大限に活用して罹災者のために特別融資を実

抱した

国鉄三沢駅 国鉄て1よ、三沢大火罹災者に対ずる救援物資を 1月12日～ 2月11日まての間

無料輸送をしf-ー，とくに連1-1数千個送られて米る救援物責の処理に駅員：土徹佼作業てあたった

ばかりてなく、他からの応援を得て活慟した‘‘特に苫労したのは何Jjとし、う物資の保管場所て

最終的にはホームにまて山秋し、乗降客に多大のめし、わくをかげた，

NHK八戸放送局なと NHK八戸放送局、東北電カ卜和田営業所、八戸メーカー会、県

テレヒ、ラシオ躍気廂業組合三沢支部1よ、 1月20日～22日主て市民会館て被＇甚ラ／オ、テレビ

八［と受伯機の相淡所を開設し、部品代ぱ実費て，検査料， l二料、修理料は無料て行なっに3

三沢市社会福祉協議会（会長黒田政之進）ては、 Ill:帯更｝一日 Lを行ない、また、

令国からの救援金 170余万円を某として罹災者の救援ボ業として罹災者家庭を対象とした乳児

保育所を設置した）世幣更牛資金は、 275件、 3,659;:i円か代し出された，また、乳児保育所ぱ

自転車振興協会か、県社会福祉協議会をとおしてご沢,Ji社会伽祉協議会に三）（大火の罹災者の

ために使用してドさいと寄附したも 0)て、罹災者の要唱こより設骰した この保育所は、市役

所裏の桜町こ 4月20日に設置され、建物の大きさぱ約248平方冒のプレハブ式平家て、，没骰期

間：よ 2カ年となってし、る 満2歳まての乳児かこの乳児保貪所て -U・IIと成長を続hr、罹災
者から非常に感謝されてし、る，9

2) 災害対策業務協力団体

0高橋製材所 中輛及ひ市業員提供
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) 1＇直 l：業所 い1者送迎/flとしでり噌11!帆料捉仇

) iIIIli:，iIJ札業KK 本{1名込迎/IIとしこ中輛無料捉供

し万 ．． e^J¥fi貨物KK 救援物行の無料翰送，匁ど
ぅ凸Iば迅協会 避難所九らひこ救援物胄配分会場としご[‘遵場か捉供

3第小学校 救援物賢保管場としご体有爵（を捉供

＼＇）．虹尺職梨，；／ II練所 I• も、 'ei仮，没付宅の紐設及び物胄仕分場の棚作り肌料奉仕

＼）日本逍運KK三沢営業所 小1_l物賢の運羞無料及ひトレーラーの提供

ぅ三沢警察署 人→Jぐ月日及び復旧主ての交通規制 Lょと

0―三沢市農業協同組合 糾合員から米•·Jiの捉供主た炊ぎ出 L 等ご房―/J

3 •三沢市商［会 罹災者に対ずる金融措置なとこ協力

っご沢職業安定所 罹災し職を失心っf-人々の人ぶりに特別あっせん合

〇三沢航空係安'h務所

0三沢渉外）｝務管理事務所l0て//(内年会議所 災害対策業務般に協JJ

0大三沢高等学校 炊出及ひ救援物資の配分笠iこI尻方―1J

0 •三 t/（商業高等学校 炊出及ひ救援物賢の兄分等こIiかり

0消防本団及び分団13団 大火竹11及び復旧作業こ活躍

3 日か医師会

0盛岡簡易診療所 ［ 
罹災名の無料診寮

9ぅ八／•J株師会

） 
〇共産党医療奉仕団

0小島洒店 倉庫無償提供

〔3) 日本赤十字社の活動

日本 •Jj、 t·'f'llてば、三沢大火罹災杯こ物心lrf,j ！（IIて多大の政献をなした，

叫伽こは、義援金、見舞金、救援物胄か想像以 Kも岱せられに，この金品＄い集の中心とな

っご全国民に慟きか、J・たのは、 日赤各支部の運動こ員う所か大てある"

青森県「l赤支部てば、延焼中こ呵保，lト業諜長か現場こ到着、状況を判断し、ずぐ県文部八戸

し1赤1内尻こ連絡、救援物買を送ったa きた、八戸H赤；丙試てはi,'，1il此長以↑仇師 2名、石護婦 5

名か救護班を編成し、［「後 511か50分現場こ到沿しに 枚護Ji/iは現場iこ到着「ると仁だちに岡三

t}（小学校、上久保小学校、 百／（第 411学校、巾民会麟米軍）よ地こ避難しこ人々り丁‘りを行欠

った。

主た、 13日こは日赤八戸柄院がら第ご次救護JJE7名，’い出動し、避難1¥『の被災者を診寮したJ

主に、義援金の経集こ）lヽては、占森県11赤文部か束奥日報社笠と 体と '.Kり、県民こ て沢

の被災杓こ援助を と強く呼ひか，Iたのをはじめ、令国各文部ご：tそflぞれ麻集を行匁った、）

物冗こど）l、ても日赤各支部か中心と Lぷっご全国民こ訴え人＿ f ふ 9らば〗大''c 数 Jj 梱包とし、う

数に逹した，

(4) 青森県共同募金会の活動
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古1f砂しtしい1峠令会tNHKとJlfll'、仙合郵政局か後援しご令国初めこの災＇只救援令送令料無

i 1し，＇）収扱し・ヽ I¥,］ぶ県内 it •1, ：9, • 9 ．んりし—［仏く↑杯[;―_, :．沢人火救援

l.356M,750円を岱，［しこ

を呼ひか、卜 3回に n,J

Lに他――＜足iい）に、も開設‘l.！こ吋尺乳児保育呪こも設it？経費として：35Jj|'］を文出した＼
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藤

内

木

田

渡

谷

塩

堂

場

名

郎

雄

雄

男

茂

男

草

弥

衛

佑

郎

男

郎

貞

郎

蔵

夫

進

助

直

iり

3

蔵

造

洋

矧

松

蔵

彦

人

郎

郎

蔵

郎

男

男

郎

美

足

郎

六

次

秤

人

出

四

HJ

之

之

じ

次

人

一
●
苦
松
由

11

芙

松

日

剛

扮

い

行

政

金

友

彰

憎

古

義

勝

中

い

外

竹

弥

安

又

兵

芳

灰

て

義

義

竹

圧

義
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代 ＆ 者 氏 名

団 休 名 延 員
役 職 名， 氏 名 i ．． ~ ~ 

＇ 

第 1~と 9 分 [JI 種 r Ii 竹次郎

本 町 ―I II 町 内 会 会 如 岩 城 守 18 

l II 久 保 ぱ る 10 

I II Ill 靡 馬之助 8 

四 I II 111 本 芳 男 20 

新 町 I II 村 } i 禎次郎 ， 
" 

．^ ―l II 芝 HI 安次郎 17 

薬 I:I II I II 北 1;,J 繁太郎 10 

" . J ll 古間木 郎 10 

大 町 連 合 会 』臣、、9 場 良 11 

松慄i町 I II 町内会 別 部 昭・ミ郎 16 

" ._―.r H 鈴 木 勉 14 

桜 町——• I II 山 l 9~ ! 忠 雄 11 

桜 町 ．ー一・土 J I I 松 橋 平e t 造 13 

中央町—••• I [j 111 ［ ［ ］ 愛之助 16 

銀 座 連 合 会 本 宿 I [―● 7 

宰 町 連 合 ノふ‘・ 根 岸 左 角 10 

平 畑 66 町 内 会 藤 岡 IE 雄 11 

D 地 区 l'I 治 会 ) 1 1 中 沿 志 2 

岡 -．： 沢 町 内 会 山 本 潔 23 

深 南 町 内 会 小比類巻 兼 柱 ， 
浜 .. - 沢 小比類巻 勝 又 16 

鹿 I:1 1 l'91 村 勝 見 23 

四 Ill 11 高 樹 郎 19 

五 Ill H 亦 和 健 治 21 

淋 代 月 舘 文 , t I 10 

六 ill 目 中 村 広 治 20 

織 笠 長~谷川 冴 夫 20 

塩 釜 中 村 弗太郎 31 

谷 地 頭 佐 久 義 }j 13 

根 )I 大 森 兄 ．~~ → 12 

朝 11 鶴ケ崎 武 ふ 7 

高 の II < イ1 橋 壺 5 

｛ヽ壬旨9~ 綺 Ill 肋 ,iJ 5 

細 谷 中 村 儀~一郎 10 

春 II 4 9●' " 古 Iii 俊 ~. 10 

t‘I 衛 隊 春 ti ム" l il 地 竹ノ内 家 助 19 

束 町 町 内 会 ＂ メ' 
n j 5 

商 l~-- 会 従 業 員 宿 舎 炉h 理 人 菊 地 強 100 

ーー：沢カ 卜 リ ッ ク教会 フロラン・ヴィウンサン 20 

大ミ沢高等理容芙容学校 理 .,Ji 艮 中野渡 l l. 人 40 

一三沢トレスメーカー女学院 院 長 亦 木 約 代 30 
： 

文 化 服 牧 学 院 烏谷部 芳 f̂ 162 

―"． 沢 巾 連 合 村 年 I fl 団 長 安 藤 扮 則 109 

ill I~ l 占 年 学 級 学 級 長 内 藤 健 蔵 31 

四 Ill ti 
,, 高 橋

＂（ 人 26 

塩 釜 長谷 Ill 万 夫 18 

織 笠 小笠原 広 芙 29 

砂 森 講 iill 艮 未 ，、ナ f• 10 
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I廿 休 名 ・
底翡

l
.
 

f
 

者 氏 名

-- -

知：人団体迎絡

大＾＿瓜婦

: iiく ii,

大 薗

織笠

パ）11 11 

淋 代

恨 JI -
五）II 11 

塩 釜

約 9尺

深 南

四川目

浜:沢

---： J I I I-1 
牝中

六）II 11 
~：沢市中央

：沢市防

~：沢珠

婦

協議

人

＂
人

協

学
＇ 
人

算
じ5
 

妍

会

会

9
>
 
罰

校

会

塗

役
一
会

会

，
 
府、，
＂ 

火

名
―
長

J之

長

長

行i

、f 
艮

＂
級

芸
，
会

i
 

＿

保

沢

俣

藤

森

俣

渡

田

石

市

沢

村

部

巻

村

村

ir一
川

部

藤

類比

氏

一

久

大

久

伊

大

猫

罫

紫

赤

種

馴

木

阿

小

木

刈

羽

中

阿

斎

名
人 員

る

枝

る

f
チ

f
ョ

ヮ

f
ソ

ル

し

サ

ニ

f

f
ぎ

サ

吉

咲

ヤ

ダ

ナ

つ

ぱ

ヤ

ぱ

ミ

ミ

励

ク

サ

サ

イ

テ

の

イ

ハ

み

淑

た

支̀l
 

マ

21 

227 

47 

11 

42 

22 

10 

4 

44 

43 

20 

28 

45 

25 

65 

41 

41 

27 

4
 

ヽ
•
9
1

.... “.,.‘ 

... 9・:' ．．．．．． 
9●
:
'
 ...... 9.9 .... ,
 
．．．． 
*
 .
.
 .
 

• 
`
 

[
降
り
か
か
る
火
の
粉
を
払
い
~

．
｀
な
が
ら
、
f

一
度
も
息
者
た
ち
を

i

"
‘
無
中
に
避
難
さ
せ
た
＾
．．
 
沢

中

央

｝

~
病
院
ー
神
山
武
朗
院
長
（
四

0
)

＂

．．
 ~

1
1

の
医
師
と
石
護
婦
た
ち
の
沈

f

・
着
な
行
動
が
人
々
の
胸
を
打
っ
[

，
て
い
る
，
、
同
病
院
は
火
元
か
ら
い

＂
約
．
五

0
"，
風
卜
に
あ
た
る
木
心

5

造
建
物
な
の
で
ひ
と
た
ま
り
も
~

5

な
か
っ
た
．
出
火
と
同
時
に
避
ぃ

〗
難
態
勢
を
と
り
、
約1

ぞ
ャ
分
後
．

｛
神
山
院
長
は
人
院
息
者
に
避
難
[

、
命
令
を
出
し
た
．
枢
柾
患
者
圧
｝

，
人
を
含
む
こ
十
五
人
が
入
院
し

i

3-
題
て
い
た
が
、
渡
辺
ち
よ
婦
長
（
四
ぃ

じ
）
の
指
揮
で
ト
・
人
の
医
師

石
護
婦
た
ち
が
身
動
ぎ
で
き
な
〗

話

一

‘・

の
ぃ
患
者
た
ち
を
次
々
に
担
架
に
ぃ•• 

火

乗

せ

、

約

五

0
0
"
風
下
の
市
．

民

会

館

に

連

ん

た

こ

の

間

わ

{

ず
か
：
一
十
分
r
‘
火
勢
は
強
ま
る
・
"

大

＾
方
で
、
安
全
と
思
わ
れ
た
市
~

民

会

館

も

危

険

と

な

っ

た

―

[

息
つ
く
問
も
な
く
屯
括
者
た

5

ち
だ
け
で
も
他
に
移
さ
な
け
れ
[

ば
・
一
と
ま
た
避
難
が
始
っ
〗

た
•
'
そ
の
こ
ろ
市
内
の
各
医
院
ぃ

か
ら
も
応
援
が
来
た
c

再
ひ
火
，
＂

の
粉
を
ふ
り
払
い
な
が
ら
市
立

2

柄
院
な
ど
一
ー
カ
所
へ
収
容
し
，
＂
．．
 

こ
3
f
 （
朝
日
新
閲

4
1
.
1
.
1
3
日
・
＂

よ
り
）

‘・．，
 

”
 .. 
9‘., ．．． 9.9•9 

.. 
，
 
... 9・:' .. ,.’•9.9•9 

... ,'•9.9·:' 

.. 
，. 

見 舞 状 ⑧
 

「
横
根
廿
年
ク
ラ
プ
」

上
る
一
月
十
1

日
の
大
火
を
報
道
閲
係
よ
り
知
り

ま
し
ま
が
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
は
悲
嘆
に
く
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
心
よ
り
同
情
申
上
げ
ま
す
、
J

つ
き
ま
し
て
は
私
逹
ク
ラ
プ
で
町
内
の
廃
品
回
収
を

行
な
い
、
わ
ず
か
な
が
ら
見
舞
全
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
お
受
け
取
り
下
さ
い
＂
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
は

-
H
も
早
く
立
れ
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
中
し

K
干

ま
す
「
~
（
千
葉
県
甜
上
郡
飯
岡
）し/\

‘
\
/
~
し

「
子
を
持
つ
父
」

二
沢
市
の
皆
様
、
こ
の
た
び
の
被
災
さ
ぞ
か
し
大

変
で
あ
っ
た
ろ
う
と
お
察
し
致
し
ま
す
3

肌
を
さ
す

様
な
こ
の
寒
空
に
泣
き
叫
ぶ
赤

f
達
の
声
が
今
に
も

聞
え
る
様
な
気
が
し
ま
す
。
わ
ず
か
な
御
金
で
は
ず

か
し
い
の
で
す
が
、
赤
ち
ゃ
ん
逹
の
”
オ
ン
メ
“
の

一
枚
肌
着
一
枚
に
で
も
な
れ
ば
幸
い
で
す
3

（
匿
名
）

「
真
光
菊
枝
氏
」

前
略
、
こ
の
た
ひ
の
被
災
に
は
気
の
毒
に
存
じ
て

居
り
ま
す
へ
)
別
封
の
合
額
少
々
で
は
有
り
ま
す
が
、

私
共
家
族
が
御
地
に
御
世
話
に
成
っ
た
者
と
し
て
．

日
も
早
く
復
興
に
励
み
ド
さ
る
様
皆
様
の
努
力
を
お

祈
り
し
て
居
り
ま
す
（
（
小
牧
市
緑
町
一
／
十
こ
こ

「
航
空
自
衛
官
」

肋
略
、
謹
し
ん
て
火
災
御
見
舞
巾
し
上
げ
ま
す
っ

私
儀
、
大
年
の
春
迄
約
六
年
間
貴
市
で
航
空
目
衛

甘
と
し
て
御
世
話
に
成
り
ま
し
た
，
昨
夜
来
の
ニ
ュ

ー
ス
そ
の
他
で
知
り
憩
き
ま
し
た
3

さ
ぞ
力
落
し
の

れ
と
介
じ
ま
す
が
、
；
目
も
吊
く
復
狼
さ
れ
ん
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
っ
倅
少
で
す
が
御
見
舞
の

印

お

送

り

し

ま

す

（

は

名

）
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第 九 収

救援物賽の受付と配分

1、救援物資の受付

・・三沢大Kの状況が、

ぇ とし、う全国民の隣人愛の綸が大きく広かリ、都道府
県、市町＾村、各柿詞1体'cご全国各地の

あらウる！培料から暖'； 1し、1ri]情ぃ寄せられ、辿[1衣類や食料1、

策本部こ'ui、lふられに その数，t数Jj梱包とし、う灼像出米,¥し凡と大心数、こ i．［っピ

乃 12 日，—一：よ、 臼尺），K地ホームズ，fJ令宜ヵンら［布 5,000枚，）、｛I.許ら，9,；'})を： ：し,!)ii，方、 Lょどガヽら紋

援のE布、

主に、

テレビ、 ラ；ナ、新間笠ご全国，こ恨道きれると、

タオル、わケ／かトラノクご連：よれ~だぅ

ど冬物 500 ，点を屑 I'tこ、~国鉄虹尺9乳こ， t 災害対伯本品、

II JI];'，t,、(髪|［！『ti4,J、としどし市対

アリの I町 （J) 建設祈てもるピ／神父か罹＇災者 J) 仁ぷ5,•こすーベ～ー＼＼

他1 人：ぅ-)汀：［物い叱 II 数千恨•I全 1] 着し、

駅ても保怜場所こ困りホーム，こ柏む以外こ）j弘か＇：；加っ'-

こ〗しと状態てとしとし寮叱られる救援物責こ rti り）災古対辺本，9il；こし

プi)い甘J)罹災者を故

まず大火翌「1

セーター、背広服芯

内い）介f車を仮設，没i悦

l tこかそれても間こあわず、 次の11カ所こ保腎場所を没i灼しに：

情国］民会館、 召J(柔道場、 午了位ゾー．＼
 

ー
^
J
 

~
 ，
 
｝ヽ（

3

1

 •中学校、），し地内米 'ilf 介W2 袖、航＇心「1 衛隊介庫

市
民
会
館
に
山
と
積
ま
れ
た
救
援
物
資
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シ＼冗交通KK介庫、巾役所介庫、巾役所巾庫、靡椅製材所、小島酒店貪庫

1こil」『直 J,ざれと 支し＿、 こ）iらび）枚援物責ば、森糧、 l]）1]雑貨、衣類、建築材料笠こ大別ざれ

それぞ八介Itiいこ柏入込八こ、

般救援物資

[ ll 1 9 | II 受人数械 i凡分数械 祉i, 名

食 料 l'，h 222,257 222,251 

雑 貨 類 55、759 55.159 

衣 料 l 9,’, 148 310 148今310
テ レ ビ 20 換令 92'000「「I
ス 1＇ 、 プ' 41 換全 102.4001'] 

電 9 Xs ¥ 力~ 一、ア 換令 500門

小 刑 フ ジ オ 換全 1.500円

紐 築 賓 材
(-｝て ド 他） 9、990 換令 578,600円

（木 材） 1 71 i 換乍 81.600円

（そ の 他） 3.768 換金 6 8, 0 0 0’I I 

"「 440,166 

災害救援物資県別寄贈者数調 総数13.334人昭和41.3,31現在

地域県名 l 、 1] 外~ 閻人 1、 1U I 9, 1 地械 肛名 | fl 休 翡'』i人 1、明 ,1 1̂ 

＇ ＇北洵心 101 152 23 276 滋、賀 42 59 11 112 

よ 占森 247 264 46 557 五 頃 40 92 15 141 

油 ］ ｝丁 72 111 18 201 ）；し部 49 115 25 189 

J̀し"， 秋 三 65 44 ， 118 9I」ぇ; -I'.< 1 26 29 ： ！ 61 111 彩 61 87 1 4 168 利I歌ll l 29 32 70 
屯
宮域 113 158 24 295 人阪 181 641 75 903 

北 似島 126 150 25 301 玄’' 迄又 仄卜19 104 371 43 518 

計 690 814 136 1.640 計 471 1,345 184 2.000 

I I 打• 11; 57 67 11 135 '(I、し II/ 16 ， 27 

1りIi！ 州人 53 72 13 138 1, 
』', ｝］｛ 13 10 2 25 

入城 73 115 17 205 岡 ll i 54 77 12 143 
9 9) !、 l 1 2 316 34 462 仏 1,］, 61 131 19 211 

千位 115 310 26 451 l≪I Iii 11 i | 54 15 12 141 

糾I恥JIl 115 843 38 996 四 1'¥ 111 15 37 57 

東 "'以
767 2.131 526 4,030 徳島 24 17 4 45 

計 1, 292 4,460 665 6, 41 7 [ 9<I 
1,9・T,I、9,g, 9,l ＂ ＇ 21 ， 3 33 

山梨 40 29 6 75 
愛霰 44 74 11 129 

紅1g } 69 99 15 183 
計 302 439 70 811 

,1, 
貨 111 45 95 13 153 的！；flI ！ 67 225 4 4 336 
,,,’’, _.'|,、―|,'.,|! ,_ 22 51 1 80 九 {!, 1'、 l 9 15 3 37 

長野 5 7 127 17 201 J又．：椅 8 23 3 34 

櫓沿l 76 179 23 278 危本 10 26 39 

愛知 88 203 26 317 大分 31 11 4 46 

ィ， Ill 21 35 61 店崎 10 14 2 26 
部
外，， JI 60 6 73 J',1 鹿児島 6 13 21 

計 425 878 118 1, 421 計 151 327 61 539 

計荷送人不明数 230 

総 数 3.432 8,415 1.257 13.334 
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2、物資の輸送

救援物買の輸送について国鉄て1ま大火の翌

11、て沢市民に送る救援物賢は、 1月12日～

2月1]［1主ての 1カ月問は無料にナると発表

した これも l)i大な物賢最となった有りな要

因てあったと思われる

主た、八戸市こ本礼を置き、全国にトラソ

ク輸送網を持っている ．． ご八五貨物運送 KK

環山儒・・社長）ても 12日緊急会議を開苔無

償にすると発表したっ

三沢駅から介庫まての輸送ぱ、施設部の部

員かこれに叫り 1カ月間不休て行なわれた。その他航窄自衛隊、市内の諸団体もこれに協力し

連日トラックで運ぴ込まれた救援物資

1日平均トラック数十台分の救援物汽が三沢駅から運ばれたっ

災害救援物資日別及び輸送機関別受付状況調

総数66.001個昭41.3.31現在

日付 国鉄 日通二迅li]郵便局！窓 9.]
................. .. 

1112. ol o: 681 o 1,254 

13, 1 31 2 1 601 1l o 2 1 3'1 486 277 

14 368| 1 9 38 1 0 426 8 | 314 1, 176, 
| | 
1 5 950| 9 128 10i 1, 379 2, 476 9 | 436 684 

16 i l, 374 1 25 26 19'oi l, 544 1 0 330 69 

1 7 ! 2, 3 20 779 1 52i 1 5 7 3 273 i 1 1 368 27 5 
I 1s I 1. 5541 1,099, 39j 22 o! 2, 7141 12 : 608 524 
19j!,108i 8051 1041 14j 11! 2,702113: 410 379 
20 2, 324 403 2, 8 1, 507 4, 244 1 4 174 120 

I 
21 I 1.5411 2,616 1321 191 1121 4.420:, 15 i 103 261 
22 1, 429 1 670 60 2 5| 88, 3, 272 1 6 | 46 248 

23 1, 153| 3, 220 21 291 1 9 4, 423 | 17 33 66 

24 ! 1,0211 861 86j 34] 1.307! 3,3151 18 i 13 118 
| 

2 5 9 2 8 3 3 7 1 8 7, 2, 0 8 9 | 3, 3 7 9 1 9 4’3  

26 | 1, 023 73 1 29 0! 34| l, 817 20 10 0 

2 7 ! 7 8 5 1, 7 6 6 2 3 3 4, 1 0 0 2, 7 0 8 2 1 5 0 

28 | 7 19 52 3, 2 1 2 1 2, 003i 3, 287 2 2 9 7 5 

29 626 805 103 0, O'1, 534, 23 16 

30 i 603; 721j 411 。, 70 1, 43 5 24 1 4 10 
| 
31, 72 1 359 72 27i l i l, 180 2 5 | 6 9I I 121 
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3、配分委員会と配分方法

！］） 配分委員会

配分作業ぱ、悪戦苫闘の連続てあった3 まず、救援物汽はその性格上品種、数尾が一定して

し、なし、ばかりか、し、つ何かとれ位送られて来るのか皆目見当かつかなかった＼当初から数万梱

包0)救援物資か到来するという市か麻前に判明していたならば、配分委員会も具体的方法を案

出出来たてあろう c

三沢市に救援物資か連日数千個届げられた.,市てはその配分方法を迅速、公平、的確に行な

うために市内各団体の代表から25名の委員を選考したっこれらの委員ぱ、市厳会の配分等調究

特別委員会と密な連；tいをとりぼう大な物資の配分に言語て表現ずる事か出来ない程0)苫慮を

した。またその翌日、救援物資配分事務のため特別に市職員12名か配置されたc この12名ぱ災

甚対策本部か解散した後も 3カ月間小眼不休て倉庫という倉庫、窄し、てし、る施設とし、う施設に

山積みされたぼう大な物資の配分に坂組んた 三沢大火て一番活躍し、また苦闘したのは市議

会の委員ならびに25名の配分委員と、配分事務に携わった市職員てはなかろうかと思われる，

ー採納係（受付台帳記帳、受領証作成並ひこ分類に関すること）

（三浦文弥、蹴揚昭雄、天摩降志、浪岡=i~F 犬、佐々木光男、

i 佐々木秀雄）

--!支給係（支給計両作成及び支給受付に関ずること）

物 資

（班長関川刃太郎）

班ー
,_-食庫係（採納物品の解梱、分類及び支給業務に関ずること）

（山本武雄、富田 誡、小野、粕E喜）

（小笠原正一郎、山本節夫、小島康平、平井博）

輸送係（物賢の輸送に関ずること）

（笹渡II'一~三郎、伊藤茂に小比類巻苦品ご又義信｀沢 [1 棋久夫）

庶務係（ □-又勁）

物資配分委員会

民 生 委 員 ‘/；.：像春芙、伊藤ミヤ子、芝田安次郎、古田俊三、萩原ハッヱ

婦 人 会 小萩沢千代枝、鈴木知恵、辰已トク、小比類巻みつ、大沢花

町内会長

伽祉協議会

,',年会議所

！り年「廿

馬場良三、川中情志、松橋賢造、根岸左角

村井禎次郎、佐久問赳、小比類巻盟

赤坂勝雄、広瀬降平，｝社山喜•--

河村ヤ利、内藤随蔵、富岡繋箕、和町1)芙佐男、長谷JI[辰男

12) 配分方法

（イ） 食料品の配分

食料品ぱ 222,257点か届げられたっ災寅時におげる食料品の配分ぱ罹災市民に非常に感謝さ

れたばかりてなく、配分方法もスムーズに行なわれたー食料品の中て、特に t1立って多かった

のは時代を反映した即席ラーメン類てあった。

団衣料品の配分

中古衣料品It、国民の暖かし r,,J柏のバロメータてある、この数は 161,550個とし、う記録的な

―̀-91 



数となった-ばじめ配分委員会

ては、 ・ミ沢独目の点数制配分）j

法とし、う方式て実施した，

この配分方社、とし、うのは、節

似こ説明ずると衣類のひとつび

とつに点数を 1}え、 また罹災111

帯にそれぞれ点校を付：十、そし

ご衣類と世帯点数を合致させて

支給ずる方法てあるー＂

これふ包装を解いて品種別

に分類し、その上、罹災家庭0)

状況に応じてそれぞれの家庭が

最も必要とずる品物を配分ずる

という方法で一理あっ↑こその

為、第ーー中学校体育館て約20問

巾内各団体、各町内会の奉仕を

えて仕分：十作業か行なわれた＿

したかって布1衣料品の配分か

遅れたっ

しかし、迎Ilトラック何10台

て運び込まれる物資の山に委員

会ても崎初の山間を変史し梱包

衣料品とその配分の日

の主主配分ずる市に決定し、罹災 iII•情を四附屑に格付し、第 3 ［口Illの配分かち梱包の主主支給

した これは単に作業かおくれるとか、配分か1釘倒だとし、う坪由てはf[<、＇I＇りに配イ lしtう

とし、う考えからて 1人に対して300-500梱包か支給された)

ただし、［布、 ふとん等ぱ被災者全員に公ヤに配分したっ

救援物資支給規準

A階IPi

1,j f家庭、牛活保護家庭

身休靡峠行、 tt1村家庭

B階料

Al附層以外の令焼者

c階層

A階陪以外の平焼、平壊

者

D階層

独身世帯、同居人、独身

者、貸事業、 t茫店舗、舒

家

市
防
犯
協
会
＇
平
町
支
部
（
会
長
根
芹
左
角
氏
）
は

炉
町
の
町
内
会
役
員
ら
．．
 

十
九
名
で
結
成
し
て
い

る
，
出
火
と
聞
い
て
そ
の
半
数
が
根
岸
さ
ん
の
家
に

集
っ
た
，
中
に
は
家
を
焼
か
れ
た
人
も
あ
っ
た
か
、

こ
ん
な
時
こ
そ
町
内
の
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臼
役
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引
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け
小
岨
に
な
っ
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に
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，
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の
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よ
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4、救援物資配分活動状況

0 1月18日 物資配分委員会組織

救援物資配分のしん速化を図ろため市内各柿団体代表者25名を以って物賢配分委員会を組織

した，

0 1月19日 物資班編成

救援物資配分市務のため市役所内に専門市務局として救援物資班を糾成、関川福祉事務所長

を班長として職員12名を配置した，

0 1月20日 食糧雑貨の配分

食糧品（愕油他） 2,652点、洗剤1,924点配る＂

0 1月20日 物賓集積所の設院

救援物胄の集積所として市役所車庫、介庫の他こー中体育館を集租所に設置したo

0 1月21日 食糧品雑貨の配分

斎内＼［他725点、洗剤6,054，点配る T

つ1月2211 物胄の分類

罹災者に対ずる物胄の配分準備のため (1/21-27日迄l市内各柿団体からの奉仕員の協力を

得、 ー中体行館に於て物胄の分類

"l月23日 食糧品雑貨の配分

臼米他0)食料｛品29,680点、訊斉IJ6,054点1見る 3

つ1月24日 配分委員会開催

第—次物賢配分力法につしいて院議

0 1月25fl 食祝品雑貸の配分

ラーメン1也26,754,＼い、‘i先斉Ilf也3,775，点丹亡そ

() 1月281] 第 i-次物貴配分

第一次陀分として米軍衣料の配分41.365 点、 I"1じる •9

'~) 1月29[］ 物責の分類

配分委員、奉仕団の腐力のもとに配給物胄の分類

0 1月30日 食糀品、雑貨の配分

ラーメン他45,535点、洗剤他732，点11じる;

0 2月1日 配分委員会

物責配分方法Iこついて識長応按宝こ於て委員会開催

0 2月4日 配分委員会

ー中体百爵知こt3いて委員会開催

つ2月5日 第ご次物賢配分

•中体育館に於て第二次衣類の配分41.365点

0 2月511 物胄配分同委員会

- 9 1 -

新潟地震概況

地震発 ’iH II{｛和39年6月16日

罹災 1廿 9::］ 32,970祖：］ ： :• 

罹災人員 I 144.097人

＇（死者 11、ift傷者16
幹傷者107人 ） 

彼＇ i昇終合紅1I 10.913, 1so千円

義扱見舞念， 1.170,483,092円

枚採物賢 省略

八戸市白銀大火概況

大火発 ’1日 昭和36年5月29日

罹災 IIt ::： ！ 6551サ、：し

罹災人員 3,537人

焼失紐物 i 1,043陳

被，'邦総額 2,250,695千Pl

義扱見舞金 28.659.121Pl 

枚授物賓 1,087トソ



物貸配分方法について市議会特別委員会との合同会議開催

0 2月 7日 物責集積所の移動

物汽集積所を一中体f1館から柔道場への移転

つ2月9日 配分委員会、物資配分準備

物資配分方法、）炉作について委員会開催、配分方法を梱包のま主の支給方法に改めたため車

庫l)..j等にある物賢の市民会館へ搬入

0 2月12日 食糧品、雑貨の配分

白米他11,627点、洗剤他1,797点配る，3

0 2月13日 第三次物買の配分

市民会館こ於て第三次物費の配分 6,623笥

0 2月15、16日 物貸配分準備

次回物賢配分準備作業

0 2月17日 第四次物責配分

市民会館に於て第四次物胄の配分11,779個

、2月20日 第五次物賢配分

巾民会館こ於て第五次物資の配分 6,948阿

の2月21日 物資配分準備

次同物責配分準伽作業

0 2月22日 食糧品、雑貨の配分

白米他］3,111点、洗剤他5,952，点配ろ．9

() 2月25日 第六次物賢 0)配分

市民会館に於て第六次物責の配分 8,232憫

0 2月28日 物資整理 ~~~ ~9~ 

中体育館より柔氾場へ連ばれた物責の賂 : 
| 八「［被災者救援金経集

月I ； へ人
サlf'-11午後、 ：りもりに大火か発化し五了八

0 3月 2H 第七次物賢の配分 卜むね／i，，1'f• 9 日Iりが焼け出され、ぎわめて大菩，

柔氾場1こて毛布、フトン等の配分 8,232個

0 3月11日 食糧品雑貨の配分

ラーメン他39,815恵、、洗剤他4,488点配る

0 3月16日 食糧品雑貨の配分

怜茶他1,502点、仇剤他13,852点配る

0 3月24日 柔道場閉鎖

歪道場におげる物賢集積所を閉鎖

〈)3月25日 第八次物責0)配分

市民会館におし、て第八次物資配分として

梱包他食糧品13,633個

つ3月27日 食糧品、雑貨の配分

い被＇甚を受けましに政欠の折りから被災名の窮

加］＇直するにしのし＼、ない状況にありますので、本

社はII叫泊森県支部、県ll会似祉協，義会、陸奥祈
恨、 t＼森放送と共罹て次の北＇，りにより、救仄金を

広く舟斐似民の行さまから募1ずることになりま
した 多くの力のご忙I9]をお＇虹，!いするしたいてあ

りまず

時間

取扱場肴

月 1ー 'IJより：月 1-1u1まで

i]-）j、県文侶、県ti会礼＇［「い協会、本社
ならひに行文料文局

寄られた救長金',il:ti'1'、1 （本協義のうえ—；ぷ市長

を直して被災111,:,に配分いたしまず

日本赤十字杜青森県支

古森昆計公柘打［i：協没会

束奥日報
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ヲーメン他4,375点、洗剤他13,099点配る。

0 4月11日 生活保護家庭への物資配給

う 4月15日 不在家主への配給

罹災不在家主へ毛布等を配る、

0 4月22日 テレヒ、ストープ等の換金

テレビ、ストープ等を換金し、見舞令に繰い入れるため罹災者へ売却

食料品配分一覧表
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9
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9
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団
ー
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苔
ソ
ズ
~
ナ
ふ
茶
ク
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ー

ヽ

分

米

ン

油

ぎ

物

菜

根

ぎ

泊

の

つ

ヵ

ぅ

~
ん

i
メ

ね

れ

神

ソ

ー

酢

―

7

i

糾

と

し

ハ

l

i
り

ど

ル

~
メ

~1 

，

ぅ

ャ

ー

コ

う

納

11
位

チ

そ

ふ

凸

し

お

ミ

食

区
｝
，
ロ
ラ
醤
玉
成
白
大
ね
ま
福
者
~
味
塩
ソ
キ
ー
'
’

9
9
 

~..- ~ 

！ 

--4, 

1, 029 

8 ， 6 
6

1

9

5

6

6

 

9

2

9

6

9

9

 

8

0

3

8

8

8

 

9

,
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5

6

7

 
ー

~' 

-

5

 .

-
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884 

2.405 

2. 704 

5,908 

19.638 

3,316 

711 

6.067 

5,661 

1.105 

905'3,690 

1.605 

5,832 

950 5,971 

6,399 

17.865 

896 

896 

872 

1, 445 

1.687 

合計点数

' 

2 6 5 2 

87~1 

-i -6301 815 
802 -

| 

72529,680l26.754.45-535:ll.627)3.9lll39.815, l,50214,3751176.576 
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雑貨品配分一覧表

第 2第 3第4 | | | 
，次次次

第 5次第 6次第7次第8次第9次第10次合
I 

一~＇~―------------一". " 

928, 4,480 1,794 4,8851 

区 分 凩 計

仇 剤 !li,I 2,826 

ア ン／ ヵ

懐中電灯

歯

1,' 
-
C
A
 

歯磨セット

ii・ 

皿

英

t
 

+t' 
ぶ

ぉ

出

-1 ッ

麿
~
紙

炭袋(30コ

椀

類

皿

り

位

呑

プ

ミル~クセット

計

＇ 
電気ボット

闘 時

フォークセット

コ 手袋

9ヽンドク 1/ームl

鍋又はヤカン i

伽CI

詳食ナイフ：組(3

筒侶I(

茶

収

芹、”“名J.T>
 

こ

-
J
 
J
 

ヒヒ

よ

介

し

み

器

,
 
.. 
9
 ＂＇ 

，ヽ，＇ ,
/
 

ク

ス

テ

コ

プ

フ 八／

合計点数

個

IIi,I 

仙

帖

組

個

枚

枚

侶

枚

側

個

組

個

個

組

足

間

吋Ai
 

個

~ 甘

間

ノート及鉛喰冊本名 1,

i ~, 
ー"
i
 

個

脚

厨

156 

884 

884 

2,826'1,924 

-6,0543,114 

•-—, 

•-i 
！ 

--' 

一

i ..―! 

i 

-6,0543,775 

732 1.080 

•一；

！ 

804 

717 

844 

~ 2,532 

844 

-| 

~ 1,654 

872 

872 

- 1,744 

326 

ー•_,
！ 
872 

438 

872 

872 

72 

424 

424 

872 

872 

872 

411 

’~ 
f

_

-

0

 

―
―

-

2

 
7
 

ロ

~
~
~
 

-

2

2

1

5

8

0

 

-

7

7

1

0

8

3

 

6

6

4

8

4

6

 

．
 

6

7

2

 

9

7

3

 

4

8

 

2
 

I 

732 1,797'5,952 S,01613,85213,0991 

26,710 

95 

441 

804 

111 

844 

4. 186 

844 

812 

1, 283 

l, 144 

326 

812 

438 

872 

1, 592 

12 

424 

424 

872 

812 

1, 544 

672 

411 

805 

488 

630 

2,496 

11 

832 

884 

884 

95 

441 

55,021 
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衣料品配分一覧表 41. 4.25現在

弔位災宙救一般
助物資
扱，；i[第 1次第2
物賓--- --------
! ; 

8. 2 2 1 4 6 8 --＇-l : 

2.632 -i 8.546, 8,580 
； 

3,126 156'-- -： 

975 

-; 5.495! 9,0761 

9 9. 8 1 8 1 0. 8 1 8' 

--4, 34 1 6. 395i 

J.496164961 

＇ 8.540 ---： 

：＇ ； 
3.129i i 
i i 
―I ---

区 ¥
J
 

f
T
/
 

•E 布

シャッ

タオル

了拭

L 着

ズポン

セーター

オー 9ヽ一

肌着 i

フンビース

布団

月前

剛子

足袋

傘

靴

カーヘッし

梱ま
大

包ま中！
の 1，小

クオル

•9. 

数i,
＂ 
r
 t
 

ま＂合

9

,

 

枚

枚

本

本

枚

本

枚

杵

枚

枚

枚

枚

個

足

本

f

2

も

側

間

間

本

足

計
―

合9
9

9

 

護
庭

準
保
家
一

在
主
―

小
家
設
庭
i

保
家
9

9

9

 

次8
 
第次7
 
第

ー

：

＇

l

6

,

 

第
次
5
 
第
次
次4
 
第3
 
第
次

! 

~
 

2

6

 

-

9

6

 

7

6

 

9

9

 

1

1

 

I
3

＂̂＂ッ

8
 

3~52 
7

1

0

 

ヽ7

2

1

 

―

i

_

 

•一．．’’｀こ
, ： 

-—'! 
’ •-9..-i,．-

9 9 

| 
,—i 一i 9 9 9 

| i 

| 
-! 411'2,580'884! 888, 

-;u111 6,615J,929'5,210 
→'2,035! 2,584!2,135,2,134 

; ＂， 一

195 

907 

633 

934 

．
 

~
 

0

0

0

f

5

0

0

0

5

 

5

0

0

"

1

3

2

6

 

3

2

9

7

8

1

 99
9

 

2

1

4

 

・
~
~

―
―

I
 

319 

99―! 

ヽヘ—'

9

9

9

 

-

l

l

l

 

3

3

3

 

65 

- 16,628 
__, 19,758 

7,227 

— ,3,661 

--14,571 
--20,636 

10,736 

7,992 

8,540 

3,129 

l, 2 26 

633 

so 
300 

200 

934 

. 65 
275; 6,267 

275, 23,255 

550 1 1, 577 

4,165 

i い：9次
分'、

し食し'
に料 l:, 

＇：品
i とA,

13 985 1 599 41 36 5 4 1 365 6 623 1 1 779 6, 948 8, 2 32 1 3, 38 5 1 3 633 1 2 7 6| 260 1 100 1 6 1, 550 

j

の
行
為
か
、
配
分
作
業
に
従
市
し
た
人
々
の
心
こ

ほ
こ
り
だ
ら
げ
に
な
っ
て
慟
い
た

ん
の
長
男
て
当
時
大
三
沢
高
等
学
校
の
生
徒
て
あ
っ

に
協
力
を
申
し
出
、
毎
週
、
上
、

日
曜
日
な
ど
の
日
こ

光
を
灯
し
配
分
作
業
は
順
調
に
進
ん
た
，
三
沢
大
火
こ

咲
い
た
一
高
校
生
の
物
語
り
て
あ
る

．ヽ
こ
f
t
 
1

五
君
ぱ
救
援
物
資
の
分
類
配
分
作
業
に
自
発
的

1

一
君
は
、
市
内
新
町
二

r目
に
佐
む
工
藤
岩
松
さ

っ
た
3

対
す
る
協
力
者
の
表
彰
式
の
日
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈

し、

6
月

15
日
市
民
会
館
て
行
な
わ
れ
た
大
火
災
害
こ

れ
る
と
同
時
に
霞
苫
し
い
市
街
地
に
善
寇
の
花
を
咲
か

せ
た
―
―
・
沢
市
て
も
こ
の
一
少
年
の
行
為
を
高
く
呼
価

作
業
に
無
料
奉
仕
し
、
市
な
ら
び
に
被
災
者
に
感
謝
さ

（
当
時
）
工
藤
「
一
君
か

25
日
間
物
賓
の
賂
理
、
配
分

そ
の
人
手
不
足
の
際
、
大
三
沢
高
等
学
校
一
一
一
年

B
糾

不
休
て
活
動
し
た

っ
て
送
り
届
卜
〗
ら
た
r

こ
の
整
理
の
た
め
、
市
職
員
は

狂
に
あ
ふ
れ
る
救
援
物
資
か
、
市
対
策
本
部
こ
山
と
+
£

沢
大
火
か
全
国
に
報
道
さ
れ
る
と
、
全
国
民
の
善

L
藤
井
（
沢
高
生
）

25
日
間

物
資
配
分
に
無
料
奉
仕
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児童•生徒用救援物資配分表

罹災児竜・り徒数 小学校 205名 中学校 138名 高校 75名 合計 418名

'
n
 

9
1
 

名

ン ビ

／

消

ド

ゴ

ソ

浪

刻

け

考

ソ

づ

セ

ノ

ト

ム

敷

具

ス

規

箱

JJ
り

渇

淋

本

ル
ド

靴

石ケン

タオル、手拭

風呂敷、ハンカチ

数贔
ー，．

1, 3 0 2 j, r 
3,430冊

515個

456枚

84点

311本

195枚

71個

36本

121枚

488冊

550lll! 

40018 

46個

95足

385憫

114本

38枚

幼 椎 l閤小

400冊

50足

学 校

179オ］

1, 1 1 5冊

340D月

300枚

50点

81本

195枚

11イ［月

36本

121枚

250冊

120冊

46個

15足

250個

114本

38枚

L I ; 唸 校向等学校図甚館
： 

.~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~... ~ ~ 

443打 80打

1.070冊 645冊

175個

156枚

34点

200本 90本

110冊

270冊

ー；
： 

160冊

128冊

30足

135個

入札により処分したもの 展示即売会において処分したもの

品 甘 i 令額
ー・~”~"~、 --

i i 

229.342 テレビ、

Iヽ

わ油ストープ

夕 ノ

プ 口 ッ ク

ク

木

巾

耐

ク

材

火 ホ

9

9

9

 

＂

し

ー

ー

月 日 ．．
 h
 

一

；
 

4

6

5

3

-

数

0

4

5

1

l

i

 

金 額

221.000 

18. 590 

60,000 

81.600 

8,000 

250,000 

11.500 

9月12日

9月13日

9月14 1 1 

9月15日以降

1,J 

183,040 

96,300 

56.620 

13,800 

セ ／` 

; r 886,032 
計 349,760 

デ
リ
ー
東
北5
ー
よ
り
）

ー
！

.
1
.
 

ー4
 

ぎ
、
・
・
・
大
火
の
話
題
⑤

1
 

ま
ん
じ
ゅ
う
を

[

＾

1

万
個
お
く
る

[

福

島

の

1
 ：

お

菓

子

屋

さ

ん

[

0

大
火
で
焼
け
出
さ
れ
、
寒
さ

5

に
ふ
る
え
て
い
る
被
災
者
に
、

．
暖
か
い
ま
ん
じ
ゅ
う
を
食
へ
て

i

も
ら
お
う
と
、
遠
く
福
島
か
ら

5

車
で
連
ん
て
被
災
者
に
配
っ
て

5

い
る
お
災
了
屋
さ
ん
に
、
被
災

~
者
も
道
行
く
市
民
も
感
謝
し
て

~
い
た
こ
の
お
災
f

屋
さ
ん
は

〔
侶
島
県
郡
山
巾
大
町
の
柏
屋
製

-
災
株
式
会
社
（
本
名
汗

111長
）

i

で
．
こ
沢
市
の
大
火
を
聞
い
た
翌

～
卜
ご
日
に
徹
夜
で
二
月
侶
の
ま

〗
ん
じ
ゅ
う
を
つ
く
り
、
従
業
員

9

ヒ
人
が
徹
夜
て
連
搬
、
ぎ
の
う

吋
十
四
日
午
後
到
舒
し
、
市
役
所

～
削
で
ほ
か
ほ
か
と
暖
か
い
ま
ん

｛
じ
ゅ
う
を
被
災
名
に
贈
っ
て
い

．．
 

こ
a
f
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第 十 章

義援金、見舞金の受付と配分

1、義援金の受付

て沢大欠罹笑特に対ずる仝国の同I胄は絶大てあった，ご沢大火罹災者救済の見舞金募集につ

l，ては、 日赤本社や各報恐機関こよって仝国的に緑広げられた 12日三沢大火の報か全国に伝

わると部応府県、県内市町村から見闘客か押し害サ義援合かどしどしlr1i十られた これば新聞

ラ／オ、久li9[99](l)后蔀もさること心から特こテレヒ0)仏報力か大ぎな役割を果したものと思わ

れる 市て：ま大火翌日の12日のいり］，こぱ義援合の受付窓I］を本部内に設柏＇した その窓口に全

国からの阪かl,)』杭令か／:,訃や、視金封筒て続々忍逹されて来た

主と 1月14日には人り1、い后Il['J匠卜も．：：：t!9:大）く1罪災者に対して竹内知1位せに御賜金を下され

たのをはじ心、 日介、 NHK、各柿団体、 11/1人とあらふるI精料から愛の手か危しのへられた、）

これらを贅褐戦出火',l、(}）て次のIいこ10}j円以上の賽贈者を列晶しました その額ぱ、

171,750,1081 リと l ヽう l~惰且こ逹し定しこ 9へ

[人ド‘月i！寺てi){I市jりうt、一 を9j、した人々を拾しあげて見ると次のようになってし、る｝

〇占森放送局から50Jj円、高橋製材所て20

万円

0社会党、社会じ義占年同盟、日本婦人会

議の三団体か12日1，もから｝り森[iiて救援カ

ンハに成り出した

日赤本部から見舞金をうける三沢市長
歌手山田太郎君も見舞金をおくる

つ民ネI党：こ仝国土要都市て街頭躾金を行な

っに〉

0ゼノ神父から 2Jj『l

ぐ）デーリー東北て30万円など

2、義援金の配分

仝国民の隣人愛の結晶ぱ、総額て 1億7千

1757Jl08円ととった 内森県内40市町村から

99-~— 



ぱ総額の 62.5%を古める 1億736万 4千ド］か寄せられに見舞令の配分については金銭の配分

た出這嘩に審議検討・べれt・結果、配分方法につし、ては万沢市議会こはかり，その結果に

基づいて配分された．，罹災者に対しての金額の配分方法は、見舞金支給韮準表 〔1担害割某準

g悶家族割基準 ③生活加算 によって 5回にわたって配分された・9

三沢大火10万円以上寄贈こ芳者名

ご ＂カ 名 名

十和田観光＇電鉄

N H K 青森放送局

青・森放送株式会社

防衛「「長官松野頓—三
弘前相）1: 銀行
酉松建設所長 北 晃

•9 沢巾 加藤沿料店

日立製作所社長 駒 ）！ 健一郎

株式会社マ ル ナ カ

高 橋れ蔵

東北市長会

自民党総裁佐藤栄作

大船渡市長鈴 木 厨之助

八戸市商店街連盟会長 橋本忠吉

討森県建設業協会上北支部

名古屋巾長

株式会社 古田産業

逍徳科学研究所―•9沢世話宵務 ·r,-

沢建設業組合

i'r. 1E校．［l:会八戸支部
ライオ‘ノズ国際協会

302E 4地区ガバナー
肖森銀行頭取西田安逸

神戸市艮

劉安慶

東京都議会議員—柘l

函舘 ，ti
日本船舶転択会長靡 Ill良一
山田人郎

足崎市

航空目衛隊

1こ北町村会

百和銀行

岩手放送株式会社

東北電力株式会社

船地村

賎橋市社会福祉協議会

ー・：沢市中央町—-1· 11町内会
陸前麻田市

卜和田商［会議所会頭 田中静•一

十和田仏用金庫

千葉市役所職員・ー同

令国公営什宅公済会

オ＇和島市艮 中）II 千代治
大舘市社会糾祉協議会
＇， 民牛委員協議会
＇， 日赤奉什団
むつ市長 i日［ 野 幸 蔵
八戸魚市湯社長秋山辛浪11

サソケイ新聞村長稲葉秀 ．： 

金額 I

,．I 
100,000 

500,000 
500,000 
100,000 

300,000 
200,000 

100.000 
100,000 
120,000 
200,000 

300.000 
500,000 
150,000 

300,000 
100.000 

100,000 
300.000 
100,000 
100,000 

100,000 

500,000 

300,000 
150,000 
100,000 
200,000 
100,000 

200,000 
100,000 

100,000 
250,000 
300,000 
100,000 
100,000 
1.000,000 
108,600 

202.159 
107,200 

100,000 
600,000 
500,000 
103,471 
100,000 
100,000 

286,000 

500,000 
100,000 
143,255 

こ~ "IJ 
名 名

安代町長、日赤安代分区
安代町社会似祉協議会

青森県議会議員.同

南部町長馬場父彦

久慈市

解脱会東京第 5部百年部
人島町長藤井既乃輔

南郷村長わ屋健

大 lIl 市

米軍某地内 B X --- Iii] 

ヒ戸町内連合会

大船渡市

函舘巾長古谷一次

t_1 本女子大学

毎日新聞東京社会北菜［月

9」 巻巾長

NHK 仙台放送局長

五），町町内［＇［治会

株式会社 デーリー東北

大間林村

礼刺巾長渡辺長純

肖森県共同窮金会、 NHK

替森県人会々長佐藤尚武

県知事竹内俊吉

.，廿森県庁職員打志，同

航空 12［衛隊

成芙校下婦人会
日赤青森県支部、県社会福祉協議
会、東奥日報、陸奥新報、肖森放
送協同義えん金
て沢カトリソク教会

弘前市町会連合会長鳴油 修

アサヒイプニソグニュース社

八尾市婦人団体連絡協議会

北国新聞社長宮下 与古

令日本運気機械労働組合連合会

翌田怜立銀行会長伊藤和三郎

青木巾長大野元芙

惰！崩市社会福祉協殺会

朝日新聞東京本社

釜石市長鈴木東民

飯坂町社会福祉協議会

気仙沼市長 広 野 善兵衛

八土 f-巾社会糾祉協議会
大船渡市長 鈴 木 冴之助

東京都北区赤十字奉什団

叫北新報社

東東部新聞社会術祉事業［］］

上北町長竹内炉：郎

八い巾長中村柘道

令額

百

115,030 

100,000 

160.520 
240,000 

163,960 
250,000 
100,365 

800,000 
222,000 
163,880 
150,000 

257,331 
129,500 
1,547.237 

128,658 
100,000 

285,875 
1.522,685 
152,190 

161.685 
3,500,000 

150,000 
4,617,082 

221.800 
250,000 
100、000

10.000.000 

＇ 
200,000 
700,000 
442,070 

200,000 
466,844 
200,000 

100,000 
132,504 
149,808 
7,241,758 
300,000 

134,000 
221、163
122,905 
163,465 
6,069,957 
4,098,461 
800. 722 
190,785 
1,547,361 
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名
，，．9 9 9, ． 9 9 9 ,  9 9 9 9 9 9 9, ．9 9 

村し巾長加藤怜次郎

東京部松／木町会

東京消，》I庁職員ー 19[fl

,7.111 iii)之 f,'I /I' リ）
大知市社会伽祉協議会、 ＂民生委
員会， ＂ il亦奉仕団
秋田県職員，柘j

よ沖川町共！n）経〈E会、も、沖）II分会
川崎巾此令刺小 ＾^ 太郎

むつ巾長 iI［野辛蔵
大槌町婦人会

東京陥中野lX.／か、十字奉什団
！， 町会連合会

平内町長船喉 茂

青森県共同絆金会、 NHK

デーリー東北社

II亦府中地区長矢部賢冶
叫米軍基地！9：9|i団長

ロバート， W,、ンソク
雄勝町反山 卜松四郎

斜弔町艮

上~t祈聞社長佐島俊一

皮 i;1市長松尾凸笈

中国新聞社・);業 I'll

松山巾社会伽付励議会

桃i)'！買市長長野止義

f'！森県知'l，:竹内俊古
川崎市迎合町内会迎絡会

仙合「いかI、r奉仕卜11仙台地区委員会
11月日本新聞民 'I.・J・;業 1、tJ
相 Ill町長内野苦兵衛

芳 名 ’‘ ふ 額

, •. 
482,986 
147,500 
142,165 
1.224,419 

214,953 

472.554 
233,297 
627,937 
110,097 
192,277 

4. ]10, 706 

134.325 
5,000,000 
261,720 
285,680 

360,000 

102,075 
212,679 
160,000 
300,000 
437,982 
115,859 
419,883 
4,572,941 
204,165 
722. 795 
516,645 
221,381 

ご）；者名含
~ 一一，． -- --- --------------- ---- 、-- ----- -------

浜朽巾長 乎 Ill i点 ＿＿： 
陸1li」高田市長熊谷臼：-郎

’iー：和島市長 中 川 千代治
.，9，・梅市自治会連合会
：沢存年会議所

LI亦岩丁県支部水沢地区長仇藤折郎

念良県字陀福祉 9ド務所 i

l 

II碕、神奈川支部相校／）fは地区長
中部 H 本新聞社会事業団

船橋市長 渡 辺 ―ーミ 郎

日本赤i・Y/1青森県支部長竹内俊古
岩手日報社！

京都斯聞社会伽祉事叉 FJi ! 
硲岡鉄道管坪島
・て沢市大火救援連動推進委員会

背森県卜農業協同組合

青森県共同経金会、 NHK

東京青森県人会

9グIII巾長桜井ー：男

青森県知'/f 竹内俊 占

毎日新間成）；（社会市業団

朝日祈聞東京原牛文化ボ哭団

邪経祈揖1打森文 1,｝
fl 虜、占森県文部

新占巾艮渡辺,:',太郎

日坑、 i’f 森県支部
：：沢 11J 栴業協 l•'l 組合

額

,'」
466,162 
157,543 
332,449 
100.000 
381,541 
300,000 
237,054 
346,549 
1,492,136 
246.673 
41,000,000 
1,043,535 
126,678 

157.150 

100,000 
5,069,750 
159,510 
189,661 
1,484,653 
104,164 
1.690,531 
848,921 
119,655 
9,183,126 
200,000 
1,412,403 
100,000 

大
火
の
町
に
咲
い
た
英
雄
辛

先
ご
ろ
米
屯
．
ぶ
恥
基
地
内
て
機
閃
車
と
軍
用
ト
ラ

y
ク
が
衝
突
、
ト
ラ
ノ
ク
の
連
位
名
が
桔
地
で
働
く

伊
藤
消
巾
さ
ん
（
．．． 

九）

Ii
；
沢
市
大
町
．．
 

1
日
11

の
努
力
に
よ
っ
て
奇
跡
的
に
助
け
ら
れ
る
と
い
う
ポ

故
が
あ
っ
た
，
こ
の
れ
故
を
知
っ
た
／
ソ
ク
第
．
f

卜

九
帥
団
長
は
卜
九
日
、
伊
藤
さ
ん
の
功
粕
を
高
く
出
t

何
日
本
人
労
務
名
て
は
．
＾
沢
は
も
ら
ろ
ん
令
国
で
も

初
め
て
と
い
わ
れ
る
9
"央
甜
章
と
買
金
•
•
月
五
予

円
を
贈
っ
て
伊
藤
さ
ん
を
表
彬
し
た

と
こ
ろ
が
伊
藤
さ
ん
は
こ
の
お
金
を
さ
っ
そ
く
基

地
内
の
教
会
へ
持
ち
込
み
、
大
火
の
被
災
行
へ
あ

f

て
く
だ
さ
い
と
届
け
出
た
'
_
大
火
の
助
に
咲
い
た

芙
し
い
話
起
ぱ
、
被
災
名
は
も
ち
ろ
ん
1

般
市
民
に

も
大
き
な
感
動
を
呼
ん
で
い
る

（
東
奥
日
報
4
1
.
1
.
1
5
日）

9

9

 

•, 

，
 

ト
；
＇
フ
を
切
っ
て
幼
い
姉
妹

ー
お
年
ー
」
恙
山
い
ず

ト

1
•
1
1午
前
、
·
{
沢
の
人
火
に
あ
わ
れ
た
方
に
'

と
、
デ
ー
＇
リ
’
し
，
東
北
針
に
設
け
ら
れ
た
救
扱
金
品
受

け
付
け
所
に
卜

y

プ
を
切
っ
て
八
い
巾
小
中
野
由
新

判
の
付
藤
み
ゆ
き
ち
ゃ
ん
了
ハ
オ
）
、
あ
け
み
ち
ゃ

ん
（
村
オ
）
の
幼
い
＇
刀
妹
が
、
お

11
月
の
お
年
「
を

た
め
て
お
い
た
．
千
円
を
、
ま
た
余
分
に
も
っ
て
い

る
セ
ー
タ
：
＇
、
／
ヤ
ノ
な
ど
を
寮
川
し
た

（
テ
ー
リ
ー
東
北
4
1
.
1
.
1
3
1
1
よ
り
ノ

大
火
の
話
題
⑥
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見舞金県別集計表

部道府県名 f I 数 拿 額 附心~府県名 {＇1 数 /、1‘公 頷
.. 

北 栂 道 104 1.561.109 !占 森 477 1 0 7, 3 6 4, 3 1 9 

岩 手 117 4,240,620 秋 I I i 29 1. 137.944 

111 形 19 339,522 !宮 城 72 7,520,310 

糾 島 53 551,710 東
~凩よ▲ f',~ 9 ＇!, ) 295 29,999,312 

神 象 ] ！ 1 71 2,166,968 千 菜 53 755,543 

茨 城 46 255,460 栃 木 11 89,351 

埼 f、 100 784,062 I詳 馬 17 353,056 

祈 1̀ ~々．~’l 34 1, 1 4 1, 5 5 0 富 ill 45 401.106 

-｛， } I I 30 616,139 岐 阜 27 i 1,243,745 

愛 知 71 2、564,796 静 岡 74 1,303.415 

山 梨 23 13L873 長 旧土e 」 27 147,025 

伽 井 36 274,900 滋 f i 22 251,573 

~^ iF 38 414,943 和 歌 11」 23 240,399 

大 阪 101 1.118,613 扇 仔； 39 554,909 

欠 良 38 539.177 '行‘ k i, 41 559,044 

岡 I I I 6 60,698 広 ’白'ii 26 558,627 

店 取 ， 135.324 島 根 10 122,560 

I l l ロ 43 205,847 高 紅

: ! 
89,100 

徳 島 4 21,033 否 ] 1 1 6,400 

愛 媛 31 737,155 伽 岡 35 694,312 

大 分 18 112,885 什 i !［ 6 11,300 

‘占’•,' 崎 5 17,200 I I fl~ 本 10 53,885 

長 崎 29 ! 142,368 そ の 他 8 1,196 

塊 9I I し9 島 17 97, 7 20'i ,f I• 2,405 I ， 171.750,108 

（吐） 東京部に東京村、1サ吟叫:1'11、0名内il［内連合会経由の10,180,663日と毎日、判itl 祈，且1 ネ 1舒！りの 10~479 

,5261']、宮城県に門北新報社経｝」の4,098,461ド］、岩丁県に岩TII報社経由の1,043,5351']をそれぞ

れ含むく'

青森県市町村別内訳集計表

巾町村名 fi 数~金 額 巾町村名 件 数 寸／ト，. 額

月 森 i h 57 ． | 89. 03 5, 3 -1 -6 , "i .［1" 木寸

l I 
3,000 

,j9 ←9 9 .，1J 1ヽJ• ,i, 19 1,124,663 r Ii幼野沢村 13,500 

J¥ I' 巾 35 4,529,455 名川 [IIj 10,000 

、'‘t‘¥‘ イ， 1 ‘9 J ̂ 7 65-155 介 ィ， 村 2 15,000 

／f̂り「 Ill)）;[ r1~i 
29 6 i 

64.900 / i ）＇ I!; ， 391,519 
ト和 1!I r h 1,176,777 Ill （ 町 I 3,000 

む つ , h 11 640,107 
団，~ヽ
氾 町 3 163,950 

沢 [~I J 186 7,810,267 闇 郷 村 3 115,765 

東 北 Ill] 2 10,100 I: :’f 上 村 5 93,725 

十和田町 4 17,615 似 地 村 2 108.600 

大間林村 2 152,390 •/~ ▲ 
/; ,Il [ | 2 2,000 

六ヶ所村
: j 

79,590 平 内 附 184,325 

F l l i 村 122,535 ＾ ＇ 別 町 2 10,100 

Iこ 北 町 4 233,685 平 買 ill [ 200 

六 I i 町 ， 62,936 田舎館村 1 200 

百 ｛ ！ ＾ 町 18 292.655 尼 l: :ti ]・ 

; I 

80、000

野辺地町 1 12,000 浪 岡 町 38,229 

じ I i :19」~ 22 598,860 令よ本 } f l 村 1 4,COO 

金 木 計］． 1 50,000 木 必 CIJ 
4 I 

15,500 

鶴 田 Iii」． 2 4,500 

横 浜 町 3 ＇ 
27,000 ii一 477 101,364,319 

（汁） 青森市に日対、行森県支部経由の62.196.1291'1 、県知1け和 1] の 10.614.6761 リ、原共I•，1 森位会及ひNH

K経由の13,564,750円、八）＇市にデーリー東北 11経由の1,522,685戸］、八）＇rh庁経由の1.541,361円

をそれぞれ含む。
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見舞金配分基準表（第1次）
1、損害配分基準

番号 9 オj)

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
 

実額区分
（千円）...  -

以l 未満
1万円木満

10-- 50 

50--- 100 

100-- 200 

200- 300 

300--- 400 

400 - 500 

500、..， 600

600- 700 

700 - 800 

800... 900 

900-1.000 

1.000-1.200 

1.200-、1.400

1,400 --1.600 

1,600 -l,800 

1,800 -2,000 

2.000--2.200 

2.200--2,400 

2,400・ 2,600 

2.600 • 2,800 
2,800 -3,000 

3,000 -3,300 

3,300 -3,600 

3,600 -3.900 

3,900- 4,200 

4.200 -4,500 

4.500---4.800 

文 給額番号担

2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0
5
1
5
2
5
3
5
4
5
5
 

'

,

 

OOOSooooo500000500000500000500000500OOOSOo000SOOOOOSOOOoo
攣

OOo500Ooo500000500000500

1
1
2
2
3
3
4
4
5
5
6
6
7
7
8
8
9
9
1
0
1
0
1
1
1
1
1
2
1
2
1
3
1
3
1
4
1
4
 

ぐ舟額区分＇支
（千円）

以上~~ ~未満

4,800--5、100

s.100 -s.4oo 

5,400-5,700 

5, 1 0 0，→ 6,000 

6,000-6,400 

6.400-6,800 

6,800・7.200 

1.200-- 1,600 

1.600---8,000 

8,000--8,400 

8,400--8,800 

8,800--9.200 

9.200 --9,600 

9,600---10.000 

10,000--1゚'4゚0
10,400 -10,800 

10,800 11.200 

11,200---11,600 

11.600-12.000 

12,000 -12.400 

12,400 -12.800 

12,800 -13, 200 

13,200 -13,600 

13,600 -14,000 

14,000 -14.500 

14.500 -15,000 

15,000以l_

給頷

15,000 

15,500 

16,000 

16,500 

17.ooo 

17,500 

18,000 

18,500 

19,000 

19,500 

20,000 

20,500 

21.000 

21.500 

22,000 

22.500 

23,000 

23,500 

24,000 

24,500 

25,000 

25,500 

26,000 

26,500 

27,000 

27,500 

30,000 

2、家族割支給基準
躍災Ill：堺員 1人に対し4,000円とする 但し、 10/jl' ］未満の祖＇，屈 I•、出に対しては次の区分によるっ

1万円未満 1人 500円
1万円以[5万円未翡 1人 1,SOOl'J 
5Jjド）以．i10万円木満 1人 2,500円

3、その他
「1） 小在家主に対しては、家恥lは適用しない

,,) 水損き札甘iiけに対してば、 1ii：喘11このみ家放，i』を適用する3
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見舞金支給基準表（第二次）

1、損害割支給基準

番号損害額区分 1 文給額 i番号損害額区分 i女給額
（千円J| l （千円）--…-----------……,-•'-',!<,.'--------- ------':--・・- +-----···-··,,--,-~'·;;::· 

以上 未満 以上 未満
10, 1,000 j 29 I 4,800-5.[00 28,000 
| 

2 1 10- 50 I 1,500 I 30 I 5.too-s.4oo 29,000 

3 I 50- 100 I 2,000 : 31 ! 5.400-5.100 30.000 

4 ! 100- 200 ! 3.000 j'32 ; 5. 700--6,000 31,000 

200-- 300', 4.ooo 1, 33 I 6.000-6.400 32.000 

6 j 300- 400 j 5,000 I 34 I 6-400・-6,800 33,000 

400- 500 I 6.000 i 35 : 6.soo-1.200 34.ooo 

8 | 500 -- 600 7,000 1 36 7,200-7,600 35,000 

9 600 - 700 i 8,000 37 7,600-8, 000 36, 000 

10 i 700- 800 I 9.000 i 38 I 8.000-8,400 37,000 

| 
11 j 800-- 900 ! 10.000 ;'39 ! 8.400--8.800 38,000 

12 I 900 -1,000 I 11,000 i'40 I 8.800-9,200 39,000 | | 
13 j 1,000-1.200. 12.000 I, 41 j 9,200--9,600 40.000 

14 I 1,200-1,400 I u.ooo : 42 1 9.600-10,000 41,000 

15 j 1.400-1,600 I 14,000 ;I 43 I 10,000--10.400 42,000 

16 i 1,600-1,soo i 15.000 I 44 i 10,400--10,300 43.ooo 

17 ! 1,800-2,000 I 16,000 lj 45 I 10.800-11,200 44.000 

1s i 2.000--2.200, 11.000 : 46 1 11.200--11.600 45.ooo 

19 l 2.200-2,400 j 18.000 I 47 I 11,600--12,000 46,000 

20 i 2,400 -2,600 1 19.ooo -'48 I 12.000---.12,400 ・ 41.000 

21 1 2.600-2.800, 20,000 i 49 : 12.400--12.800 48.ooo 
| 

22 ! 2.800. 3.ooo ; 21,000'I 50 i 12,800--11.200 49.ooo 

23 i 3,000-3,300 I 22.000 I 51 I 13,200-13,600. 50,000 

24 I 1.100-3.600 1 23.ooo i s2 I 13.600--14.ooo 51,000 

25 I 3.600 -3.900 : 24,000 I 53 ! 14,000-14,500 52,000 
| 

26 ! 3,900 -uoo, 25,000 I 54 : 14,500-15,000 ・ 51.000 

21 I uoo-4.500 I 26.000 i 55 i 15,000以ヒ 55,000 

2 8 4, 5 0 0 --4, 8 0 0 | 2 7, 0 0 0 

2、家族割支給基準

罹災世悶員 1人当り5,000円とする。

但し、 10万円未満の損害世：枠に対しては、次の区分による。

① 1万円未満 1人 1,000円

¥,i） 1万円以上5万円未満 1人 2,SOOFI 

① 5万円以上10万円木満 1人 4,000円

3、生活加算の基準

牛活保護家庭の世化員 1人に対し、 1,000円とする。

4、その他

① 小在家主に対しては、家族，i；Iiは適用しない。

《切 水捐ぎ損世•'i,•に対しては、世堺主にのみ家族割を適用する。
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見舞金支給基準表（第三次）

1、損害割茎準

願給支
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2、家族割基準

罹災世帯員 1人に対し、 7.000円とすか但し、 10万円未満の捐害世壻に対しては次の区分による。

1万円未満 1人 LOOO円
1万円以上 5万円未満 1人 3,000円
5ガ円以上10万円 1人 5,000円

3、その他

① 不在家主に対しては、家族］』は適用しない。

(3) 水捐き損世術に対しては、世帯主にのみ家族別を適用ナる。

見舞金支給基準表（第四次）

1、損害割基準

番号
担古額区(T-分1り）

又, •. 給 額 番号捐害頷区（千分 支 給 額
~ ~ 円）

以1-ー＂未 5満 以上 介ふ、ii':h'] 

1.000 12 2,600~ 3,000 21,000 

5 •一 10 2,000 13 3,000 3.500 23,000 

3 | 10•一 50 3,000 14 3,500-4,000 25,000 

4 50-- 100 5,000 15 4,000 4, 5 0 0 27.000 

100 400 7,000 16 4.500--5.000 29.000 

6 400--- 700 9,000 17 5,000→ 6,000 31.00り

7 100 ・ 1.000 11,000 ＇ 
18 6,000 -7,000 33,000 

8 1,000 -1,400 13,000 19 7,000--8,000 35,000 

， 1.400-1.800 15,000 20 8,000-9,000 37,000 

10 1.800-2.200 17,000 21 9.000 ・10.000 39.000 

11 2.200 2,600 19,000 22 10,000以上 40,000 

2、家族割基準
(ll 罹災甘乳員 1人’崎り6.000円とする 但し、 10万円未戯の損害tIt,9ーに対してま、次の区分による。
ri] 1 ji円未満 1人％り 1.000円
,) 1月「り以上 5万円未満 ，， 3.000円
'，) 5万円以ヒ10万円未閏 ，， 5,000円

（2) 水損き捐桐；：，に対してぱ、世；い｝に対してのみ上 9氾］］の家放’間を適用し、不在家主（i予家焼失名）に
対しては、家族喜りは適用しない＿

3、自家加算

自家焼失者及び不在家主（餞家焼失者）に対しては、 1世州当り20,000円を加算する。
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1、損害割基準

号捐害額 1メ＾分
（千円）

~ ~ 

以ヒ 未満
5 

10 

見舞金支給基準表（第5次）

番 文 給 額

1

2

 
3

4

 
5

6

7

8

9

0

1

 
1

1

 

5 •一

10•一•9

50--

100••一

400・・ 

700-1.000 

1.000---1.400 

1. 4 0 0 - 1, 8 0 0 

1.800--2.200 

2.200 -2.600 

50 

100 

400 

700 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

6,500 

1,500 

8,500 

9,500 

10,500 

11,500 

番

12 

9
.
9
 

r
 

5

6

7

8

9

J

1

2

 
2
 

3

4

 

1

1

1

1

1

1

1

2

2

 

担 区分
（千門）--------

以上 未満
2.600 --3.000 

l 

3,000 -3,500 

3.500--4,000 

4.000-・4.500 

4.500-5,000 

5,000-6.000 

6.000-1.000 

7.000---8,000 

s.ooo-9.000 
9,000--10,000 

10.000以上

9・̂
9 

圭~, r
.
 額 ，又 給 額

12,500 

13,500 

14,500 

15,500 

17,000 

11,500 

18,500 

19,500 

20,500 

22,000 

23,り00

2、家族割基準
吼炭冊：：日 1人に対し、 4,000円とする 但し、 S}j円（家母損害と物品損害の合算額）未蒲の区分に

よる

(，ii l Jji[]木1'i/，1

滉） 1 jj円以 I,5 jjHI木謹I
3、その他
(,ii イヽ ／噂<i、1；凡：＇に対してぱ家朕 ',1,，il'口適／IIしないc
叫 水祖ぎ抄！ 1｝いに対してば、 III•9,l. (1人）にのな 2-の家族，i：ll)苫咽を謗用する。

1人‘'1り l, 500円
2.5081'1 

火災保険金支払額は4位 6千JiFJ

となる，•

訳大火の罹災名に支払われた火

災保険の支払額ぱ蚊終的に4億 6「一

万円となったっ

大
火
で
の
ひ
の
ひ
に
な
っ
て
い
た
：
一
沢
市
の
成
人
式
は
、
『
一

十
日
午
伽
卜
時
平
か
ら
巾
民
会
館
で
行
な
わ
れ
た

沢
起
し
よ
う
い
い
刀
で
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
る

だ
け
に
、

1
ま
っ
た
山
年
逹
も
化
や
か
な
ふ
ん
い
含
の
中
に
も

か
っ
て
な
い
景
成
し
た
面
特
ち
を
見
せ
て
い
た
同
閲
で
こ
と

し
成
人
と
な
っ
た
い
名
は
男
丘
ぃ
四
卜
丘
人
、
女
て
百
四
卜
九

人
た
が
、
そ
の
内
•
1

ー
：
一
人
が
大
火
て
類
焼
し
て
い
る
r
,
i
1

こ
の
日
成
人
を
代
表
し
て
九
卜
嵐
買
芙
け
さ
ん
が
二
）
ん
ど

の
災
内
は
、
大
が
'
f
え
て
く
れ
た
自
分
逹
へ
の
試
練
と
し
て
受

汁
止
め
、
市
発
展
の
た
め
に
く
じ
け
る
こ
と
な
く
努
力
す
る
—

と
翌
い
の
．
一
・
ロ
策
を
心
へ
た

成
人
式
て
賛
い
も
新
ら
た

1

沢
復
興
の
中
核
に

―
-

1

沢
市
に
延
べ
十
年
以
上
も
住
ん
で
い
た
ト
ー
マ
ス
・

J
マ

ー
テ
ィ
ン
さ
ん
（
＿
―
-
四
）
が
帰
っ
て
行
く
ー

．
ー
一
沢
市
民
だ
け
で
な
く
社
会
事
業
家
と
し
て
、
広
く
県
内
に

知
人
を
持
つ
マ
ー
テ
ィ
さ
ん
は
、
陽
気
な
テ
キ
ザ
ス

f
で
も
あ

る
。
）
だ
か
ら
帰
罰
す
る
に
さ
い
し
て
も
さ
よ
う
な
ら
と
は
い
わ

な
い

r
"ま
た
会
う
日
ま
で
凡
気
で
ね
“
と
別
れ
の
あ
い
さ
っ

を
述
へ
た

r
•

そ
の
彼
の
た
め
市
民
の
間
て
感
大
な
お
別
れ
ハ
ー

テ
ィ
ー
が
叶
両
さ
れ
た
が
、
彼
は
そ
の
会
竹
、
記
念
品
分
四
十

＾
：
万
円
を
二
沢
大
火
の
被
災
名
ヘ
ホ
ソ
と
寄
贈
し
た
r5

典
既
的

な
米
囚
人
ら
し
い
さ
よ
う
な
ら
ふ
り
と
て
も
い
お
う
か
r,

（
東
廃
11
報
．

41
．
1
.
2
9
日）

大

火

の

話

題

⑧
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第十一章

復 興

見事に復興を成し遂げた市街地大通りの夜景（写真提供 附田 豊氏）

1、復興の概況

大火から 1年 3カ月余りたった三沢市の緊隋街にぱ、喝時の悲惨な爪跡ぱ微廂にも感じられ

ばし、 当時焼：）野IJドと化した商店馴こば、怯し、も新しく色彩既かな店陣か灯わ衣らび、夜とも

ばれば、役輿，,1-,叫こよって特別設置された赤、 占、緑のロケノト刑の約路灯と復且I¥左表徴ずる
tうに輝く七色のネオンとかマ yチして、都会並のムートをかもちだしてし、る。

大火後新築された店舗等は、甫厚てしかも大火原因とばったといわれた木造建築物ぱ一棟も

ヽ'.cくナベて耐火構造となり、 20万都市の商店街の規模iこ匹敵十るものとなった、9

崎時、繁箪街の中心にあった陥地従業員住宅も岡：一三沢小学校東側こ移転し、新団地を形成し

た-,—[と、大火後し、灼早くプレハプ仕宅を紐ーしてし、た人々し本辻築をし、現在市街地て仮住し、
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を［ているものぱ応急仮設住宅に住んている若干の人以外に見られ左い、 舟斐住宅も以前にま

してく［派左ものばかりとなった）そして、 ‘’i時まだ完全に舗装されてし、なかった焼失地区の市
道も靡li装きれ、それと同時に市民あげて町を芙しくする運動を展開し、街路樹と化が市街地の

要所要所に柏えられ、緑と花の街に1まれ変わりつつある したかって大火後・三沢市を訪れる

人々は、二虹{の町の美しさにひっくりしてし、るくらし、てある 3

2、住宅の本復旧

東北の新鋭都市として着々発展過程をたどっていた三沢市ぱ、昭和20年の某地設罰当時から

急激に増加ずる人口に住宅か追いつ：ナない現象をたどっていtこ三沢r•I]に借家人、問借人が多

いのは， ・-農村から20年間に一大都市に発展した当市のもつ性格的なゆかみてあったかも知れ

なし、か、そのような時点に大火となり住宅間題は益々深刻化した そのため市ては大火後ただ

いこ応急仮設仕宅 153戸を市役所裏に建設ずることを県に強力こ要請し、 3月151..1その決定を

及 2月10[］に完成し避難所にし、る人々を収容しに・・

また、罹災者のためには仕宅金融公庫り）災害復卯住宅汽金の融資額及び枠の拡大、その債務

保証、資材の払ドげ、耐火構造建築の指尊と相淡・↓ょど巾民の復輿に対ずる立欲にあわせて努力

を雷ねた。

大火翌日の市街地（写真提供附田豊氏）
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(1) 一般住宅の建設 一般住宅、店舗の復旧状況

般住宅を建設した人々ば、 1]力の胄金とこ 項tl
什宅店舗 併{I宅用 その他 汁

の住宅金融公庫の融賢金を利用した 罹災者て 月--別- ； 

住宅金融公庫を利用した者は、 4月30日まてて 1 10 3 

゜
20 

28 6 36 ！ 

゜
70 

74件、総額4,393Jjド］となった、9 3 34 4 32 8 78 

この災害住宅賢金は、建設班かあっせんし、 4 20 1 8 4 39 

5 18 2 ， 2 31 
市内の内森銀行吋／（支店か販扱った"I'，森銀行

6 19 1 24 

三沢支店は、木造家屋は18年、耐火構造家屋の 7 3 

゜
7 

場合は、 25年賦償還て融資した，
8 4 4 

゜
， 

， 2 6 
これらの人々 ，ま、 7月末日まてに 100％に近 10 

゜゜゜
I 

い数て什宅、店舗との併用住宅を復旧してい 11 2 

゜゜
3 

12 

138 ゚I ゚ ゜゜゜る/、9
計 38 93 19 298 

(2) 基地従業員住宅の復旧

このことについては、某地従榮員住宅の移転と建設のところて詳述しているのて省略し主ず

か、簡単に説明ずると34棟104戸を 3月31日まてに完成し103枇帯363人を人居させた

(3) 災害公営住宅の建設

これも公党住宅のところて詳述していもrのて省略しますか、概略を説明すると、百森県が
251八ぞ沢市か25)\ ，； I•50戸を 8 月 1511 主てに完成し、仮設住宅等にいる人々を人居させた。

3、事業所の復旧

今度の大火ぱ、市の終華街だ，｝に市の代表的な1i業所が密集していた，、これらの'h業所はい

ぃ社＜本復旧にとりかかり、 7月,t11 主てに本復l[］をなし遂げた~うその内から主なものをとり

あげてみると次のようになる勺

① 三沢中央病院 l~’l 「1けの殿常を思わせる鉄筋コンクリート追り、地ド 1 陪、地 t: 3階のi/1j

積l,550m2の大柄院として復旧した、

2 三沢信用組合 大火前に改築したばか

りてあったか、大火後、 この組合は、地下 1

附、地 1:311寺『の鉄筋コンクリート建築として

面積534m'として喘々にる建物として内現し

た

か黒田ピル ゲート前交苓点にあった黒

廿［第サ蘭科医院か前身て大火後、同じ場所こ

黒田ヒルとして再現した 鉄筋コンクリート

4階建のこのビルにば、交危点の側にあって
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黒よう石色にいろどられ、堂々たる容姿で建設苔れた。面積309m2

"4> 有楽座 洋画専門L映館てあった有楽附ぱ、 2階建鉄筋コソクリート、一部木造て同じ

場所に再建された。

LÒ
 

ヽ 郡耳鼻咽喉科医院 木造モルクル 2階建、面積4251112て再建されたっ
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， 

102.47 ! 
コンクリートフロッ
造・・部木造モルクル

971.371 
鉄筋コンクリート

造部軽畠鉄骨造
! 3階辻 '41.

529.6851木造モルタル
| 

i 2陪建 41.
i 

356.793！鉄骨・コンクリ・ート造贔階亨言41.
~ l 

203.2901 
コンクリートプロ
,.Jク 2階紐 '41.

! 

2階建 41.

2 I；料紐 i41.J. 
＇ 
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4、商業の復旧

商業関係てばい灼早く物砧販売襄飲食業窄大衆購買忙どの日常4喩活に結びつく業柿の＼いち

直りか早かった これらは大火後 3 カ）］には約90劣か完令こ復旧 1・、先」~げこうし、ても業稀に

よっては平常以い）伸ひを見せた：

主た現在て1上、 完令こ復旧したばかりて‘ナ［く人大前以上の商店数となってし、る。これらの商

店街は、道路、街路灯‘，£どか招備され、町くるみの近代化かttかられてし、る方

昼

の

大

通

り

市

役

所

通

り
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5、復興事業

大火に嬰した1り業の主なものをあげると次のようになってし、主ード

昭和40年度事業

0岡三沢団地整備費

の岡三沢団地卜地買収費

0仮設住宅建設事業

0そ の 他

昭和41年度事業

の市道32号線歩道控備（市役所前～ゲート前）

延長 1,315m'

0市道42号線舗装丁］ド（東映前～つくし～京栄旅館～ビーベリー通り主て）

廷長 250m

延長 156m

延長 276m

廷長 141m

延長 90m

II]員8m

6,027,500円

21,481,500円

21,460,358円

20,450,860円

1：費 1,600,000円

rtl員8m 

1|）員 7m

〇東映裏通り新設舗装工屯

巾員3.6m

（ぅ中塩小路舗装道路補修―l:『h

illfi.4 m 

［費 2,330,000円

0市道44号線補修L事（十分［孔屯所～有楽座横～ビーバリー通りまで）

「．費

〇市道34号線補修[;h（警察署～郡医院）

［費 1,818,000円

t
 

ー

＃
 
．． ー

Iー．費

650,000円

850,000円

112,000「I

ゲ
ー
ト
前
商
店
街
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勺災］杯公党 (l•宅建設丁.')i·

い数 2SIi l・．吼122.250,160l'J

つ防災水槽新設ttr;

kり数 9)，し r:'i'i 2.300,000l'J 

しぅ街路灯整備巾業

イ、中央麻1,t(会通り り数17灯 I・．費 1,142,5001'1

ロ、中塩小路 灯数20灯 「費 760,0091'] 

△二言街町内 灯数16灯 I：費 608,000PJ 

二、飛行場通り 灯数27灯 ［費 1.848,SOOP] 

ホ、寺町Ill［内他 灯数93灯工費 3,001,000円

6、準防火地域に指定

大火によって大ぎな新手をうげた三沢市ぱ、復興汁両，t案にあたって、さず市民の生命財産

の安全確保を最重点として準防火都市紐，没を11椋とし、あらゆる総合対策を出直することから

ぱじまった3

11) 無火災都市建設を目標に

未曾有の大火によって三沢市の繋崩街ぱ一瞬の内1こ焼野原と化した 折からの強風という大

火の勃起条件かあったにしても，あの‘囁時、建築物か耐火描造てあったならばと l、う声か再ご聞

かれた 大火の日、火烙に包囲された市の住宅、麻店等は何の抵抗も無く紙屑同様こ燃えた，

この主主の都市構造てあるならば、再ひ狂陥に包まれ第二、第三の大火を招致する危険かあ

らうと lヽ う見地から、大火後市てぱ国に対して準防火地域指定を申請した，これば三沢市民の

大火にお．tる尊l教訓ともし、える

この準防火地域指定の対象地域ぱ、中央町、ヤ町を中心とし'}］経ijc街、（l-宅街54Jj2「/}l」

て、国て：ょ昭和41年 3月15日これを認吋した 準防火地域に指定された場所に新しく紐物を設

骰ずる場合：よ、次のようば規制がありまず

っ四階以上の建物て紐 1.500m'のもの＝これらの建物はすへて耐火構造て欠，1-ればなら芯

し、

の建築向梢建500m'~1,500m"主てのもの＝これらの建物は1酎火、主たば節易耐火構造てな

、）ればl,,｝，’[ l、9

〇木造家岸＝木造求尉てあっても、外堺、相裏：t防火構造てら，1’ればし、：I‘,'[l、 ーとた、窓枠

は金属性、ガラスも耐火性ものと心ってし、る

0その他＝建物には防火城を設げることにはってし、る
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7、無火災都市宣言

大火から 1周年11を迎えた昭和42年1月11日三沢市て：ま、大火一周年を記念した、巾民会館

ホールて無火災都市建設市民総決起大会を開催し、 全国に先がりナて 無火災都市宜言ーを採択

した、、

この日：主 1年前に比へて道々には青か多かったか、無火災都市宜，弓を祝ずる tうこ早肘］から

11,,1れあがってし、fこぅ

午前 7時、叫時をさ主ざまと想し、起させるようにサイレ｀／か市内千斉に嗚りわたり、市民会

館前に消防団員三百数十名か集合し、観閲式か行なわれた~＇ このあと午前10時から市民会館大

ホールに被災者、 各町内会員、消防団員なと八百数十名か集まり、無火災都市建設市民大会か

行なわれました 席上、小比類巻さ沢市長か あらゆる努力をはらい、

うにする~＿と力強くあいさつをした 3

二度と大火を出さぬよ

また被災者を代表して佐藤敏郎、中川マサ、野口稔の三氏か 恐怖と悲しみの大火を忘れず

多大'.c費用をか，ナ復興した財産を守ろう と警いの言菜か述べられた 引続き市議会議員桑島

止浪Il氏によって 全国民の暖かい支援に感謝し、心血をそそいて築きあげた財骰を市民一丸

とばって火災から守''J、住みよし、明るし、街をつくろう，

無火災宣言都市か誕生した/‘

と宜は文か朗読され、 全国て初めての

引続き、花火の会図と同時に高等学校、中学校のブラスハントを先頭こ罹災者、 町内会、消

防団員、中学生、 高校生など二千数百人か手に無火災都市宜£]の小旗やプラカートをもって市

内ハレードを行なった，

午後からは、消防本部による防禦油苦か行なわれ、 また市民会館ては大火記録の映写会、大

火写八、新聞、雑誌、作文等の展ぶ会か催され、 三沢大火・＾周年記念行9}立を終了した。

昭
和
四
卜
．
年
：
月
十
1

日
は
、
牧
々
ー
1

1

沢
市
民
の
永
久
に

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

H
で
あ
っ
た
．
，

折
か
ら
の
風
速
．．
 

卜
＿
•
一
メ
ー
ト
ル
の
強
風
に
あ
お
ら
れ
た
火

勢
ぱ
牧
々
の
な
す
す
へ
を
か
え
り
み
ず
、
逃
げ
ま
と
う
者
を
追

う
ご
と
く
強
ま
り
、

1

瞬
に
し
て
本
市
の
中
心
街
を
焼
野
原
と

化
し
、
焼
失
家
屋
，
•
-
九
九
棟
、
被
災
慌
帯
八
：
八
惜
堺
、
被
災

人
貝
：
‘
-
五
こ
人
に
の
ぼ
る
未
給
＂
打
の
大
火
災
害
と
な
っ
た

の
で
あ
る
，
＇

あ
の
言
い
よ
う
の
な
い
恐
怖
、
戦
慄
、
悲
し
み
は
窄
舌
に
尽

く
し
が
た
く
、
あ
た
か
も
悲
夢
の
如
く
い
ま
だ
あ
り
あ
り
と
思

い
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
，

あ
れ
か
ら
一
年
、
全
国
各
地
か
ら
の
暖
か
い
御
援
助
と
各
関

係
機
関
の
身
に
あ
ま
る
御
協
力
の
も
と
に
、
あ
ら
ゆ
る
嶽
難
辛

苫
を
経
て
今
日
こ
れ
ま
で
復
興
し
、
再
起
の
緒
に
つ
い
た
と
は

言
え
、
そ
の
傷
こ
ん
い
ま
だ
い
え
ず
、
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
ま
ざ

ま
ざ
と
認
識
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
あ
ら
た
め
て
無
火
災

都
巾
の
建
設
を
梢
感
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
日
、

．．
 
＾
沢
市
大
火
一
固
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
我
々
は

謙
虚
に
大
火
の
よ
っ
て
ぎ
た
る
原
因
を
反
省
し
、
全
国
民
の
暖

か
い
御
支
援
に
感
謝
し
つ
つ
、
線
い
人
命
と
心
血
を
注
い
で
築

き
あ
げ
た
貫
取
な
財
産
を
火
災
か
ら
護
り
、
住
み
よ
い
街
を
つ

く
る
た
め
市
民
一
丸
と
な
っ
て
無
火
災
都
市
建
設
に
邁
進
す
る

も
の
で
あ
る
。

在
・
・
沢
巾
無
火
災
都
巾
紐
殺
巾
民
大
会
の
名
に
お
い
て
官
苓
ロ

す
る
，昭和
四
ト
・
・
年
一
月
卜

111

1

・
1

沢
巾
無
火
災
都
市
建
設
市
民
大
会

宣

言

三
沢
市
無
火
災
都
市
建
設
市
民
大
会
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1111 8、無火災都市宣言

焦士か

1'.C地区の払い下げ>

ら

こさなし、ような措骰を、市崎局ばかりで欠く、

fこつ

三沢市：At大火一周年の11日に、全国初めてとし、われる

無火災都市 を宜汀し、再びあのような大火災を引き起

市民全体か

考慮するとし、う運動を展開ずることになったわ，十だか、

火後の施策およひこんごの防火体制について市か考えてし、

るところをもず市長から

ふ、 t- 市長

人

大火かあってナぐ、焼げな＼ 411「

づくりをしなげればし、：ナばし、と思って、

国に準防火地域の指定を中請した

すぐ許n［になったか、

幸＼ヽ

この指定を受；ナれ

ば家を新築あるいぱ改築する場合、防火

構造にしな：十ればならなし、、被災者には

•1'，▲卜経費が多くかかることになる

よく話し合l‘ ヽ

したかって被災者とも

再び大火にならなし、ための協力をお願し、し

にオ；、ナだか、人ん左かよく理解してくれ、ぷとんどが耐火紐

築て再建してくれた 問題ぱ焼，―t跡のうちまだ解決を入な

し、C官舎地区の払し、下げてあるく ここは市の中心部てもあ

三沢

出 席

, h 長

小比類巻
市議会蘭II淡艮

村越市
市巌会災害特別委員艮

坂本」「
淵沢警察署長

斎繰

商［会長

高
消防長

上平
内年会議所坪，「墨

郡

婦人団休代K

中川
災害地区町内会長

佐藤
令融団代表

伝
市企向宰長

沖
司会

束衷l[j報II勺尺支局長

伴

橋

法

沢

者

ーf
 

↓’
 
,~ ~' 

・
1I; 

9

、ー」
9
ヽ

ー吋

敏

1
3
 

— 
.. _— 
9-，
 

雄

且， 

蔵

茂

昭

サ

郎

彦

凧/太郎

孝

り払し、下げを受げた後ぱ駐車場、 公民館、 図翡館、 野菜市場、 社会伽祉施設'.cどを建てて不燃

部ItJのモデル地区とずる考えだか、選憾なからまた国から具体的な丼価額か小されてし、'.[し、3

この間趙か決定れば、焼失地域の道路全部を鋪装し、

，こなる、9

少欠くとも外頂i的な復輿ぱ終わること

坂本 市議会の災害特別委員会てぱ被災者こたしゞ して、

ず金融面、 災＇，昇住‘む、建築資材の確保、

れたほか、他の面ても順調iこし、ったと思ってし、るへ

主

c官舎地区の解放を販り lこげた勺そ

の結果金融憤1ては保証協会や市中銀行がかって例のなし、ほどの融賢をしてく

しかし被災者のほんとう

0)紐味の復輿や、無火災都巾の建設ばこれから始主るとし、ってもし、し、のだか

ら特別委にしてぱこんごも具｛本的な間超につし、て協議を市ねるつもりだ，
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ぐ今月から返済開始≫

伝法 ビしかこ合粧面ては被哭者こfこし、して特別だ拮置ヤ溝じたわ・トだか

こり）と済，Jヽ＼， t し、，〖今） l がら始 t っ'-- ‘囁サ，t1-)パr翡，＇,え ifiぎ0)4カ年月賦

9ー とし ）契約しちっ＇］）たか、ハー＼喰久食 1,t,：Kと各細合業の也済能））かしき間
超こ，LLつーこし、る Jこんと力， L-無即l'ー；し、よう’;）j社、て返済 lこー、しむー，し、fこし、

i, J)ごと息っご，,,主その拮i酋を研究中だ

高橋 大火後こん；’いこ早く復輿てきたり）は本人の努力や令融機1梵Iの陥力こ

，るもり）だか、し、主伝法さんか，iつf-tうこ、し、 _-9し、［返遠期を迎え、相‘崎

悩入か大きし、しこうた こり）にぬ麻［会としごは巾とクイア／プして本人の生

)占状況，代借対昭表レ、［どを潤へ、そ J)人り）と済階力を，．）かんたうえて期間廷

艮と力、、再紐柏備方社、を考えー，—やらねぱ＼ヽ曹 1ーなし、と思ってし、る せっかく家

かてぎ戸のに一、その返済こ困って閥利itlー，こても走れば、ばんとうこ復煎し

ピと：よし、え左し、｝）、］て、市ても本！炭を入れて相談相手こ＇こってくれば： rれば
困る、

《せめて税金たけでも≫

坂本 税金叩てし同じ悩及かあろ 1年間減免や徴収猶fをしてもらった｝う、rだか、借令返
済のうえ税金まて、 itちょっと無坪心ようた だから）｝ーとえ全！釘的八免除は無即としても、 3 

年間ぐらし、(）)徴収猶予をして i2らし、たし、と思っご県1万hこ陳清してし、る 県ても最大の努力を

払うとし、ってくれごし、るのて、 こんごもこの連動を盛り士げt.:し、と思っ―ごし、る＼

中川 私：t1f1月6Jjド］てし、ど返済l＇一£，十れば iー［らず、そのうえ牛活費か最

低 5/j円ガ、ガヽ るのてtll崎苫しし、、やリくり夕 l＿→し、屯J- Lガ、し借りたものだ

から返そうと思っご8い）してし、 9Eすか、金融機1肋jの人から「friと向って約束ど

ぉ卜）期晟iこ返サとし j} i l,1 ！は、 その冷 L し態1及に.I炭り），11ー／：）一ーとしあり主r
し、 t私としのtう［‘ぶ細及者て金を返ナために宅た借 i)るとし、うイタチごっ

こをしごし、る人かずし、ぶん多し、 令を返ずにしても主ず生ぎるとし、うことか

先決ばぃ1-cナから、巾ゃ商「会克たりかもっと粘9年こ〖っご力を 1予してはしし、ものだと思

う こillt だて行し—I ば近し、うらこ苔っと泣ぎ＇ー）かば :rれば凡らLーし時か来るようは気かずるし

1 人の脱洛者も欠く~人んばか返済てきるこうこしてこそ、復輿か成っ tヽ ーとし、えるのてはなし、だ

ろうヵ，

≪第2の町造りに努力》

佐藤 間題のC地区て私た乞店地従業員の‘(ii舎か19打ね、 74［廿帯が焼：十出ざれたか、これに

移転者も加え、し、屯i、t岡二＂沢地区こ ]02jll叶：；I）、（卜んごしる こり）地1メこ移る;:一つし` て，iし、 9'Jし、
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ら左問題があっとが、 人んなて話し合し、、 ,Ii発展の大乗的'.c見地から移転し

にものだ下それだ、、fiこC地区と 0)等価交換かまだ実現してし、'.£し、のは残念

だ、〉私たちとしてぱ長く住んてし、た土地てもあり、ぜひ不燃化都市の中心と

しての機能を果たしてくれればし、し、と願ってし、るジまた移転した岡三沢地区

ても道路を樅備したり、街灯、遊菌地を設、ナるなとして第2の町づくりに努

力しこし、るし、

<五カ年計画で整備>

上平 無火災都市を実現させるためには何といっても消防力の強化が必要

なわげだか、今年から 5カ年叶向て整備を行なう，準防災地域に指定されて

し、るところぱ建築規制もぎびしく、個人にとってぱたし、へんだろうが、将来

のためぜし＼協力してもらいたし、，またこの地域外ても危険な箇所か多くある

のて、この面を含めた総合的な防火体制を考えたい。

<予防行政にも力注ぐ≫

最近は裔附建築かふえ消火作業が非常にめんどうになっているが、この而は設備・抱設をじ

ゅうぶん活用した訓練を行なってカハーしたい;もともと消防には予防行政と防禦の二面が
あ

るわ寸だか、これからはとくに予防行政に力を人れる。平面し、ざとし、うときのため近く防禦
図

も作成ずる，ただ無届：ナ建築か多いのは悩みのクネだ 金かかかるたろうか、陥準は守って
も

らわねばならなし＼，そうずることこよって全国一高い保険料率もサIぎ下げられることになるだ

ろう，

~c 地区を公園に»

郡 青年会議所の会員ぱとかく 2代目と入られがちだったか昨年の大火て

は15人の被災者みんなか自力て再建し、若l、プ）を再認識てきたことかもっと

もうれしい 町の復興ぶりを入るともう三／1（は出かせぎ人的な考えを持つ人

か少なくなってきたと思うし、若い恨代がこれからの経済を背負って行くカ

をたくわえてきたとみられる 先日 C地区の利用法こっし、て会員からアンケ

ートを販って人たか、公園こした方かよし、とし、う意見かもっとも多く 40バー

セントあった3 次し、て住宅地26ハーセント、商店街にとし、うのか12ハーセントの順てあったa

これをみても、みんなが新しし、町づくりにオアシスを求めているのかはっきりうかかえる。
経

済面からいえば問題もあろうか、そうしたうるお＼、を与えるための活用も大事てはなかろ
う

かっ
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《被災者の経済が問題≫

沖沢 心から復興おめてとうというには、まず被災者の経済問題を考えね

ばなら応し、 当時市を通じて保証協会から融資された 2億 3千5百ガI']のう

む小売り業とサーヒス業か 1億8百万円ずつを占め、返済に当ってこのうち

とくにザービス叢か心配左ゎ：rtこ したかってこの手％てにつし、ては市とし

ても令融機関、商l：会と懇淡左祖ねるとともこ、 tり．門家に業態を診断しても

らうつもりだ これらの人の中て借りた翌月から返済に努力してし、る人もし、

るわ，—,＿たから、これらの人を励まず行政措置も講じたし、 J

ぐ足りない人員、装備>

斎藤 ・三沢は人口移動が激しいので、これまてその実態をう主くつかんて

しばかったようだか、いまて：よ米軍ハウスに至るまてずべての調壺を終わっ

た，これから無火災都市を建設するためには、こうした某本的な調在が必要

なわ、卜だか、当市のように特殊な地域にたいして警察の人員はちょっとたり

なし、ようだ、主た装備面ても残念なからまだ弱し、ようだ、9

たとえば携帯無線ても他のものに比べ性能か落ちるようだし、他の面ても

近代的とし、えなし、ものかある、，こんとはこれらの盾1を改善してもらう．tうに協力したし、0

ぐ外観から内容づくり≫

村越 市議会は大火後、見舞い金の中から 5千2百万円を復興費にさいた

か、 部て反対総見を述べる人もし、たにせよ、このように道路、街灯、消火

そうかりっばiこてきたのだから結果的にはよかったと思ってし、る、｝外観がこ

のようにりっばにてきたのだから、今後は内容をつくらねばならず、行政面

とタイア／プして検，J寸したし、

<国・県の財政措置を》

市長 はんとうこ復興を実らせるためには市民全体が連携を密にしな：ナればならなし、 市19l

体としCは主ず防火体制を完備するため、 5ケ年計1淵て国の基準に合うような消防力を備える

＇）もりだか、これは国・県ても財政措骰を講じてくれるよう働ぎか： ｝るし~

いずれこせよ無火災都市を宜言したのだし、カラ念仏に終らぬよう、具体的な連動の方法を

吊急、9こ考える， （東奥日報・昭和42.1.11日より）
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第十二章

余 録

感謝状の贈呈

このたびの災害にあたって全国及び各市町村各機関、団体等などから悴慈に溢れる見舞金及

び救援物資か三沢市に寄せられた、3

これに対して市災専対策本部て，ょ、これらの人々の善登に対して感謝状を送付して、これに

報し、た、9

感 謝 状

殿

占森県三沢市

市長小比類巻富雄

昭和四十年•一月 1- △ [l 0)三沢市大火に際しご：ょ

早速御見舞凱こ救援物資等を賜わり衷心 ~t,）「享く

御礼申し上げまず

令国多数の方からの温かし、御同惜と励まいこより

崎市民は令吾致団結して再建復興の紅欲に燃えて建

設の歩を進めておりまずっ今後共宜敷く御支援御

指導を賜わり主ずよう fs願し、致し主ず、

三沢市大火に寄せられたあなたの御乃情に対し市

民に代り謹しんて敬懸、と感謝の述をKし主ず，

II{｛禾llv月1-~4F JI Il 
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沢大火に思う

前青森県消防防災課長

li十嵐正

ご沢大火誌 lを刊行ナるから何か甚：ナという文湛を市長ざんから受坂ったのぱ 4月 3日の

朝てあったC 10日迄という期日の指定もあったのて、私も県消防防災課長として当時現地で諸

対策に当った者の一人として、そのとぎの記録を開ぎ乍ら筆をナすめてみたわげである，

午後 2時20分火災発牛、午後7時55分鎖火、風速23米、罹災世帯817、 重傷2名、軽傷若干

名等々、記録の 1字 1行に当時の惨状と私の記憶かよみがえってくる，県消防防災課ぱ午後2

時50分頃 ―ご沢市に火災発生、現在迄約50戸焼失、 H下さかんに延焼中＿との第 1報を受領後

心］の通信か杜絶した＇炉態を置視し、警察本部、自衛隊、その他関係機関と緊密な連絡をとり

その情報を総合判断し上n]の決断を以て午後4時県に災実対策本部を設肯、三沢市に対し災害

救助法を発動したのてあるぅ時を移さずi直ちに対策本部に関係部課を招集して状況報告、溺後

の対策についての協議を終了した';このと彦から県の三沢市に対する大火対策活動が開始され

たのてあるー更にまた、 1玲j_＿ 1~91 衛隊に対してぱ災害派遣を要請ずる等、ー一応の体勢を終った午

後4時50分平野h'，ll知加こ随行して私は現地に急行した 崎日は青森地方は猛吹'•I了 0）さ中て、途

中壊々視界本、自動9I1も進行不能となり停1トナる状態か続菩、平内附近からは特に激しく、道

を外しに I-"Jノク、乗／iliiか数合111圃にt釦ヽ てし、るとし、う悲K候てあった，午後 7時‘i'頃漸く

現地に辿 iJ•) くことか出来にか、そのとぎは殆んと鉛火 0)状態て、三沢市災寅対策本部は既に

活発な応急対策の諸活動を開始していた，

私はその日から16日迄の間、市対策本部の中にあって市の係甘と共々に応急対策に当ったの

てあったか、特にその間11t1感したこと 0）一つば、大災害時には何としても通にの確保こそ緊要

てあるとし、うことてある 不通となった逍伯も電々公社の適切な措骰によって、鎮火後逐次回

復され仁ものの、県対策本部との連絡にit必ずしも充分てはなかった，これにつし、て午後 9時

には災害派逍ざれに陸 I:ー自衛隊通旧隊の手にtって、無線電話［貞通 3回線か県対策本部との問

こ開設され通いを開始し仁のてある ］2H芯拠来．：した政府調査団長松村消防庁長官も 1’1ら受

話機をとって県対策本部員を激励する等、この通信'0)迅速開設を激買した この開設によって

漑後の対策推進こ大ぎな力を発揮したことは］を佼たなし、のてあった 1 更に私はあの災害時に

何もかも灰にして困り果て右往左往してし、た罹災市民こ対して、真にそのI罪災者の身になり、

—人ヅ一人よぎ相談相手と太って ltt話に当ったあのと彦の市係官の姿、あの態度に対して公務員

ばかくあるべぎもの、真の公僕の姿と痛感した あのときの私のう，十た教訓につし、て、敢てこ

ここ耳ぎつらねることをおゆるし願し、たし、9,
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本部要員に感謝する

災冑対策本部刷本部長

大平 功

災害対策本部要員として市役所全職員の寝食を忘れての活躍に深く感謝の意を表する。

あの日消防車のサイレンに、折からの烈風にあおられて家々の厨根をぱうようこしておそい

かかつて来る黒煙を見た瞬間、これは大きくなるぞと、不吉な予感かした、

煎に小檜山総務課長と打合せ、予てより組織されてあった災害対策本部を発動し、総務課長

を本部事務局長とし、各課長にそれぞれ職務を分担させ、全職員打って•一丸と‘↓£って防災救援

活動に入った。

先ず避難所を市民会館外四ヶ所に設定し、罹災者を誘導避難させる一方、さ沢農業炭同組合

その他に炊ぎ出しを依頼した。上京中の市長及ひ県月防災課へ報告＇，刻々増大ずる焼失建物、

罹災世帯及ひ人員の調査、炊ぎ出しの連搬配給、続々駈け付：｝た応援者、見舞者、報導関係者

との応接、応急救援物資の受領等各職員は汗と埃に真黒くなって夜を徹して1動し、た

翌日から

罹災世帯及び人員の現地調紆〕

災寓救助払にtる救援物賢 0)受餡配給、

厚牛資金、復興資金T)相談，

建築及び建築汽材の相談，

保健指群，

税の減免の相談3

救援物資の受領配給。

等諸々の業務か殺到し、罹災者の身を思えば何のそのと厳寒の師日毎夜遅く迄頑張った，

特に令国から寄せられた救援物汽は駅ホームを坪め、輸送班は毎日追し、＼ゲてられた，保悴ず

るrhの介庫、中庫はものの数てなく、米軍及ひ民間の倉庫も借り、市民会館も介麻代りとなっ

た程て、この ~t うな尼大な物賢の受人れ分類配給は市民の奉仕者と共に人変な；か）； （あった ’9

以 l'簡単に述へたか、職員の努力の秤は窄紙に尽し難く、 ・部を記し ctっ礼に代える，
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委員長として

苦情処理特別委員会委員長

大沢金一郎

談会で当委員会が設げられてある事か遅々局知された関係上、相談したい事があっても身の

振り方を急かねばならぬ復興にtち上っている被災者としては、それぞれ粋処してしまった例

もあったせし、か、思ったより利用者か少なかったっ

当初予想しておった事ば、借地借家権の問題だろうと推察しておったのて、借地借家臨時措

置法の適用を中請するよう委員会て決議して、市執行部へ中し人れたのてあるか、執行部てぱ

中請しなかった―’

販扱件数1まIS件内矢弧り借地借家問題が多かった。

火災保険金の問題一件、今後の防災上市道を造成する問題—｛牛、物資配給の問韻や救援金関

係のもの等てある解決のつし、たものは九件位であった。

難問題についてぱ裁判所の協力を求めたり、弁護士の鑑定を受汗て調停に‘片ったが、全部解

決出来なかった1［は、返し返しも遺憾且つ残念てあるへ
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反省したい見舞金の配分

見舞合配分特別委員会委員長

桑 rt ,.,,, ． E 郎

昭和22年て沢村議会議員から現在に哨る間議員午活の中て体験した重要難問題の一てある三

沢大火見舞令配分に就し、て私の所感をよせる，

過般の大火はそ沢始って以来最大騒動担寅てある T 従って凝臼対策重要問頴か山積したか、

その中て'-番難かししのは見舞金 1億7千万円 0)処理と思う 当初市長ぱ議会訥間ー'.cど考えな

かっ fーと思うか予想に反し曼大＇，， cる額に逹したのて、議会へ諮間した 厳会てぱ要請をし、れ急、

拠特別委員会を設置した 私も丸焼，↑と左り巳、［と相談のl再起を含て、客ド10度の寒気の中

て毎日［：場建築作業に従ボしたのかたたり、盲腸炎と左り、初めて入院手術の経過良く退院し

た伯後の固時議会てある＿私 i 配分委員こ選ばれ再—この打1杏にも拘らず委員長の重責をやらさ

れた’¥fl国の理由ぱ過去におし、て漁協袖償金の配分て非常に苫しし、経験かあったから、餃後に

私は市民の代表議員の人としてこの難1見1を突破ずへく最上の努力を穏l‘酋し同志各位の協力を

l/il <契い委員長を引ぎ、うぶた＇う委員会の 11的はrh民のIll:論を網めて市長の諮間に答えること、

ずなj）ち全国民から寄せられた温l、1,,J'附と厚釦こ答えるこぱし、わゆる罹災市民を主とした市の

復汎，1^|91りに努IJナること1）、II的てあると思う 配分委員会it 11li1開かれ徹夜審議 l．たごともあ
る 委員会条例15条it委員会は傍聴を，9'「さなl(）)か原則てある しかl今回ば令の配分間坦た

リ）て明朗ガフス伽りを・｝賑とし特に委員会にはういっ［決定し旬同傍聴を叶，l「し終始恨而こ‘栢議

を重ねに 八tゞ 各料り代表者参集を1貝ぎ公聴会夕1姐ぎ豆見を聞ぎ、これらを見韮礎に配分＇栢令に

人っと 第2・ 3 fn]配分，；1叫1:審査中rh長、議長、委員は共闘会議役員怜から迫られ険悲｝（1(態

もあっ（しときく 屯｝卜委員会の過尼古こにし ご令額配分Uc:t義援合拠出れ発｝＜［［と強硬論も毎

i"]出たか公聴会ばとご真の巾民の4話の出をぎぎ，了II訓し拠出者の発表なとは委員会の行務外て

ある また罹災若の囁；を合め罹災外の巾民並ひに他巾町村から革新系打力析か参加し大火見

舞令配分共闘会議を結成しとぎとぎ集合人―,,;こ気＇ t名を上げ、何I'l]とな〈市長こ全額配分芯ど強

要しや- 主に委員会，こは傍聴名かし、 9うも 4,50人集り徹夜審，義の場合食1I持参て朝主てつめか

:J、朝は他,Ii町村の人左とも人場、会湯は満員ハスの如く百人位もあっとと思う 崎時の状況

を冷静に名えれば＇［，祈系の人逹 tt見舞令を政冶仰こ利111L巾民を騒かせ県議、巾長選附こ結ひ

っげた叶呻lの［＇)に思 j)れる

間題か解決した現在大火焼跡り）復判を見るとぎ、大／いこ見舞金，L,£ どをドさっ f__）j々 も禍足し

貞リ）そ沢市民てあればその処齢か ffo/（ されると息＇〗 間應＇は別に 'L£ るか全国て恥貼こよる漁業

袖償金該酋組合か数 1'組合ありその殆んとか袖償合を公共1汀知こ投資している悔）『の市民は大
火復狽を見て今後⑱業袖償金配分9L_cと：＇［允分考えるへぎてある

罹災されfー：市民はそれぞれ阻飢，l-1廿りをたて(i宅店舗，：こと＇外観は』！常 iこ｛『派てあるか、内容的

こは凶し＼、方か多し、と息うか、あ (T)恐怖の大火を忘れず屯た全国民かる寄せられたh（以こ報し、

るためこしヽ— o)難関を突破ずべくわい恥こ攣うち頑弘ることか肝虻ごある
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早急な市街地の整備を

災害対策特別委員会委員長

坂 本 正

租、ば火災1こ二度逢っている。一回目は古間木て劇場を焼き、今回の大火でぱ有楽咆を焼失し

た。

しかし今回の大火ほど精神的にも肉体的にも大打撃を受：tた事1まない。将来二度とこのよう

なことのなし、よう願うのは肛一人だ冴てはないと思し、まず。

そこて私は二度とこのような惨事を思い起したくないと心に決めていたとき、何か書いてく

れということなのて自分の個人の感想を入れず公的な立場てのみ書いて見たいと思います。

X X X 

昭和41年1月16日本市末付有の大火災害の対策を協議ずるため市議会臨時会か招集され、そ

の会談において議員発議による市議会災害対策特別委員会（委員14名）を設骰し、市長の諮問

に応ずると共に罹災者の早期復興を図るためあらゆる努力を娯注し、市独自て解決出来ない問

題は国・県に慟ぎか：ナー日ても早く罹災者かダち直れるよう梢極的な連動を展開して参ったの

であります。

その具体的な事項を申．上げまずと

1. 応急仮設住宅の建設場所として市役所裏の国有地を無償貸与としてほしい。

2. 罹災者に対ずる木材の払下げ方の陳情

3. 国・県て災害公営住宅の述設および建設場所は国有地内とすること。

4. 国・県の金融機関の融資枠の増巾

5. C地区移転とその跡地の払下げ運動

以上の項目こっし、ていろいろ協議もし委員一丸となって国・県に慟ぎか汗た結果、そのほど

んとはわれわれの要望どおりの成果を得ることか出来たのでありまずか、ただ一つ退憾とずる

のは大火後一周年を過ぎた現在C地区焼跡地かそのままの状應て放闘されているということて

ありまず，

あの地域一帯か大火前こもまして立派に復興した一両に荒廃たる地帯かあること1ま市の笑観

をそこねているところてあり、われわれの努力の足りなさを物語るものてあり誠に残念てなり

ません3 ―一日も早くこれか解決を見、近代的な設備を抱した都市作りかなされるよう念願ずる

ものてありまず，

最後こ罹災者の方々の一大災害にめげず復興された努力に深く敬翌を表ずると共に今後二度

とこのような特別委員会か設筐されるような災害か生じないよう祈念ずる次第てございます。
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救援物資の配分を終って

配分笠調査特別委貝会委員長

渡辺 航

県内外からよせられた莫大な救援物汽を、どのようにして被災者の皆さんにお渡しずること

が贈り主の善應にこたえることになるのか、どのようにずれば被災された方々により迅速に、

より公平に、より適確にお渡し出来るのかという課題に、配分なと調査特別委員会に選任され

た議員ぱ、全桔力をついやしてとりくんだといっても決して過言てないと私は思っている。

特に被災者てもある出戸議員か配分に自ら従事して、山とつまれた救援物資梱包の選り分け•

作業や、搬Iii作業に従事している姿ぱ、私の脳裏こ深くきざみこまれている，さらに私が疲労

から持柄をこじらし 3 カ月柄床に横たわることこなった後、山本直11 委員長を中心に—致団結し

て配分かスムーズこ行われるための努力を懸命につづげられたことも忘れられない。いずれに

しても救援物資の配分て不満足な頂］か lヽ ろいろあったにはせよ、そう大ぎな問題をかもし出さ

ずに終ることか出来たのは、青年会議所の赤坂さんを始め、市か選任した25名の物資配分委員

の方々や、物資配分弔務にたずさわった市の職員の方々の、文字通り寝食を忘れた血のにじむ

ような献身的な努力と、それをささえた多くの市民の善意の奉仕かあったからてあり、このこ

とは特睾しておかなくてはならなし、と思う。

私ぱ議会側の配分関係の責任者として、物賢配分業務にたずさわったずべての方々に深い敬

狂と感謝の念を表して、救援物資配分を終ってのr．ふ菜と致したいと思います。
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大火を省りみて

消 防長

上平 茂

出火地点は数ヶ月前に実地訓練をした場所、出火1ま広報車 2台を1廿動ざせて火災予防を呼び

かげた直後、覚知から 2分そこそこて放水している それなのこ末晉有の大火になりました。

通報の遅れが、 25米という強風が、火点に水を近づ：ナず、炎の流れが放水線上に河をつくる光

景は、今もって夢のようてす3

消防力のことも云々されましたが、 12ボンプ自動車が国の甚準に達していたとしても、初動

必要台数にははるかに及ばなかったのてす。出火と同時に中期火災の様相を示し、最初から第

2出動を常とずる最近の火災1こ於て、初動必要台数を保有している小都市は、どれだ，ー「あるて

しょうか、又小都市が保有出来る消防力は財政力等から限界があります。

やりなおしの彦かない百戦百様の火災に対処する小都市のこれからの消防のあり方、国民の

一人一人に「新しい火ーについて認識してもらうための予防行政のすずめ方等，幾多の教訓を

得まして、反省もし検討をも致して居りまず．9

終りに、全国消防関係者の方々から、お寄せ下さいました数々の御協力こ対して衷心から厚

くお礼を申し上げます3
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大火事務処理をふりかえって

総務課長

小檜山 哲 夫

未曾有といわれた三沢市大火災害から早や 1年も過ぎ去り、街並も見違えるように復興いた

しましたことは、誠1こ喜びにたえません3

1月11日午後2時過ぎ中央町の一両から出火した火災は折からの強風にあおられ、当市の中

心街を焼野I票と化したのてある。その火勢たるや筆舌に尽しかたく、人事を相容れないものて

あった。

当日1ま、市長は上京中てあったのて、助役を中心に急拠災害対策本部を設誼し、職員には全

員残留命令を出し、救護活動に入ったのである。

まず罹災者の避難場所を、市民会舘、岡さ沢小学校、上久保小学校、柔道湯及び市立中央保

育所に指定し、罹災者を収容するとともに、給食班か中心に由内各事業所の施設を借用し炊出

しを実梅した3

未曾有の大火ということで、あらゆる報道機関を通じ全国に報道され、政府も万全の救護措

置をするという総務長官談話かなされたり、上京中の知事の淡話か伝えられ、ニュースはずべ

て三沢市大火て一色の感があった。

一夜明：ナて翌12日からは、全国の善謡が続々と寄せられた，食料品あり、衣類あり、建築資

材ありて予期しないほどの物貴が送られて来たものてある 3 真冬てもあり、露天にもおかれな

いのて、第一中学校の体育館や市役所の倉庫あるいは車庫を増築して収容したのてあるが、ず

＜—-杯になり、市民会館の座席まて取りはずし、更には一般の倉庫なども借用して収容したほ

どてあった。輸送に当った職員も過労気味てあり、紺n届オられる救援物資を処理するには市

の職員だげては不可指てあるのて、各種団体の代表て物資配分委員会を組織し、更には各種団

体の御協力のもとに配分に取りかかった。最初は梱包をといて一品ごとに配分したか、じ大な

賊てあり、そのような方法て配分した場合半年かかるか 1年かかるかわからない。やむなくそ

の後梱包のまま配分することにした次第てある。

一方見舞金こついては、大火のi[［後こ市から見舞金を交付したほか、全国から寄せられた見

舞金を 5同1こtiって配分したか、この配分をするこもとのような基準て配分ずへぎか困惑した

ものてあるっ

基本的な考え方として、損害の程度、世帯の構成、生活の状況、自家焼失を考慮して、 55段

階の配分表を作成して 2次まて配分した。然しその後議会の見舞金配分委員会の窓向もあり、

22段階の配分基準を作成して、 3次以降 5次まて配分したのてある。そのほかに、生活保護世
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帯、身障世帯、母子世帯に対してば、 1世帯3万円、自家焼失者に対して1ま2万円をそれぞれ

加算支給した次第てある。

災害事務は多岐にわたり、一時1ま市役所の平常事務のほかに、災害に関ずる事務も市役所に

おかれた感かあったのてあるっ罹災者に対する住宅をどうするか、復興汽金をどうずるか、災

害を招来しない街作りをどうするか、税減免対策等災害に伴う事務処理に追われた 1年てあっ

た。

最普策を講じたとぱし、え、罹災者の傷こんはぬぐいきれないものてあろう。全国の暖かい善

邸に感謝ずるとともこ、将来私共のこの経験を生かず必要がないように希うものてある。
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市立岡三沢小学校

5年 3組矢野サワ

私は、今まてあんなおそろしし、11にあった

ことはありません。

もうあんなおそろしし、ことを、 くり返して

もらいたくありません。

あれは、たしか 1月11日、火曜日のことて

した9,

私ば、お昼ごぱんをずませ、珠算熟へ向し、

ました，

行くと中て、火事を知らせるサイレンが、

聞こえてきました，

私は、いままて大火にあったことがないの

て＇とっかのぶたごやだな。と思ってし、主し

た3

近所のおじさんたちぱ、いっしょう：ナんぬ

し、自分たおの家と、その同じむねに水をか：｝

て、火がうつらなし、ように、苫心してし、まし

に3

火の出た所9こ近l、家には、 自衛隊が来て荷

物を出してくれてし、ました，

私は、気分かよくありませんっ

火の出た所に近い家だげしか手つだってく

れこいて、迪くの家ばー：tんも手つだってく

れな l、からてず）

さし、わし私の家にぱ、 しんせぎの人たちが

か，ずつ寸てぎてくれて、おおし、にたずかりま

1 よ`
し i-3 

しばらくしてから、おとうさんとお1こし、さ

人か州｝ってぎました，

そのころから、大ぎば大きなとても大ぎな

熟へつき、中へ入ったとたん、サイレンが 火の粉が飛んてくるようこなり主したQ

ぱげしくなり、まどからのぞし、てみると、も

のずごし、：ナtsりが見えました、

黒し、ような、赤し、よう‘ば、今まて一度も見

たこともなし、ものずごし、寸むりてず；

私ば、びっくりして、急いて家に帰り主し

たっ

家へ入って、自分のかばんへ、教科内、 J 

ート、ふてばこ、冬休み帳、したじ苔などを

し、れて、 しょし、ました，

手さげにも、し、れました、9

私は、洋服ももとうとして、たんすを見ま

したが、ずてに、総かあさんかふろしぎへ、

し、れてし、て、からっぽてした/9

互ば、こわくてこわくて、足のふるえが、

とまりません。

もう、火を消ナ水かなく＇：（ったのて、あち

こおからが：ナつIてぎてくれた、消防巾もや

くにたち主せん、9

火ぱ、まず主ず強し、し、ぎお、し、て、どんどん

もえ続，｝てし、ます介

風も、ふし、てぎ主す'

もう近所のおじさんたちも、あぎらめたら

しく、水をか，｝るのもやめて、術物を出して

し、ました。

私たちも、 もうあきらめて、市民会銅へ、

ひなんしました、9

オーバーをぎていてもさむいのて、ふとん

をかぶり、横になりました。

小心か、 ちらおらふってきましたが、 ずぐ

ゃ人ました。
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夜になったので、秋たち1ま、市民会館の中

へ人りました，

ぶたいて、ごはんをたべている家族もあり

まった。

恥よ、父母iこめぐり会いびと主ず、親類の

家にお世謡こなることになった 持ち出した

ました 家具のうち、損失したも 0)や、他人のものが

怜とうさんと、同じ仕1立場の人か、 tむこき 入って l、たりして、どれか誰0)物かわからな

りなどもってぎてくれたのて、近所の人とわ し、状態だった、そしてテレビなとてぞ沢大火

寸あってたべましたう のニュースか報道されるたびに、匁こかわび

し、つも、おこぎりを二つたべる臥てすか、

．^ つし力、たべられません令

私1こち：ま、市民会館て一夜をすごずつもり

てしだか、 おかあさんの弟の家へとまりまし

た，

今、秋たおば、プレハプ住宅こ住んてし、ま

しし、気持ちてし、っ 1ま。し、だった、、

小安の・夜か明：r、その次の日、焼：一｝跡に
行ってみると、まだ石炭が燃えぎらなし、でと

ころどころに炎をあげていた，被災者ぱ力を

洛したように焼叶跡に、たたずんてし、た，

この時私は、 9 9)く とし、うものがどんたに

ずか、少し認んぽろてもやっばり、何年もず おそろし l、ものかとし、うことを強く惑じた，

ごしたC官舎の方か、大ナぎてず， 主たその反面、全国のあたたかし、了を火によ

第一中学校

2年 3組阿部節子

って教えられた〉私たちは大火に会って一歩

前進したような気がずる 人の真心がこもっ

ビものてあれば、 1通の手紙てもし、かに大き

公励主しになり、力づ：tとなってくれるもの

1月11日、忘れもし左し、あの 11,、：ナたたき てあるかとし、うことを，

しし、サイレンの音。 しかし、忍たちか全国の人々へ惑謝してし、る

「火'liだ．I'と；了う誰かの叫び声， 心'J)かたずみに、やばり あの時、大火にあ

のんびりした気分て本を読んでし、た肛は、 わなかったら…〉 ！と思う気持ちかあるっそ

ひっくりして芯し、て外へ出てみた 外ば、坪 して 火 とし、うものか、憎らしくさえ思え

かもうもうとたちこみ、牢には火の粉が飛ひ る時もあった，，しかし「火 にIIUを¥'［てたっ

火zhを見に来た人たりや、避雑ずる人たちて て、どうにもなるものてはだし、。私たちか、

ごったかえしてし、tこ私か、父と喩者に荷物 もうサ立火り）恐しさを自覚し、火のあつかし、

を主とめていた時、父の職場の人が来て、荷 方こ充分汁寇しなくてはならなし＼と思う，

物を連んだりして、手伝ってくれた＇，私たち 一瞬こして 1千4百乎方メートルをなめつ

ぱ、 -—生，一）‘んめいこ／向物を連んていたのだが くした大火以来、 1年以上になる今日、三沢

火元に近かった私の家：土、付物も十分出さな も市民の努力により、住宅か建む並ひ、道路

いうおに焼，―rてしまった］そのうち私は、父 も格備された、うしかし、あの恐しし、大火、そ

母とはぐれてしまった.,両親をさがし匁がら して全国のあたたかし、心を忘れてぱ匁らなし、

しばらく火事の状態を見ていたが、今思い出 のだ3

してもぞっとするようなものずごし、9)くの勢し、

だった 、えんのわずかの時間に 760世帯が火

の中に消え、約 1,300人の人か家を失ってし

し、つ、どこて私たおと同じような災害がお

こら心し、とも唄らなし、のだ，

私たちは全国の人々の期待をうらぎらない
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ためにも、明るい消潔な町にしな汁ればなら

ないと思う。そのためにはまず、個人が真剣

に三沢市のことを考え、よりいっそうの努力

が必要だと思う。市民の努力により三沢市の

前途1ま、きっと輝やかしいものとなるでしょ

； 
) 3 

大 三沢高校

1 年烏谷部幸恵

出火したのは午後2時15分ころてしょう

か，三沢は火事の少なくない所だったので、

f'I然身iこついてしまったのか、私はサイレソ

の音とともに立ちあがり、まわりをみまわし

ました。煙ぱ家からそう近くはなかったのて

安心して（といえば語弊があるかもしれませ

んか、自分の家が安全てあることに対して）

様子を眺めていました。しかし、そのころか

ら少し気になりはじめていた風が激しくなり

火はまずます勢し、づし、てきました，小さな火

の粉から大ぎく、また多く飛んでくるように

なって、 1まじめて「もしかしたら…" Iと不

安になってぎました。屋根に水をかげながら

も火の粉が屋根に落ちるたびにヒャリとする

のてす。飛んできた火の粉が向いの家のゴミ

箱についたとぎば思わず冠あっミと叫んてし

まいました。幸い早く気づいたのて消しとめ

ましたが、あのまま火がついていたら消ず事

か難かしくなり、さらに広域にわたって燃え

たかもしれません。そう考えるとたとえ燃え

たにせよ、少してもくいとめる事がてきた事

を喜ぶべきてしょうっ近所の人々も皆必死に

水をか：ナていましたが、それよりも、他の見

物客、やじ馬ともいうべき人々で、 まわりは

ひどいさわぎてした。消防車がそれらの人々

によって妨げられたという話：まききませんて

したが、一応の配慮が必要てはないでしょう

か。火の勢いが激しナぎて火を制止でぎなく

なったとき避難命令がてました、それまでは

誰も燃えるとは予想てきなかったのてしょ

ぅ：，避難命令とともに皆•一斉に避難し始めま

した。

市民会館の一番前に陣どった租ぱ、ガラス

ごしに火をみつめてし、ました。まわりには少

しの避難者と荷物か置かれていました。普段

から物をまとめておげば、なにか持ってくる

こともできたてしょうが、まさかこのような

事があろうはずがないと高をくくっていた1l)

かまた、また災難とは突然にやってくるとい

ぅ市を忘れていたのか、私は何も持たず、済

のみ府のままて出てきてしまったのだから。

＜ゃんでいるうちに市民会館の中は避難者で

いっばいになり色々な声が聞こえるようにな

りました。 20メートル位先の道路を隔てた、

教会付近に火かつき、まるて紙くずても燃や

すようにペラペラともえてしまいました。そ

の火の色はあざやかに、燃えてし、るという惑

じもおこらず、信じられなし、ほど芙しく、暗

くなりか：十た空に映えていましlこ私が何の

危険もおかさず、火を恐しいと感じた算がな

かったからてしょうか、， 6時ころから火が衰

え、 くすぶり、煙がたちのぼり始めました 3

まわりの人々はいくぶん興暫が冶まったのか

集まって火事の話に花を咲かせていました。

8時ころ父母がさがしにぎたとぎは、もう火

はほとんど介しとめられて、ところどころに

火が残っているだぽてした'朝早く焼：ナ跡を•

みたときまるて広島を思わせるものてした。

原爆の落ちたとき：よもっとひどし、ものてあっ

たてしょうがこれが今まて住んていた所かと

なこか不思議な感じがしました、

私の家は奇跡的1こ真中こ 1軒残りました。

前が空地のせいだったのか、窓をしめて逃げ

たのて火の入るすきがなく、そのうちに風の
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向ぎが変わったのか、その原因ぱわかりませ どであった。

んか、ともかくたずかった事は事実てず，ぅ破 その時は別に驚ぎもしなかったが、時がた

損されたり、燃えてしまったり、連び去られ つにつれて、ポロてガクガタな家ではあった

たりしたものは少なくありませんが、火事に が、 8年も住んだ我か家か忽然と消えてしま

よって失った物は比較的少ない方かもしれま ったことか次第に実惑となってきて、悲しみ

せん。幸い色々な援助をしていただき、 1年 が深くなっていった3 しかし、虹ちに開始さ

たった現在、以前と変りない生活を営んてい れた救援活動により、暖かい励ましの手紙や

ます。しかし、火事によって生じた苦しみを 物資が続々と届げられ、私達をたいへん元気

経験しない人は少なくないてしょう， づげてくれた。小学生からお年寄の方に至る

無火災都市として、火事をなくするように あらゆる人々の真心のこもった、これらの手

努めている三沢市に被災者のみならず、二度 紙や救援物資は、厳しい寒さの中に凍えそう

と火事のないようにと望む気持には誰も変 I1 iこなっていた罹災者にぬくもりを与えてくれ

はないてしょう，その気持を大切にして今後 たことてあった。また多額の見舞金が送られ

の発展iこ協力したいものてす、 てぎたが、その見舞金をめぐっていろいろな

大三沢高校

2 年山本京子

あの恐ろしい大火があってから、 1年以上

もたった今ては、火災の跡もなく、町も大火

の前以上に活気づいてきた。

火事のあった日は、風こそ強かったそうて

あるが、まさかあれほど広がるとは誰が思っ

たてあろうか3 あの日、幸か不幸か、私は親

戚の家に、冬休みを利用して遊びに行ってい

たために三沢には居なかった、，帰りの汽車の

中て、三沢こ大火があって、町の大半が焼：ナ

ごしまったと話しているのを聞いてはきたが

汽車を降りて家へ帰る途中、焼：ナる前を想像

することもてきないような有様を見て驚いて

しまった。何年も見てきた町てぱあったが、

どこに何が有ったのか、道がどうなったのか

もわからないほどてあった。汽車の中て聞い

た限りてば、私の家の方まては焼：ナていない

とのことだったが、今まて見慣れた家は無く

まわり一面が焼：一｝野原となっていて、自分の

家がどの辺にあったのかさえもわからないほ

問題が起きたことは残念なことであった。ご

れば、全国に報道されたが、誰がいったいこ

のような醜い争いの起こることを想像したで

あろうか3 世の中は第一にお金だとよく言わ

れるが、浄財を汚しては、人の好怠も何もあ

ったものてはない。むき出しの欲のかたまり

の人間を見たようで、とても残念な気持にな

ったのは私だげではなし、tころう。

さ沢は、大火後驚くほど早く復興した。も

とあった建物よりも立派なものがたくさん建

ち、人々は大火かあったことなど忘れてしま

ったかのように見える0 実際あのような恐ろ

しし、ことは忘れてしまいたい。しかし、ふと

した不注泡が巨大な炎となって、人々を不幸

のどん底におとし入れてしまったことを思う

とぎ、火には十分に注意しなげればならない

ことだぶよ忘れてぱならなし、と思う。

大火の租逹に与えた打繋は大ぎいが、全国

から寄せられた励ましば、私達を勇気づ：ナて

くれたものてあり、また人々の善意の尊さを

教えてくれたものとして、生涯忘れられない

思し、出となることてあろう。
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短歌

風速25米の寒空にあわれ

この世を掩う火が出ぬ

燃え盛る火の手の下に現し身の

当てなく人の迷いさらばう

荒れ狂う火より無限の黒叶むり

忽ちにして街並み掩う

火と風の行きつくままにうつそみの

なす術知らに目守るほかなき

戦災もかく燃え果てむ夜に入りて

西に東に火は立ち居りて

吹きつかれ燃え疲るるを待っごとき

大き火炎の永き時見ぬ

焼け落ちて平らこなりし街中を~

場所確かめる百に気づきぬ

焼げ落ちて俄かに近くなりし

基地枯芝ひろくハウス並べる

賑やかこ人往来（ゆきき）しき

焼跡に付ちて昔となりし街思う

水も果て力も景てて火の勢（きお）い

なすままこして終る待お居し

延焼を防ぐ消火の滝つ瀬の

水の下より火は吹き出づる

今にして思えば燃えて尽ぎる主て

果敢なぎ力火と闘いぎ

ーと尺（さか）の土争いし人もありき

焼：ナて空しき虚栄の市に

この狭きところに四・五軒建ちて居き

人の暮しのし、かに小さき

空しかる人の営み嘲うが1こ

火魔ほしし、まま手を拡げたる

炎 (66.1.11日）

＝三沢大火の記録＝

木崎野短歌会花 田 忠

遼原の火と三木野原の一角に

火柱西風 (iこし）を負いなめ尽ず

火に追われ追われて遂に持物を

焼げ果したる人もありとぞ

いつ止むと知らぬ火の手ぞ腕組みて

見る人われも習うしかなき

三沢がどうなるものかとつぶやぎし

人の一と言また耳こ愚＜

火のゆきの通り過ぎたる風上の

熱き焼跡を耐えてわが行く

焼跡の不燃物質オブジェのごとく

醜き姿晒せる

風下はまだ燃えおれど

焼げるもの焼げ尽したる火元の暗さ

街並みか焼：ナ落ちたれば降る国か

ひたに召を吹く寒さ身に記む

一生iこ或いは一疫の大火ならむ

熱き焼跡の人中を行く

この世の終りかと歯の根も合わぬ

被災者抱え友はすかしきと

焼きて建て建てて毀（こぽ）たれ徴りずまの

人とうものの哀しさを見ぎ

四百戸焼きこぽちたる火収り

市民会舘見通しこ立つ

焼失圏見るに概ね丙風の向ぎに

火の手ぱ進み居たりき

避難所に一夜明かしし被災者が

朝見るわか家土になり居し

焼寸落ちし三沢救えと同胞（ばらから）の

津々闇々ゆ且）j：ナ来りぬ

昭和41年 3月6日 週刊みさわ
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ぁ と が き
J

この大火誌ぱ、さ沢大火の発生から復輿までの概況をありのまま収録し、三沢大火の記録策

とするために編集し、たしました~}

したかって耀集方法も、当時の生々しい姿を克明に記録ずる事こ重点を置き、現代のマスコ

ミを代表ずる新聞からの抜粋文を多く掲載しましたぅしかし、短期間て絹集したために形式、

内容等謡に満たぬ点もあることと思いまず。こここ三沢大火から復輿まての概況をとりまとめ

ましたかー読されたうえ永く保存ねかえれば幸いこ存じまず，9

本淋刊行に当り買璽t資料を提供下さいました朝日、毎日、読売、河北新報、東奥日報、デ

ーリー東北、 NHK等の新聞社ならひ；こ本誌網隻こご協力下さいました方々に深甚なる謝意を

表します。

昭和 42年 3月

企両室長沖 沢 電太郎

「三沢大火誌 校閲行名」
＿沢市長 小比類巻富雄 三沢市助役 大平 功

三沢市議会議長 黒田政之追

市議会議員 坂本正一 桑島 lF一郎 渡辺 航

大沢金一郎

企画室長 沖沢重太郎 総務課長 小檜山哲夫

議会事務局長 月 舘常雄 消 防 長 上平 茂

企画室次長 藤田春雄
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